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利島村告示第８号 

 

令和６年第４回（１２月）利島村議会定例会を下記のとおり招集する。 

  令和６年１１月２２日 

 

 

 

利島村長  村 山 将 人 

 

 

                 記 

 

１ 日  時 令和６年１２月１０日（火） 午前９時３０分 

 

２ 場  所 利島村役場議会室 
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   ５番   髙  田  竜  次  君     ６番   加  藤  大  樹  君 

 

不応招議員 なし 
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日程第 １ 行政報告 

日程第 ２ 一般質問 

       １番  木 村 航 大 君 

       ２番  大 磯 元 希 君 

       ３番  石 野 美由紀 君 

       ４番  井 口   保 君 

       ５番  髙 田 竜 次 君 
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    ◎開会及び開議の宣告 

 

                                   （午前 ９時３０分） 

〇議長（加藤大樹君） おはようございます。定刻となりましたので、ただいまより令和６年利島村

議会第４回定例会を開会いたします。 

 

    ◎会議録署名議員の指名 

 

〇議長（加藤大樹君） 初めに、議事録署名人を指名いたします。 

  今定例会は、３番、石野美由紀議員、５番、髙田竜次副議長にお願いいたします。 

 

    ◎会期の決定 

 

〇議長（加藤大樹君） 会期についてお伺いいたします。 

  今定例会の会期は、本日12月10日から12月12日までの３日間としたいと思いますが、ご異議ござ

いませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本定例会の会期は、本日12月10日から12月12日までの３日間とします。 

  日程についてお諮りいたします。日程については、配付している日程に沿って進めたいと思いま

すが、ご異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） 異議なしと認めます。 

  日程については、配付した資料のとおり進めます。 

 

    ◎日程第１ 行政報告 

 

〇議長（加藤大樹君） 日程１、行政報告を行います。 

  三室教育長。 

          〔教育長（三室哲哉君）登壇〕 

〇教育長（三室哲哉君） おはようございます。 

  この報告は、令和６年第３回定例議会閉会式の３週間前の翌日から令和６年第４回定例議会開会
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日の３週間前までの行政の重要な動き（広報等により周知の事案を除く）を概括的にまとめて、利

島村議会に報告するものでございます。 

  教育に関する報告に参ります。運動会、文化祭の開催について。午前を学校主催の部、午後を実

行委員会主催の部として９月28日土曜日に運動会、11月２日土曜日に文化祭を開催しました。 

  運動会については雨天のため、児童生徒によるリレーを後日に延期して実施いたしました。両行

事では、子供から高齢者まで幅広い年齢層の方々にご参加いただき、島挙げての一体感の醸成につ

ながったと考えております。 

  以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） おはようございます。よろしくお願いします。 

  行政報告でございます。総務課についてご報告申し上げます。 

  １点目でございます。南海トラフ地震の図上訓練の実施についてでございます。東京都、本庁や

大島支庁と連携して、11月14日木曜日に南海トラフ地震を想定した図上訓練を行いました。当日は

村役場職員に加えて、駐在所の駐在と、また主に災害協定を締結している事業者や、津波被害が想

定される事業者である社会福祉協議会、農協、発電所、利島建設、株式会社ＴＯＳＨＩＭＡさんな

どにもご参加いただき、発災直後から３時間と、あと発災３日後の対応訓練について行いました。 

  今回、通信障害を想定した低軌道周回衛星通信サービス、商品名でいうとスターリンクなのです

けれども、こちらを実際に稼働させて、東京都の災害対策本部と通信を確保しながら実施しました。

災害の想定を踏まえながら被害状況の確認や報告、島内の事業者との情報共有や調整、また都の災

害対策本部に対する状況報告や対応の要請など、実践的な訓練を行うことができました。今後、訓

練の成果を踏まえながら、より効果的な対応の実現に向けて関係機関と調整を図ってまいります。 

  そのまま住民課のほうの報告もさせていただきます。住民課の報告でございます。 

  こちらも１点でございます。敬老祝賀会の開催についてでございます。９月14日土曜日に敬老祝

賀会を開催し、22名の高齢者と学童クラブから４名の小学生の参加がありました。会場については、

今年度、地域交流会館から、高齢者の移動しやすい高齢者在宅サービスセンターに変更して開催を

行っております。当日は、これまでの利島の発展に貢献された方々に対する敬意と祝意を持って、

村長、議長からの祝辞とお祝金、また記念品の贈呈と祝い膳で会食をを行ったところでございます。 

  以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） おはようございます。よろしくお願いします。 

  環境建設課から１点報告いたします。村内一斉清掃の実施についてです。10月26日土曜日に、集
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落内を中心に村内一斉清掃を行いました。当日は雨天にもかかわらず参加いただいた方々に感謝申

し上げます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） よろしくお願いいたします。 

  産業観光課からも１件になります。檜原村払沢の滝ふるさと夏まつりへの出展について。８月17日

土曜日、18日日曜日に友好村である檜原村の払沢の滝ふるさと夏まつりに出展し、椿油製品、さく

ゆり焼酎などの特産品販売やＰＲを行いました。檜原村の吉本村長をはじめ多くの方々に利島ブー

スへお越しいただき、交流を深めることができました。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） 行政報告を終わります。 

  続きまして、日程２、一般質問を行います。 

  質問の回数と制限時間についてですが、本定例会に限っては、全議案質疑及び全一般質問につい

て、一問一答方式を採用し、それぞれの質疑、質問に対する制限時間を60分として行います。質問

回数には制限を設けないものとします。 

  質問の順番は、１番、木村航大議員より行います。 

          〔「議長、いいですか」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） はい。 

〇３番（石野美由紀君） 行政報告に対する質問はなくなったのでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 以前、協議会でお話しさせていただいたとおり、それの件については、今後、

協議会で話し合った上で今後の方針を決めていきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

〇３番（石野美由紀君） 今回質問を出しているのにもかかわらず、それはちょっといかがなものか

と思うのですけれども。 

〇議長（加藤大樹君） 以前、石野議員から提案はいただいたのですが、全議員に関して周知がされ

ていなかったので、その部分の周知をしてから次回検討していきたいと思いますが、いかがでしょ

うか。 

〇３番（石野美由紀君） 今回の報告に対して質問が必要であるということで質問をしているのにも

かかわらず、次回ということはおかしなことではありませんか。それに今までの議会のやり方を踏

襲するということで確認が取れているはずのことが、なぜできないようなことになってしまうのか。

行政報告の質問ができないといったようなことになっているのか。行政側からそういうふうなこと

をおっしゃってくるということがよく分からないのですけれども。 

〇議長（加藤大樹君） できないという判断はしておりません。皆さん、全議員が周知の下、行えた
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らという提案を私は差し上げたつもりです。 

〇３番（石野美由紀君） その提案は、行政側から質問については受け付けられないということがあ

ったことで、そのような協議に至ったということがあるわけではないですか。 

〇議長（加藤大樹君） それに関しては、一つの判断材料としてはございますが、全議員が周知の上、

私は行いたいと、協議会のときにお話しさせていただいたつもりではあります。 

〇３番（石野美由紀君） 協議会のときには話をしていませんね。 

〇議長（加藤大樹君） 協議会を前に踏まえた。 

〇３番（石野美由紀君） 協議会の後でこの事案は発生しているので。 

〇議長（加藤大樹君） よろしいですか。それでしたら、協議会で皆さん周知の下、次回から行うこ

とで決定させていただいてもよろしいですか。 

〇３番（石野美由紀君） 私一人の意見をお聞きいただけるのであるならば、あまり納得できるもの

ではありませんけれども、私一人がこのことを主張してもおかしなことになると思うので、皆さん

にご意見聞いてください。 

〇議長（加藤大樹君） 皆さん、いかがでしょうか。 

          〔「休憩して話し合う……」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） 一度休憩します。 

          （休憩 午前 ９時４２分） 

                                           

          （再開 午前１０時１３分） 

〇議長（加藤大樹君） 再開いたします。 

  石野議員から提案をいただきました行政報告に対して質問をしたいという旨を今回受理いたしま

して、行政報告に対して質問を認めます。 

  質問がある議員、挙手をお願いいたします。 

  ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） お願いします。行政報告に対する質問です。読み上げます。 

  これは総務課のほうに対しての質問になります。南海トラフ地震図上訓練の実施についてです。

11月14日実施の訓練に参加している事業所等は、どのような基準で要請し参加していただいている

のか、ご説明ください。 

  もう一点です。一問一答でやりますか。すみません。総務課のほうだけ読み上げました。よろし

くお願いいたします。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 
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〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えさせていただきます。 

  南海トラフ地震に関する図上訓練については、先ほど行政報告の中でも一部述べさせていただき

ましたけれども、当該の、当然駐在さんも含めてなのですけれども、災害協定を結んでいる事業者、

どういった事業者かというと、公共的な役割やインフラの管理を行っている機関や団体です。そう

いったところに訓練の参加を要請しました。実際は、株式会社ＴＯＳＨＩＭＡさんを含めて、駐在

さんとか、社会福祉協議会、農協、農協の下にある発電所と利島建設さんのほうにご参加はいただ

いているところでございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 行政報告のほうにございました文書についてちょっと読みまして、質問を

作成しました、ご説明の中に、本日納得したのですけれども、災害協定を結んでいるというふうな

ご説明を頂戴したので、そういった先についてご参加いただいたというふうにして認識を得ました

ので、納得しました。 

  しかしながら、消防団であったり、漁協であったりとか、例えば燃料が不足した場合に燃料店で

あったりとか、一般の商店、例えば被害に遭った場合に避難先、避難ができなかった場合とか、そ

ういったことを考慮した場合に、民宿であったりとか旅館だったりとか、そういうふうなご協力を

得なければいけないのかなといったような、そういったことまでも考えた場合に、そういった業者

に対しても協力を仰ぐとか、そういうことも必要なのではないのかなというふうに考えたもので、

あとは郵便局であったりとか、そういったふうなところに対しては参加のご協力を得なかったのか

なというふうなことを考えたもので、今回の質問をさせていただいたということなのですが、災害

協定を結んだ先だけで今回はやられたということなのですが、それ以外については参加は必要がな

かったというふうなことでよろしいでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  議員のおっしゃっているのが、災害時どこまで協力していただくかというところなのかなという

ふうに、私、今お聞きして思った次第でございますが、実際に災害といっても、今回想定する南海

トラフ地震とか、そういった中でいきますと、港湾施設が被害を受けるという中でいきますと、ま

ずもって今回最終的な訓練、最終のあれは全島避難といったところが最終的な着地点になってござ

いました。 

  港湾施設が被災して、西岸壁が台風で被災した際も、復旧に３年から４年程度かかったというと

ころも踏まえますと、港湾施設が壊滅状態になった場合に、村としても住民を何年もの間、船が着
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かない状態、空路しかない状態で300人の人口をこの島に置いておくことができるところは難しいと

いうような中で、１週間、１か月、どこまでというところは各事業所とも今相談をしているところ

ではございますが、発電所でいえば１か月程度の重油の備蓄はあると。ただ、実際に地震等々で電

柱等が倒壊してしまえば送電ができないというような中で、また人員も大島から来ていただかなけ

ればいけない。そういったところも踏まえると、やはり長期間にわたる港湾の施設が使えないとい

う中では、当然全島避難も含めて私どもは検討していかなければいけないと。そういった中で、ま

た地震の場合、建物の被災等々もございますので、先ほど石野議員の言った民宿等々に避難すると

いうのは、その民宿がもし何か余震等々で倒壊した場合、誰が責任を取るかと、そういったところ

もございますので、なかなか民宿が空いているからすぐ民宿を実際に借り上げて使うとか、そうい

ったところというのはなかなか難しいのかなというふうに役場としても認識してございます。 

  また、各商店といったところございますけれども、取りあえず農協さんのほうには災害協定のと

きに、食料品、１週間程度ですと、村のほうに非常食ですか、そちらのほうは当然十分準備してい

るといった中で、そこについては確保できているので、そういった中で、各ほかの商店にどういっ

た事態が想定されるか、なかなか難しいのですけれども、お願いするといったのは今回は想定して

いなかったといったところでございます。 

  ただ、議員のおっしゃるとおり、いかなる災害がどういうふうに起こるかというところも分かり

ませんので、そこについては村としても、今後も引き続き検討また調査等をしていきたいと考えて

おります。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ありがとうございます。 

  今回は南海トラフ地震の想定だということなのですけれども、震度５程度を見込んでというふう

なことはお聞きしたのですけれども、それ以上の想定は必要ないのでしょうか。震度５程度で南海

トラフが見込みがあるというふうにして見込んでよろしいものでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  災害について絶対ということはないかと私どもも考えておりますが、現在、国等々で想定されて

いるものといたしましては、震度５強、利島村については震度５強といったところでございます。

ただ、繰り返し申し述べさせていただきますけれども、絶対ということございませんし、今回はあ

くまでも南海トラフの地震ということで、比較的予知ができるものというのですか、事前に何とな

く兆候が分かるものとか、そういったところでもありますので、言い方はあれですけれども、この
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近海で急に地震があったときに、これまでも震度５強以上の地震というのは当然利島で起きている

というようなところも踏まえますと、ちょっと今回想定はあくまでも南海トラフという話で、図上

訓練ですので、実施していますけれども、そこについては村民の方も防災意識を持っていただいて、

日頃から気をつけていただきたいなというふうに考えます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ありがとうございます。 

  このように質問して、このように情報を得ることができるのですけれども、このような情報を住

民の方たちにもお教えするというか、広報するような予定とか、あと、今、住民を交えた避難訓練

とかがやられていないような状態だと思うのですけれども、南海トラフに限らず避難訓練とかの予

定とかをお教えください。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  コロナ禍前は住民を交えて、住民の方に参加していただいて避難訓練等実施しておりましたが、

コロナ禍以降、当然なかなか実施できないという実情ございますので、そこについてはコロナも落

ち着いてきたというところもございます。状況を見ながら実施していくことを検討してまいります。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 次の質問に行きたいと思います。環境建設課へ質問を出させていただいて

おります。読み上げます。 

  村内清掃の実施についてです。村内清掃には多くの村民の方が参加してくださっていますが、清

掃範囲や清掃用具、人員にばらつきがあり、効率的とは言えない部分があります。また、どこの清

掃が終わっていて、どこに応援が必要なのかも分かりにくい状態があります。役場職員を連絡要員

として各所に配置し作業をするなどし、効率化を図ることが可能かと思います。 

  また、参加者から、飲物を配ってくれるのはありがたいが、燃料もある程度積んでおいてほしい。

そして、力仕事ができそうな職員には、飲物配りではなく清掃に出てほしいとの意見をいただいて

おります。担当課長は、今後、在り方を含めどのようにお考えなのか、お聞かせいただきたいと思

います。 

〇議長（加藤大樹君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 
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〇環境建設課主幹（前田 裕君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  村内一斉清掃についてですけれども、繰り返しになりますが、ご参加いただきました皆様には改

めて御礼申し上げます。 

  条例制定当時になりますが、以前は都道一周道路も清掃範囲に行っていましたが、現在は高齢の

方が増えてきたこともあり、以前よりも活動範囲が縮小されてきました。そのような状況の中で、

限られた参加者で効率的に清掃を行うためには、条例の集落環境の清潔の保持と美化という趣旨を

踏まえて、自宅の敷地ではなく、道路沿いの清掃に集中的に取り組んでいただくことが重要である

と認識しています。 

  清掃用具についてですけれども、一斉清掃の前に役場前で貸出しを行っており、作業に応じた各

種の用具を取りそろえています。 

  また、人員の配置については、状況によっては過不足が生じている箇所もあり、その調整のため、

飲料や清掃用具、燃料を搭載した自動車で巡回し、人手が足りないところにお手隙の方を誘導する

などで対応しています。今後とも限られた人員の中で可能な限り効率的に集落環境の美化が保たれ

るよう村内一斉清掃を実施していきたいと思います。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ありがとうございます。 

  今ご答弁いただいたのですけれども、村民の方からもちょっとご意見を頂戴して今回の質問に至

っているのですけれども、その場所場所で草刈り機を持っていないで、鎌だけで刈っている地区が

あったりとか、送風機、ブローというのでしょうか、そういうものもなく、竹ぼうきだけで切った

ものを処理していたりとか、そういう地区があることはあるのです。それを巡回なさってそういう

ふうに人員配置をなさっているというのですけれども、なかなか適正に行われていないような印象

がお見受けできるというのが現状かなというふうにも思います。 

  清掃用具をご準備いただいているということなのですけれども、新しく島のほうに転入された方、

そういう方も結構多くて、そのときだけ事業所の方とかがお手伝いいただいたりとか、今回、私も

ご一緒させていただいた方が、どういうふうにしてどこをやったらいいのだろうというようなこと

もあったりとか、掃除用具をお持ちでなかったりとか、そういった方にお会いしたのですけれども、

今までのアナウンスと同じようにやっているということは、それはそれで住民の方はご存じなので、

何も不便を感じないでしょうけれども、いつも何人かは新しい方がいらっしゃるのだということを

少し念頭に置いていただいて、掃除用具は役場の前にあるのだとか、そういうことのアナウンスを、

その都度都度で大変恐縮なのですけれども、おやりいただけると助かる人が何人かいるということ

が現実にいらっしゃるというふうな認識をお持ちになってやっていただけると助かるかなというふ
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うに思います。 

  あと、大変恐縮なのですけれども、力仕事ができる方というふうな書き方をしましたけれども、

女性の方でも草刈り機を担いで、一生懸命、懸命に活動されている方もいまして、心を打たれたと

ころがあって、一生懸命、役場の方も頑張ってくださっているなというところは本当に感銘を受け

ているのですけれども、住民のほうの意識としては、巡回して適正に人員配置をなさっているとい

うふうなお役目も果たしてはいらっしゃるのですけれども、そのようなお役目をしているというよ

りも、ただ飲物を配っているというようなことにしかお見受けできないで、住民認識としては済ん

でしまっているというふうな認識をお持ちの住民の方もいらっしゃるというふうなことは、役場の

ほうでもちょっと認識をお変えになってお考えいただければなというところで、せっかく一生懸命

なさっても誤解が生じるということをちょっと認識していただければなというふうに思います。 

  また、そういうふうな意図でやられているのだということは、私もご意見頂戴した方にはご説明

していきたいと思います。改善をそれぞれでしていけたらと思っています。 

  以上です。ありがとうございます。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  過去のジェンダーレスとかというご時世の中で、女性だからとか、男性だからというご発言が、

大変ちょっとよろしくないのかなという。役場の職員もそれぞれ事業があったりとか、そういった

中で実施しているといったところもございますので、そこはぜひちょっとご配慮いただきたいなと

いったところでございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ただいまの発言の中に、女性というふうなことを申し上げて、大変誤解を

招きましたけれども、質問の中には、力仕事ができる方というふうなことを、あえて男性、女性と

いうふうなことは問わずに、配慮して質問文は作ってはいて、そこについては配慮したつもりです。

ただ、直前の発言の中では、一生懸命やられた方がいて感銘を受けたので、ちょっと失言になって

はしまいましたけれども、その旨、一言申し上げて、一生懸命やられていたということを申し上げ

たかったので、ちょっと言ってしまいました。これについては失言しましたので、訂正いたします。

申し訳ありません。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問ございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 
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〇議長（加藤大樹君） ないようでしたら次に進みます。 

 

    ◎日程第２ 一般質問 

 

〇議長（加藤大樹君） 続きまして、日程２、一般質問を行います。 

  質問の回数と制限時間については、先ほど申し述べたとおりです。 

  質問の順番は、１番、木村航大議員より行います。 

  それでは、木村議員、お願いします。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） １番の木村航大です。よろしくお願いします。 

  まず、複合型サテライトオフィスについて質問させていただきます。現在、村で計画されている

複合型サテライトオフィスですが、一部の住民が計画内容を十分理解できていないと感じます。こ

れにより住民が計画に参加し、意見を述べたりする機会が減少し、村民を巻き込んだ村づくりが進

みにくくなっているのではないでしょうか。 

  このような状況を踏まえ、質問を行います。現在計画中の複合型サテライトオフィスについて、

具体的な施設内容や提供されるサービスについて、詳しくご説明いただけますか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） よろしくお願いいたします。木村議員のご質問にお答えします。 

  複合型サテライトオフィスですけれども、母屋、施設１及び施設２の３つの施設から構成されま

す。 

  母屋については、コワーキングスペースを兼ね備えた多様な人材が交流できる施設として整備し、

テレワークや住民間の交流、生涯学習の場として活用いただくことを想定しております。 

  施設１に関してでございますが、子供たちが雨の日でも体を動かして遊べる施設として整備し、

ボルダリングやボールプール、空中遊具を設置する予定でございます。 

  施設２についてでございますが、乳幼児を安心して遊ばせることができ、子供たちが集中して勉

強できる施設として整備し、子供たちが工作、自習、集団学習などができる場を提供していく予定

でございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） 木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） 詳細な説明についてありがとうございます。大変期待しております。 

  また、建設スケジュールや完成予定時期についても説明いただけますか。 
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〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 木村議員のご質問にお答えします。 

  建設スケジュールについてですけれども、母屋については現在イノベーション工事を行っており

まして、建物の改修については今年度中に完了する予定でございます。施設１及び施設２について

は、令和７年度中、来年度の完成を予定しているところでございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） 建設スケジュール等の説明ありがとうございます。 

  住民への情報提供、意見交換の場として、ＩＰ告知端末や広報紙、再度説明会の開催などを通し

て、より積極的な情報共有を行う考えはありますか。また、それに対して具体的な計画があればご

教示ください。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 木村議員のご質問にお答えします。 

  令和４年度に実施している、意見交換会及び子育て世帯、子供を対象としたアンケート調査を基

に、今可能な限りニーズに沿うような事業を推進しているところでございます。今年度中に全ての

施設の基本計画、設計が完了する予定ですが、施設整備の内容が固まり次第、広報やＩＰ告知端末

にて周知する予定でございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） 次のテーマの質問に移ります。 

  移住定住促進住宅、サステナブル住宅について質問いたします。先ほど言いました住宅の建設に

関して、先ほどの件と同様に住民への説明が不足しており、どのような住宅が建設されるのか、完

成時期や建物の詳細が不明瞭です。これにより住民が計画に関心を持ちにくくなっており、村民を

巻き込んだ村づくりが進みにくくなっているのではないでしょうか。このような状況を踏まえ、質

問いたします。移住定住住宅及びサステナブル住宅の建設進捗状況と完成予定時期について教えて

ください。 

〇議長（加藤大樹君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 木村議員のご質問にお答えいたします。 
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  移住定住促進住宅、仮称ですけれども、については、擁壁の整備を完了し、現在、建屋の建築を

行っており、年度内の完成を予定しております。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 木村議員のご質問にお答えします。 

  サステナブル住宅のほうですけれども、今後、擁壁工事、土地の造成工事、基礎工事、建築部材

の製作、本体工事、外構工事を行う予定でございまして、令和７年度中の完成を目標に事業を進め

ているところでございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） これらの住宅の具体的な間取り、特徴、コンセプトなどについてご説明いた

だけますか。 

〇議長（加藤大樹君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 木村議員のご質問にお答えします。 

  移住定住促進住宅についてですけれども、木造で２階建て２棟の整備となりまして、１ＬＤＫの

２戸を小世帯用として、ワンルームの４戸を単身用として整備しております。その６戸のうち３戸

は、入居期間が最大３年間である移住者用の住宅として整備をしております。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 木村議員のご質問にお答えします。 

  サステナブル住宅についても、木造になっておりまして、太陽光発電設備及び水循環システムの

設備を導入することによって、災害にも強く、既存インフラへの依存の軽減に寄与する住宅として、

ワンルーム８戸から成る単身者用を整備しております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） 先ほどの答弁につきまして、追加で質問いたします。 

  環境建設課主幹の方より説明いただいた、入居期間が最大３年とされる移住者用住宅について、

３年経過後も引き続き村にとどまりたいという希望が出た場合はどのような対応を検討しておりま

すでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 
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          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 木村議員のご質問にお答えいたします。 

  ３年縛りというところ、補助金の特性上、決まっていることになっていまして、村としてもでき

れば長く住み続けていただきたいというところもございますので、空き住宅等に転居していただく

ことが想定されると思っています。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） ご回答ありがとうございます。内容につきまして納得いたしました。空き住

宅等課題もあるかと思いますが、これからのご対応をよろしくお願いいたします。 

  また、先ほどの住宅の構成について追加で質問いたします。移住定住者住宅及びサステナブル住

宅の構成ですが、小世帯用２戸に対し、ワンルームが12戸となっております。この割合を決定した

プロセスをお聞かせください。 

  また、村としては単身者用の移住定住を特に今回は重要視しているのでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 木村議員のご質問ですが、住宅の今回整備するに当たって、単身用の住宅に

特化したというところのご質問かと思いますが、私が村長に就任して早々に住宅不足という大きな

問題があり、それに向けて様々な議論をこれまでしてまいりました。その中で、現在の住宅、村内

の公営住宅も含めてですが、全住宅の中で、やはりなかなか広い間取りの中に単身者が住まざるを

得ない状況であったりとか、もしくは修繕がうまくままならない状況であったりというところであ

ると、それぞれどういう状況で住まわれているのかというのをそれぞれ分析しました。 

  そういった中で、当然世帯用の住宅が満足にあるとかいうわけではない中で、ただ単身者用の住

宅が圧倒的に少ないというふうな結果が出ました。そういった中で、いろいろまだ今回の整備で満

足に供給できるというわけではないものの、単身者用の住宅を早急に整備することが必要だという

結論の上で単身者用の住宅を整備しましたということです。 

  今後に関しましては、新たな住宅を整備するというところももちろん検討していかなければいけ

ないのですが、整備と同時に現在の住宅の修繕を進めていきたいというふうに考えています。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） ３番の質問に移ります。 

  これらの計画に関して、住民が情報を得やすく、意見を述べやすいように、広報紙、説明会の開
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催、ＩＰ告知端末などを使用した情報共有を強化するお考えはありますか。 

〇議長（加藤大樹君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 木村議員のご質問にお答えします。 

  住宅の建設工事の状況を確認し、それぞれの住宅について、より正確な竣工時期のめどが立ち次

第、議会等で報告したいと考えております。 

〇議長（加藤大樹君） １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） 先ほどの答弁に対しまして追加で質問を行います。 

  議会報告以外に、住民が直接計画や状況などを知ることができるような情報発信は行いますか。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 情報発信に関してのご指摘かと思いますが、現在、ご存じのとおり住宅の整

備を進めているところでありますが、なかなか計画どおりに進まない側面もある中で、むやみに情

報を発信してしまうことで住民の皆さんに混乱を招く、もしくは、それを期待して、例えば採用し

てしまって、いや、住宅間に合わないとかというような混乱を招くおそれもあることから、情報発

信に関しましては慎重にさせていただきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） ４番の質問に移ります。 

  新しい住宅が完成した際に、一部の村営住宅の住民に移転を提案するという話を耳にしましたが、

これはどうお考えでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 木村議員のご質問にお答えします。 

  村営住宅ですけれども、戸数に限りがあることから、村営住宅全体で効率的な活用が重要だと考

えています。そのため、一定の入居者に新たに整備する住宅への転居をお願いすることも念頭には

入れていますが、村営住宅の効率的な活用の方策については、現在検討しているところでございま

す。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 
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〇１番（木村航大君） ５番の質問を行います。 

  もし移転を提案する場合、どの程度の住民にお願いする予定でしょうか。また、その際の具体的

な計画や基準があれば教えてください。 

〇議長（加藤大樹君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 木村議員のご質問にお答えいたします。 

  現在、具体的にどのように行うかは検討しているところでございます。例えば現在世帯用の住宅

に単身の方が居住されているケースもありますが、そのような方に今回整備する単身用の住宅への

転居をお願いすることも、併せて想定している段階でございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） ６番の質問を行います。 

  移転に伴い、家具の移動や金銭的な負担が生じるおそれがありますが、これらの問題に対しては

どのような対応や支援を考えておられますか。 

〇議長（加藤大樹君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 木村議員のご質問にお答えいたします。 

  仮に村からの依頼に基づき転居された場合でも、住宅の建て替えによる移転とはならないため、

転居費用等を支給することはできないと考えております。 

〇議長（加藤大樹君） １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） 前のテーマのこことも関わるのですが、サテライトオフィス事業、移住定住

者促進住宅サステナブル住宅について質問いたします。 

  これまでの答弁では、情報発信については計画が決まり次第お知らせする等の事後的な周知にと

どまっている印象を受けます。先ほど説明がありましたが、慎重な説明を行っていきたいとありま

したが、村民が興味、関心を持ち、協力してくれるようになるためには、計画の進行や現在の状況

などを小まめに伝えたり、利用イメージを提示して関心を高める工夫が必要ではないでしょうか。 

  双方向の場があればよいですが、それを設けるのは難しいとしても、例えば広報記事での進捗報

告をしたり、細かな情報発信を行うなど、今ある手段を活用して住民の興味を喚起し、協力を得る

ような取組を行ってもよいのではないでしょうか。お考えをお聞きします。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 
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〇村長（村山将人君） 情報発信に関しまして、住民の皆様にもっとしていくべきだというご指摘、

ご質問と承っておりますが、やはりそういったところは、正直申し上げまして、現在の村役場とし

ては一番不得手といいますか、当然ＩＰ告知や広報紙では、でき得る限り情報発信をしているとこ

ろでございますが、なかなか情報の精度ですとか、タイミングとか、更新頻度とか、そういったも

のでいくと、なかなか満足な情報発信に至っていないというところであるかと思います。 

  今後、それに力を入れていくのか、力を入れていくべきだというご指摘かと思いますが、当然で

き得る限りはやっていきたいというところなのですが、やはりそこに力を入れるよりも実際に進め

ていきたいというところにバランスを取っている状況でございまして、議員ご指摘のとおりにいか

ない場面もあるかと思います。ただ、当然、今回のこういったご意見を踏まえて前向きに検討して

いきたいと思っております。 

  また、議員の皆様におかれましても、年明けですか、新年度予算に向けて事業説明等を計画して

おりますので、その際にも、現地等、詳細な事業の説明をしていきたいと思います。その際には、

議員の皆様、ご支援者の住民の皆様にもお伝えいただければ幸いかと思います。よろしくお願いい

たします。 

〇議長（加藤大樹君） １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） 前向きなご検討ありがとうございます。私も議員として、なるべく村民に対

しまして、村からご教示いただいた情報に関しましては発信していきたいと考えております。 

  次の質問に移ります。心のケアと相談窓口の整備について質問いたします。島民全員が顔見知り

であるため、心のケアや家庭の事情などを相談する際、現在は役場などに向かう必要があるため、

センシティブな相談をしにくいという声があります。よりプライバシーを守りつつ相談できる窓口

があると、住民の安心感や生活の質の向上につながると考えます。 

  そこで、質問いたします。現在、専門的な相談窓口や支援サービスはどの程度整備されているの

でしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） よろしくお願いします。木村議員のご質問にお答えします。 

  心のケアと相談窓口の整備についてでございますが、現在、村では、精神保健一般相談事業とし

て精神科医の専門医を招聘しまして、年６回、偶数月に実施してございます。また、その際に非常

勤の保健師を招聘しているところでもございます。村の保健師と連携して相談支援を行っています。 

  また、都においても、都立精神保健福祉センターの精神保健福祉相談、心の健康相談というよう

なものをはじめとして様々な窓口を開設して相談を行っているところでございます。 

  以上となります。 
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〇議長（加藤大樹君） 木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） 現状の制度についての説明ありがとうございます。 

  しかし、現在の心のケアの相談体制は、小規模な離島、コミュニティーの上に知り合いばかりと

いう環境がやはりネックになっていると感じます。相談者が役場に行くと、うわさになりそう、知

り合いに見られたくないといった不安を抱え、実際は相談しにくい状態というふうに感じます。 

  そこで、追加質問します。都の外部サービスがあるとしても、その利用方法や連絡先、サービス

等が十分に周知されていなければ、住民が自分に合った相談先があるということに気づかないかも

しれません。そこで、現在はどのように情報を共有化されていますでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 木村議員のご質問にお答えします。 

  村として特段ホームページ等々で発信等はしておりませんけれども、東京都のホームページに詳

しく書かれているといったところもございます。そういった中で、村としても年に何回かは、東京

都にこういう相談ございますよとか、東京都の精神保健に関する巡回相談等の周知は村のほうでも

行わせていただいていますので、その機会に受診していただく。どうしても受診というか、相談を

していただくといったところになってしまうのかなといったところがございます。 

  なかなか心の問題、非常にセンシティブな問題になっていて、相談しにくいというような環境で

ございますけれども、こういう小さなコミュニティーの中でできることというのは、非常に私ども

としても苦慮しているところでございます。村役場の職員に相談していただければ、当然個人情報、

守秘義務等々いろいろありますので、保健師のほうに相談していただけると一番いいのかなという

ふうな感じで、ちょっと答弁になかなか難しいところでございますけれども、ぜひ村役場の保健師

を信頼していただいてご相談いただければなというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） ２の質問に移ります。 

  今までより匿名性を高め、個人が特定されないように相談できる窓口の設置を検討してもよいと

考えますが、どうお考えになりますか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 木村議員のご質問にお答えします。 

  村では、主に相談については村の保健師が対応しており、個人情報の漏えいには注意を払ってい
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るところでございます。手帳や受給者証など、申請手続を行う場合などに住民課内で情報共有が行

われておりますが、必要以外で情報共有を行うことはございません。 

  ちょっと余談というか、付け加えますけれども、保健師のほうが相談を受けますけれども、保健

師のほうで、自傷他害のおそれが基本的にないものは、保健師のほうと精神一般相談に来る医師の

ほうで、相談というか、情報の共有を図っていただいていて、課長である私にも誰が相談に来たり

とかそういったところは情報共有は基本的には行っていないのが現状ですので、議会の場で答弁す

るのがふさわしいのかどうなのか分かりませんけれども、住民の方が、特に土日なんかで相談事業

に来るとき、自家用車で来てしまうと、誰が今日相談に来ているとか、そういったところもあるか

と思いますので、徒歩で来ていただくとか、そういったところをちょっとご自身でもお気をつけて

というか、本来であれば、そういうことがないのが一番いいのかと思われるのですけれども、なか

なか小さなコミュニティーだと、小さな中で誰が今日役場に行っているとか、そういううわさとか、

そういったものはあると思いますので、そこはちょっとそれぞれの個人の方もお気をつけいただく

というのですか、そういったところもご配慮いただけると、村のほうで決して誰が受診したとか、

相談を受けたとか、そういったお話をしているわけではございませんので、そこはご信頼いただけ

ればなというふうに考えています。 

〇議長（加藤大樹君） １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） 先ほどの答弁で、かなり情報漏えいには注意をしており、情報共有をしっか

りとした体制で行われていること、かしこまりました。 

  そこに関係あるところで追加質問いたします。先ほど個人でも気を使わないと情報として漏れて

しまうよというところもありましたが、そこに合わせてになります。先ほどからも言っております

が、小規模コミュニティー特有の顔見知りばかりで相談しづらいという環境を克服するためには、

実際に利用しやすい形でサービス、難しいと思いますが、サービスが利用できる仕掛けが求められ

ていると思います。 

  例えば役場以外での第三の場所での実施や、ネット環境を利用し、役場に訪れず家から役場とつ

ながって相談が行えるようにするなどの目立たない環境から窓口へ連絡相談できるような支援をす

るお考えはありますか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 木村議員のご質問にお答えします。 

  様々な場所で行うというところはできているし、実際にも地域交流会館で実施したりというよう

なところもありますけれども、やはりそういった中でも、地域交流会館もそのためだけの施設では

ございませんので、そういった中でちょっといろいろな面で難しいのかなというようなところもご
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ざいます。 

  また、当然オンラインとかでできれば一番いいところもあるのですけれども、またやはり対面で、

特に初回ですとか、そういった中で対面でやはりお話をお聞きするといったところも重要だと保健

師も申しているところもございますので、そこも含めてちょっといろんな施策ができないかとか、

そういったところは村のほうでも検討してまいりたいと考えております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） 次のテーマに移ります。 

  若者の短期離島と心の健康について質問いたします。移住して島民になっても短期間で離島して

しまう人が多いと感じております。特に20代などの単身の若者は、かなりの割合が短期間で島を離

れております。また、利島を出ていく際に、また利島に来てもよいなと感じたり、関係人口として

島に関わり続けたりする人も増やせる余地があるように思います。さらに、離島の際には心の健康

に課題を抱えている人がかなり多いように感じます。 

  そこで、質問いたします。若者が短期間で離島してしまう現状について、行政としてどのように

認識しておりますか。また、その主な要因は何とお考えでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 移住者の多く、若い方の中で移住者が多く占めるこの島の状況に関してのご

質問かというふうに伺っているところで、移住後、一定期間で転出してしまう方は、これは若者に

限らず一定数いらっしゃるということは認識している中で、その理由としては、島の環境になじめ

ないとか、ご家庭のご事情とか、本人の体調の事情ですとか、本当に様々な理由があって島を離れ

ているというふうに考えております。よって、一概にこうだからというふうなことは、ちょっと言

えないかなというところで認識しております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） 質問２に移ります。 

  前のテーマともかぶってしまうのですが、若者の定着を向上させ、心の健康をサポートするため

に具体的な支援策や取組を検討されていますか。例えば就労環境等の改善、住環境の改善、メンタ

ルヘルスサポートの体制の強化など、どのようにお考えでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 
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〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 木村議員のご質問にお答えします。 

  先ほどの答弁でも申し上げさせていただきましたけれども、村では精神保健一般相談事業として

精神科の専門医を招聘して、年６回実施しているといったところと、村の保健師と連携して相談支

援を行っているといったところでございます。 

  また、現在、村役場と社協では産業医や産業保健師に委託しまして、職員の心も含めた健康管理

も実施しているところでございまして、外部の専門人材による相談を行っております。先ほど就労

環境とかそういったところもお話が出ましたけれども、そういったところ、ほかの事業者等から相

談があれば産業医等の紹介することは可能ですので、そういったところで改善できるのかなといっ

たところもございますし、また居住とかそういったところの環境というのは、なかなかこの離島の

中で、議員もご存じかもしれませんけれども、昨日、３日ぶりに船が着くとか、なかなか冬場にな

ると、そういった閉ざされた環境になっていくと、どうしても心のほうも、ちょっとひきこもりで

はないですけれども、そういった形で、なかなか夏に比べて冬場になってくると鬱々とした状態に

なってくる方というのは一定数いらっしゃると思いますので、そういったところでも村のほうでも

様々な検討はしてまいりますが、ぜひ、いらっしゃる方、移住される方とか、事業者のほうも、そ

ういったところも踏まえてよくご相談を住民の方と取るような体制づくりはしていっていただきた

いというふうに考えております。 

  以上でございます。 

〇議長（加藤大樹君） １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） 答弁ありがとうございます。私も官民が協力して行っていかないと解決でき

ないと感じております。 

  質問３に移ります。離島した若者が再び利島を訪れたり、関係人口として島に関わり続けたりし

てもらうための仕組みやプログラムがあるとよいと考えますが、どうお考えになりますか。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 関係人口を増やしていくとか、仕組みをどう考えているのかというようなご

質問かと思います。 

  １番目の質問でもお答えしたとおり、転出された方につきましては、それぞれ個別のご理由があ

って島を離れる選択をされたというふうに感じております。一概には言えないというところの認識

の中で、今後どのように利島村と関わっていくかというところは、なかなかそれぞれの事情によっ

てなので、申し上げることができないのですが、そうはいっても、夏の盆踊りですとか花火大会な

どの参加を通じて、個人間での交流を続けていくことが望ましいのかなというふうに考えておりま

す。 
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  私自身も島に戻りまして10年、12年ほどたちますが、私自身、個人的にもこれまで様々な夏の学

生ボランティア、それ以外のところでも、先日開催されましたアイランダー等で、島、それからほ

かの島との交流を通じて、まず利島を知ってもらい、遊びに来てもらい、住んでもらい、島を離れ

たとしても利島を思ってもらっているというところが大事かなと思っております。私自身も、引き

続きこういった活動は個人の中でも続けていきたいと思いますし、議員におかれましても、そうい

ったところで、利島島内だけでなく島外にも発信していただければなというふうに考えております。 

  また、私自身個人的な、１の質問ともかぶってしまいますが、分析としましては、やはり今、移

住された若者が多い利島の人口構成の中で、若者、横のつながりは非常にコミュニティーがしっか

りしているのかなという中で、今度、縦のつながり、例えば高齢者ですとか、島の人間とのつなが

りというのが物すごく希薄な場面があるかなというふうに感じております。 

  そういった場面において、正直なかなか、古くから住まわれている住民の方から若者にアプロー

チしていく、リーチしていくというのはなかなかハードルが厳しいかなという、高いかなというふ

うに感じている中で、いろいろな、例えばこの年末に、ジックワ火ですとか、神社の行事ですとか、

そういったものに参加してもらうとか、もしくは前任の議員の答弁の中でもありましたが、移住者

に山の管理をしてもらう、中間管理とかそういったことを通じて、高齢者といいますか、古くから

産業に従事している方々と交流を進めていくということも手法としてはあると思います。 

  いずれにしても、いろいろなチャンネルがある中で、我々行政が主導して主体的になかなか仕掛

けていくというのは難しいというふうに考えている中で、民間個人でやっていくのが一番ベターか

なというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） 答弁ありがとうございます。 

  私も同様に、異なる世代の交流がこれからは重要になってくると考えております。また、村山村

長のような意見、気持ちを持った方が、島民から多く醸成されることが、この課題を解決する一案

になるのかと私も感じております。 

  そこで、追加質問いたします。私自身すぐに有効的な打開策を提示できる状況にはもちろんあり

ません。しかし、若者が短期間で島を離れたり、心の健康面での悩みを抱える方が多くいる状況を

前に、可能なら役場と協力しながら改善に努めていきたいと考えております。その前提で質問いた

します。これまでの回答では、若者が短期間で島を離れる現象自体は認識されており、理由は様々、

一概には言えないとおっしゃられておりましたが、役場として、若者が島を離れる要因について、

今後具体的な調査や分析を行い、その結果を踏まえて方向性を検討していくご予定はありますか。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 
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          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 具体的に今後調査、分析をしていく予定があるかというところで、さきの答

弁にも重なるかと思いますが、現状、結論から申し上げると、ないというところです。というのは、

それを無視しているというわけではなく、それを分析するところがプライバシーに関わる部分です

とか、なかなか分析する効果が見えないであろうという、これは予見ですけれども、そういった中

で、そういったことにリソースを割くよりも、もっと一個人として、住民として様々な仕掛けをし

ていったほうがいいのではないか。今までですと、単純に飲み会をしたりとか、そういったことが

一つのフックにはなっていて広がっていくというのもあったのですけれども、そういったことのほ

うが効果があるのではないかというふうに考えております。 

  行政が調査をするにしても、非常にセンシティブな話になってきて、それが有効なものかどうか

というところもなかなか難しい中で、例えば島の批判、事業所の批判とかとなってしまった場合に、

その情報を行政として持っておき切れないであろうというような、実施はしていないので、これも

余計な話になってしまうのですけれども、中でなかなか効果的でないであろうという判断の下、現

在はやる予定はないというところでございます。 

〇議長（加藤大樹君） １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） 追加で質問を行います。 

  先ほど答弁ありましたとおり、村民が島に人が残るような環境にしていくために気持ちをつくっ

ていくということは大変重要だと思います。ですが、島の環境を前向きに改善していくためには、

住民だけの気持ちの醸成だけでなく、役場側の仕掛けも重要だと感じております。そこで、議会や

住民との意見交換や、具体的な対策案がまだなくとも、官民で協力して課題解決に取り組む姿勢は

示していただけるでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 木村議員のご質問にお答えします。 

  官民併せてといったところでございますが、先ほども申したとおり、産業医さん、ちょっと費用

が発生するということもございますけれども、事業者で産業医や産業保健師さんというのを招聘し

たいというようなところもございますが、私ども住民課のほうにご相談いただければご紹介ができ

るというようなところになっているというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） 先ほどの答弁では、産業医等の紹介との答弁がありましたが、それはつまり
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具体的な解決対策案がまだなく、難しい状況ではあると思いますが、共同で課題解決の姿勢があっ

たということで理解してよろしいでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 木村議員のご質問にお答えします。 

  多分、産業医という職種の方に、皆さん、あまりご縁がないというようなところがあるかと思い

ますけれども、私どもも当然、役場の職員も心の健康を害して一時的に休職したとか、退職したと

か、そういった方を私自身もこれまで見受けられて、やはりこの村に住んでいる中で、一定数、そ

ういう方はいらっしゃるというところで、今回、昨年度からですか、産業医と産業保健師の業務委

託をしまして来ていただいたといったところでございます。 

  ここについては、本当に事業所、心の健康だけではなくて、事業所として、当然、労働基準に合

致しているかとか、そういったところも含めて実施して産業医さんのほうは、そういったところを

見て実施しているのは、職場の環境とかそういったところというのは、すぐにというか、物理的に

役場の指摘事項なんか、執務室が狭いとか言われてしまってはいるので、それを改善するためにど

うしたらいいのかというのは、なかなか一概にすぐに解決できることはないですけれども、解決で

きるようなところは、そのお話を聞きながら実施しているといったところもございますので、そう

いったところで、そういった外部の力を使ってよくするというか、職場環境等々を整えていくとい

うのは当然必要なことなのかなというふうに考えておりますので、そういったところでぜひご活用

いただければなというふうに考えています。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） 産業医の説明について、ありがとうございます。 

  若者の短期離島というという課題について、メンタルケアや就労環境、民間での就労環境等の改

善について非常に大切だと思います。現状、そこに対して対策を打っていくのは難しいと思います

が、役場としてそこに課題意識を私は強く持ってほしいと感じております。そこについて取り組む

姿勢はありますでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 木村議員のご質問にお答えします。 

  村として事業所にこうしてくれとか、ああしてくれとかというのはなかなか、労働基準監督署等

々ではないので、これは難しいのかなというふうに思いますけれども、ぜひ村が実施している産業

医、社会福祉協議会が実施している産業医とか、そういったものを活用した結果がどうなっていく
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のかというのを注視していただいて、少しでも離職される方が少なくなるようにといったところを

村も含めて今後加速させていきたいというか、進めていきたいと考えてございますので、そこにつ

いてはちょっと見守っていただきたいなというふうに考えてございますし、ただ、やはり心の健康

等々でよく一般的に言われているのは、適応障害とかなられた方について、無理をしてくれぐれも

悪くならないようにというようなところもございますので、やはり環境が合わないとか、そういっ

たところで体調に不調を訴える方というのは当然一定数ございますので、そこはぜひ相談だけでは

なくて精神科を受診するとか、そういったところでちょっと気をつけていただきたいなといったと

ころでございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） 次のテーマに移ります。 

  ３Ｃプロジェクトの長寿枠について質問いたします。前回の臨時議会で、３Ｃプロジェクトの運

用、ランニングコストについて質問した際、独自のアプリの運用には数千万円かかるという回答が

ありました。数社から将来的なランニングコストの見積りを取って、なるべく費用を抑える形との

答弁をいただきましたが、今回の開発費用は補助金で賄われ、当面の金銭的な負担はひとまず問題

ないとのことですが、将来的なランニングコストが数千万円かかるという可能性があるとすれば、

長期的に村の財政を圧迫する事業になってしまうのではないかと懸念しております。 

  そこで、質問いたします。長期的なランニングコストが高額になる可能性について、村としては

どうお考えでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 木村議員のご質問にお答えします。 

  現在、事業構想を可能な限り実現でき、かつランニングコストが数千万円もかからないような仕

様を検討しているところでございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） ２番の質問については回答いただきましたので、３番の質問に移ります。 

  また、村の財政に長期的な負担をかけないようにランニングコストを抑えるためや、付加価値を

つけ費用対効果を高めるような具体的な対策や計画はありますか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 
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〇総務課主幹（隅 智孝君） 木村議員のご質問にお答えいたします。 

  ランニングコストを可能な限り低減させるとともに、住民の皆様の健康づくりのモチベーション

につながり、村の歴史や文化をより身近に感じることができるようなものとなるよう、今後、仕様

の検討を進めてまいります。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） 以上で木村議員の一般質問を終わります。 

  続きまして、２番、大磯元希議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） ２番、大磯元希です。初めての一般質問になります。ぜひ建設的で前向きな

結論が出せるように議論していきたいと考えています。よろしくお願いします。 

  私の質問が一問一答でなく、まとまってしまっているので、私のほうで一問一答に区切らせてい

ただきます。 

  まず、コワーキングスペースの住民理解と多様な意見の受入れについて質問いたします。旧マゴ

エン敷地後に建設中のコワーキングスペース兼ボルダリング施設について、住民の理解が十分に得

られていないと感じています。この点について、より丁寧な説明会や広報活動などを通じて住民へ

の周知を図ることを考えていませんか。お願いします。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 大磯議員のご質問にお答えいたします。 

  令和４年度に実施した意見交換会及び子育て世帯、子供たちを対象としたアンケート調査を基に、

現在、可能な限りニーズに沿うような事業を推進しているところでございます。今年度で全ての施

設の基本計画、設計が完了する予定でございまして、施設設備等の内容が固まり次第、広報やＩＰ

告知端末にて住民の皆様に周知を行う予定でございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） 先ほども木村議員の質問で同じようなことを述べたと思うのですけれども、

例えば事前に決まっていない段階での公表はもちろん難しいと思いますし、費用が今後上がってい

くということも考えられると思うのですけれども、建築が決まった段階や計画が決まった段階での

広報紙やＩＰ端末以外の住民説明会の検討はないか、伺います。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 大磯議員のご質問にお答えいたします。 
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  事業構想が固まった段階で、先ほども申し上げたとおり令和４年度に意見交換会とアンケート等

は実施している状況です。現在、まさに事業構想に沿った内容で事業が進められているところでご

ざいまして、今後、意見交換会等の場は今考えていないところでございます。 

  一方で、先ほども申し上げたのですけれども、設備等、あと設計等、詳細が固まり次第、ＩＰ告

知端末で、使い方等も含めて周知していきたいなと考えているところでございます。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） どうしても住民の方から急に工事が始まったというご意見もあったりするの

で、できればですけれども、工事が始まりますよというアナウンスであったり、そういうのをちょ

っとご検討いただければと思うのですが、いかがですか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 大磯議員のご質問にお答えいたします。 

  村道とか通行止め、周囲の住民の方に影響が出る場合はＩＰ告知端末で既に周知していたりとか

しているのですけれども、今後、工事が始まる際に周知できるかは、ちょっと検討させていただき

たいなと思います。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） 工事の開始とかが、むしろＩＰ告知端末で難しいようでしたら、例えば周囲

の住民の方に対して、直接的にちょっとご迷惑をおかけしますがという説明が何かあってもよかっ

たのかなという意見があったので、ちょっとここで取り上げさせていただいたのですけれども、次

の質問に移ります。 

  これは意見として検討していただければと思うのですけれども、また今後も大きい工事が立ち続

けにあると思うので、これに対しても住民の説明と住民の理解が得られるように進めていかれるよ

うに望みます。 

  次の質問に移ります。コワーキングスペースをふるさと教育や郷土教育のハブとして、方言教室

や郷土料理教室など、老人会等の地域組織と連携して取組に発展させることはできないでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 大磯議員のご質問にお答えいたします。 

  コワーキングスペースを兼ね備えた施設については、事業構想の段階からふるさと教室や郷土料

理教室等の活用を視野に入れているところでございます。地域の方々に多様な目的でご活用いただ
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き、住民間の交流がより一層活性化されることを目的に本施設の整備を推進しているところでござ

います。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） 次の質問に移ります。 

  さらに施設の人員体制についても、新島のさわやか健康センターのように保健師を役場施設とは

別の場所に配置し、住民が相談しやすい環境の設備にこのコワーキングスペースを活用することは

お考えいただけないでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 大磯議員のご質問にお答えいたします。 

  コワーキングスペースでの相談室としての活用の件でございますが、コワーキングスペースは複

数の方々が同時に利用されることが想定されます。個人情報を扱う保健相談等での使用は、施設の

性質上ふさわしくないと考えられますので、相談業務での活用は考えておりません。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） この質問については、木村議員に対しての答弁で保健師については別の場所

を活用してという話があったので、次の質問というか、これについて関連なのですけれども、コワ

ーキングスペースの運用費用についてどのように見込んでいるか、質問いたします。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 大磯議員のご質問にお答えします。 

  運用費用に関しては、今、施設全体の設計、導入設備等の検討が終わりつつある状況ですので、

これからちょっと検討していく課題となっている状況でございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） この保健師のこともそうなのですけれども、役場の人員、人件費がどうして

もやっぱり大きく関わる要因なのかなと思うので、人員についてどのように検討しているかもお伺

いします。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 
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          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 大磯議員のご質問にお答えします。 

  まだ、想定検討中ではございますけれども、地域おこし協力隊を２名ほど雇用して、この施設の

管理を行っていただきたいなと考えているところでございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） ありがとうございます。コワーキングスペースについては分かりましたので、

次の質問に行きたいと思います。 

  草刈り機の実証実験について質問いたします。現在実証実験が行われている自動草刈り機につい

て、進捗状況をお聞かせください。また、これまでどれぐらいの農家が見学等をしたのか、把握し

ている範囲で教えてください。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 大磯議員のご質問にお答えします。 

  自動草刈り機の実証実験についてなのですけれども、今年度は条件の異なる３か所の圃場での実

施を行っております。12月からは、今３か所目を実施しているところです。 

  見学に関しては、こちらで周知に関しては書面でしておりまして、実施の要請については関心が

ある農家さんが自由に見学できるようにしております。実際に圃場の付近で作業されていた方や自

動車で通りかかった方から実験の様子を御覧になられたというように聞いておりまして、こちらで

お披露目会みたいなのは開催していませんので、大磯議員が議員になられる前にお声がけいただい

て一緒に行ったというのが、実績としては１件ということになります。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） 次の質問にちょっとかかってくるところあると思うのですけれども、課長お

っしゃるように、私が議員になる前に一緒に連れていっていただいて、実際に自動草刈り機が動い

ている様子とか課題について共有したのですが、農家からどのような声があったのかについてもお

伺いします。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 実際に農家さんからいただいた声としましては、大体これぐらいの、

膝丈ぐらいの草から、今の枯れている状態というのを御覧になっていただいた方に関しては、数日
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間でここまで枯れるというのは、かなり能力としては見込めるのではないかというお話、感想はい

ただいております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） 通告した質問にも書かせていただいたのですけれども、農家の一部からは、

自動草刈り機の有効性について疑う声も寄せられています。そういった中で、見学していいよと言

われても、なかなか自発的に動かないであったり、そういう自発的に動かない農家さんであったり、

自分から見ようとしないという方が一部いらっしゃると思うのですが、全体での説明会であったり、

こういう疑問点に対して意見を吸収するみたいな場は検討いただけないでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 大磯議員のご質問にお答えします。 

  10月に１回、農協さん主催の生産者会議の際には現状のご説明というのはさせていただいており

ます。今回に関しては、先ほどお答えしましたけれども、条件の異なる３か所で今現在やっている

ということなので、現状でも課題はちらほら出てきているのは確かなのですけれども、草を刈る能

力に関してはかなりあるだろうということは、私自身も日々管理して見ていますので、そこは実感

としてはあるのかなというところなので、今後は本当に実運用とかに向けたところの条件出しとい

うのですか、そういったところが必要になってくるのかなというところは考えております。 

  農協さん主催の生産者会議というのは年２回行われていますので、その都度、状況については生

産者の方にはこちらのほうから説明はしたいなと思っております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） その流れて次の質問に行くのですが、今後どのような運用を考えていますか

というところの質問になるのですが、椿研究会のように椿農家が集まる任意団体に委託して、年間

を通じた運用を実験する計画はあるでしょうか。ご検討されるように望みます。 

  また、椿放置林、これについては読んだので、実証実験する計画についてお聞かせいただければ

と思います。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 大磯議員のご質問にお答えします。 

  実装に当たっては、効果的な使用ができる、先ほども答弁しましたように条件などを、合ったと
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ころの土地での事業が望ましいので、適切な条件下でどのように活用していくかというのは、次年

度の実証の中で、実証実験を踏まえて検討したいというふうに考えております。 

  椿研究会に委託というようなお話なのですけれども、ちょっと椿研究会の近年の活動状況、私も

把握していないというところもありますので、現状では研究会に委託ということは考えておりませ

ん。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） 今、課長の答弁から、次年度の実証実験を踏まえて検討するとありましたが、

最終的な導入や運用の目標時期など設定していたら教えてください。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 大磯議員のご質問にお答えします。 

  明確な何年度からというのは、まだ全く決まっていないところですので、来年度実証を進める中

で現実的な落とし込みがどこまでできるかにかかってくるのかなと思いますので、その部分も含め

て生産者の方にも情報提供というか、報告はしていきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） 自動草刈り機については、議員としても、一小規模農家としても協力してい

きたいなと思うので、引き続きよろしくお願いします。 

  次の質問に移ります。椿の廃材の活用についてです。先日、新島の新島ガラス工房を視察し、島

内の廃材活用の未来を強く感じました。利島においても、椿の廃材を生かす文化や取組を育成する

ことが重要であると考えます。島出身の木材加工等に詳しい方や関係者の知見を活用しながら、椿

の炭焼き施設の一部修繕を行い、炭焼きや木材加工の拠点として整備することを提案します。ご検

討いただけるか、伺います。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 大磯議員のご質問にお答えします。 

  椿廃材の活用についてなのですけれども、村では令和元年度まで椿炭の製作を委託事業として行

っておりましたが、赤字の経営であったこともあって、令和２年度から事業を取りやめております。 

  炭焼き作業に関しましては、作業が始まると数日間にわたり寝ずの番が必要であったりだとか、

なかなか副業的な取組は難しいというふうに考えております。また、原料は村の伐採事業で出た椿
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材を活用していましたが、炭にするための伐採ではないため、サイズも統一化されていないという

課題もございました。 

  以上になります。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） 炭事業に対して赤字での終了だったとのことですが、具体的な原因はどのよ

うに分析しているでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 大磯議員のご質問にお答えします。 

  先ほども私のほうから答弁しましたけれども、サイズの統一だとかが結構難しかったというふう

に聞いておりまして、使用する方、例えばその炭を使う飲食店だとかのお話ですと、やっぱり統一

したサイズで、このサイズ、指定のサイズみたいなのがあるという中で、太い枝があったりだとか、

そういった中で商品価値としてと高単価にすることがなかなか難しいというようなところがありま

したので、そういったところが赤字の要因としてはあったのかなというふうに認識しております。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） 次の質問に行きたいと思います。 

  また、椿の加工に携わっている地域協力隊及び集落支援員の活動状況を教えてください。 

  また、任期中、製作した作品や商品の販売等の支援策を取っているのかもお聞きします。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 大磯議員のご質問にお答えします。 

  集落支援員につきましては令和６年６月で任期満了となっておりまして、現在、地域おこし協力

隊を含めて任用者はございません。 

  それで、集落支援員の任期中においては、椿山から木材の搬出作業、角材やはしの製作、島外の

イベント処理でのバターナイフ製作のワークショップの出展や、保育園児、これは利島の保育園児

のはし作り体験体験教室などを実施したというところでございます。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） 今後、椿に関する分野での地域おこし協力隊もしくは集落支援員等を募集す

る予定はあるでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野産業観光課長。 
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          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 今現在では募集とかは考えていない状況です。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） その結論に至った理由とかがあったらお聞かせください。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 大磯議員のご質問にお答えします。 

  まず、炭焼きについては赤字の運営を余儀なくされていたということで、なかなか今後も事業化

していくのは困難かなというような認識をしております。また、その他の廃材を活用した製品につ

きましては、木工を行うことができる人材の確保や、採算ベースに乗せるには、市場価値があるこ

とに加えて、ある程度の量を生産することが必要であり、そのための体制の構築が困難だろうとい

うところで、事業化には慎重を要するかというふうに認識しております。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） ありがとうございます。 

  今後、今の椿の炭焼き施設の利活用をどのように考えているか、お聞かせいただければと思いま

す。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 大磯議員のご質問にお答えします。 

  今のところ、やる方がいないような状況ですので、今後の施設をもう一回やるのかというのは、

なかなか今現状、難しいというような状況ですので、ただそのまま残しておくというのも難しいの

で、例えば壊すだとか、そういったことも含めて検討が必要になってくるだろうというところです。

今すぐどうしますというのは、まだこれから検討していくというところでございます。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） ありがとうございます。 

  これからの検討とのことだったので、ぜひ、あの施設を壊すということありきで考えるのではな

くて、椿の廃材、農家にとっては椿の実が落ちないものは廃材になりますけれども、木材加工とか

する人にとっては、そこからようやく商品とかが生まれると思うので、地域おこし等の支援とかも

踏まえながらご検討いただければと思います。 

  次の質問に行きます。新椿製油工場の建設計画について質問いたします。椿産業の未来を見据え
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た新椿製油工場の建設計画について、現在の課題や状況を踏まえ、再検討を提案します。 

  農協主催の生産者会議において、工場建設の優先順位は低く、具体的な建設時期は未定であると

いう旨の発言が役場側からあったと記憶しています。また、主に椿産業に従事されている生産者の

多くは70代だという現実を考え、仮に工場が完成したとしても、その恩恵を受けられる期間は非常

に限られているとの声も聞かれます。 

  こうした現状を踏まえ、現在の計画を一度白紙に戻し、農協や役場だけでなく生産者も参加する

会議体を新たに設置し、ゼロベースから議論をスタートすることが重要ではないかと考えます。施

設の規模や機能についても、生産者の現状や利用可能性を十分に考慮した議論が求められると思い

ます。計画の具体化を急ぐのではなく、必要に応じて判断を保留することも一つの選択肢だと考え

ています。限られた予算を有効に活用し、島の椿産業を持続可能な形で次世代に引き継ぐためにも、

丁寧な議論と柔軟な対応が必要だと考えますが、ご見解をお聞かせください。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 大磯議員のご質問にお答えします。 

  新椿製油工場建設計画についてですけれども、以前の生産者会議での意見を基に、村、農協、製

油センターの従事者で調整しながら進めてきたというような経緯がございます。現在も製油センタ

ーの従事者と新センターで導入が予定される前処理の機能について、議論を重ねているというとこ

ろです。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） 表現的に白紙に戻そうというのは、建設時期が決まっているのであれば、そ

こに対して目標、こういう建物にしようというのを話し合うとは思うのですけれども、その時期が

まだ明確でない今、例えば５年後に必要なものと今必要なもので、工場のスペックが変わってくる

ところもあると思うので、そこについて農協や工場従事者と話し合うということもあると思うので

すが、生産者や関係者が直接参加できる会議体の設置や説明会を開くお考えはないでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 大磯議員のご質問にお答えします。 

  先ほど答弁差し上げたとおり、村と農協と製油センターの従事者と調整ししながら進めてきたと

いう経緯がございます。 

  ご提案のゼロベースで多くの方に意見を踏まえていくということにつきましては、さらに調整を

要することになるため、今後も効率的な検討を進めていくため、関係者間で推進していくことが適

当であると認識しております。特に製油センターは椿搾油の生産性向上が第一義でありまして、現
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場の従事者との意見交換は重要というふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） 今、具体的に話し合っている工場内のスペック等を教えていただける範囲で

教えていただくことは可能でしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 大磯議員のご質問にお答えします。 

  スペックとしましては、現在の製油工場のスペックと同等程度のもので考えています。それに関

しては以前も検討していまして、逆にこれをスペックを下げることによるメリットと費用感みたい

なところに関しては、ほぼほぼあまりそこまで享受するものはなさそうだというような判断で、同

程度というところで検討してきた経緯がございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） ありがとうございます。 

  この工場建設については、生産者の高齢化による影響をどのように考慮して考えているかもお聞

かせください。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 大磯議員のご質問にお答えします。 

  椿産業を取り巻く課題というのは様々ある。その中で、高齢者の話だったりとか後継者不足、あ

と製油センターの方針というのもあるので、包括的に考えていく必要は当然あると思っております。 

  一方で、製油センターに関しては、働く、従事する方の安全性や効率性を向上するというのがと

ても重要だというふうに考えておりますので、そういった意味で、今の方針については従事者の方

のご意見をしっかり聞くというところに重きを置いて進めているというところです。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） ありがとうございます。 

  ほかの事業とも共通する部分にはなってしまうのですが、工場建設に対して住民が、どの程度役

場が進んでいるかというのを把握していない状況にあると思うので、どのようなスペックを考えて
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いるかというのも、可能な限りまとまり次第、農家に対してもそうですし、ほかの媒体を通して公

表、情報共有するお考えをお聞かせいただけたらと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 状況の説明につきましては、しかるべきときというか、報告できる

段階に当然なりましたところで生産者の方を中心にご説明をしたいというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） ありがとうございます。この新椿製油工場建設については今後も議会で取り

上げていきたいと思っています。よろしくお願いします。 

  次の質問に行きます。若者支援対策についてお伺いします。近年、若者の移住者が増えているこ

とは大変喜ばしいことであると感じています。しかし、利島に住むことを選んでくれた若者たちが

１年もたたずに離島してしまうことも多く、こうした若者が長く定住できるよう多様なサポート体

制が必要ではないかと感じています。移住者が島に根づきやすくするための支援策についてどのよ

うにお考えでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 移住者に対する支援、離島される選択肢をなるべくしないための方策という

ことで、先ほどの木村議員のご質問と共通している部分があるかなというところで、お答えの中で

も共通する部分もあるかと思いますが、移住後一定期間で島を出るという選択をしてしまう方は、

若者に限らず一定数いるということは認識しているというふうに考えている中で、島の環境になじ

めないことや、また個人のご家族のご事情など、様々な理由で島を離れることを選択しているとい

うふうに認識しております。 

  村では、住んでもらうための取組として、直接的な施策ではないかもしれませんが、例えば教育

委員会でやっている社会体育の支援ですとかサークル活動、もしくは盆踊り、花火大会の支援、そ

れから運動会や文化祭などに支援をしている中で、移住者が島の中で地域のつながりを持つ機会の

創出を支援しているといえば支援しているような形になっているかなというふうに認識しておりま

す。 

  また、先ほど木村議員の中では説明し切れなかったところですが、サテライトオフィスの整備を

予定しておりまして、その中で３Ｃ、３Ｃと言われているものがある、子育て、子供、それから長

寿の頭を取ってＣとなっていますが、もう一つコミュニティーという、居場所というものを提供す

ることによって、そこが何かのフック、起爆剤になればいいかなというふうに考えているところで
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ございます。 

  その一方で、採用する事業者におきましても、小さな島であるがゆえの厳しさなどを含めて、き

ちんとネガティブな情報も伝えた上で採用していただくということが、村役場もそうですけれども

重要かなというふうに考えております。移住後のミスマッチ、そんなはずではなかったということ

を防ぐことの取組を、我々もそうですけれども、採用していただく事業者さんも進めていく、認識

をしていただくことが重要かなというふうに考えております。 

  若者の方々だけでなく、年齢がある程度といった方も離島されてしまうという選択をしてしまう

ことに関して、私自身は、それも致し方ないかなと。無理に残ってくれというものではなく、そう

いった、ある程度自由な、選択の自由を今求められる時代でもありますので、そういった中で、た

とえ島を出る選択したとしても、利島のことを思ってもらう、交流人口、利島ファンを増やしてい

くということを進めていったほうがいいのかなというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） 村長のご見解を伺って、ちょうど私の世代、20代から見えている視点に近い

ものもあったので、まさしくそこだと課題認識を持っていまして、ネガティブな情報、どうしても

人口300人で、すごい和気あいあいとして、ポジティブな情報ばかり、ホームページやそういうサイ

トに目立ってしまって、来てからのミスマッチみたいなのが本当に起きているのかなというのは感

じています。 

  その点について、ちょっと具体的に質問したいのですが、今の話でいくと移住支援についても、

移住する前に事前説明をしたり、ネガティブな情報を出すというのはもちろん必要だと思うのです

が、島に住んでいる人がより心地よく暮らしていくために、先ほどお話しいただいた３Ｃ事業、コ

ミュニティーをつくるというところで、定住支援等を含めてどのような見解があるかもお伺いでき

たらと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 定住支援に関してですが、具体的に現時点で、申し訳ないですが、お示しで

きるものはないですが、まずは先ほど言った、基本的にこれまで継続的に進めていった支援をして

いく。さらに、ここ数年、お気づきかと思いますが、文化祭、それから運動会ですか、実行委員方

式にすることによって、ボランティアの方々、木村議員もそうですが、より関わりを持っていただ

き、巻き込んでいくというようなところに関して支援をしていくというふうなところが一つ。 

  それから、サテライトオフィスの、まずは場所を提供し、それはハードの整備なのですけれども、

ソフトのところに関しましては、アイデアはいろいろある中で誰が実行していくのかという中でい
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くと、やはりプレーヤーが実際不足している中で、現在は地域おこし等を考えているところですが、

具体的にまだどうのこうのというふうなことは示していないといったところでございます。そうい

ったところに関しましては、今後さらに議員のご意見も踏まえて詰めていきたいなというふうに考

えております。 

  また、これは木村議員の中でもお答えさせていただきましたが、やはり移住者、移住者と言われ

ましても、核になるのは島に長年住んでいる方々、私も島の人間といえば島の人間なのですけれど

も、そういった重要なポジションに就いている方々を中心に何か起こしていくことが、アイデアベ

ースになりますが、重要かなと思っております。そういった方々が、例えば若い方々といわず、そ

の理由された方々を中心に島を案内していくとか、そういったことが今後さらに必要になってくる

のかなというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ここでお昼休憩といたします。 

  午後は１時から再開いたします。 

          （休憩 午後 零時０３分） 

                                           

          （再開 午後 １時００分） 

〇議長（加藤大樹君） 再開いたします。 

  ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） 午前中に引き続き質問させていただきます。 

  午前中の最後に村長からあった答弁について質問いたします。まさしく村長がおっしゃるように、

ハードとソフトの面で誰が実行していくのかという話があったと思うのですが、アイデア出しから

プレーヤーを募ってできないかということについてお伺いしたいと思います。島で長く暮らす人や

島の若者等が島の認識を共有する機会になると思いますが、どのようにお考えでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 移住者の方々が島内に長く居住されている、島の古くから住まわれている方

との交流というところなのですけれども、認識としては、先ほど午前中に申し述べたとおりで、そ

れを、木村議員の答弁とも重なる部分になるかもしれませんが、行政が主体、ファシリテーターと

して仕切ってやっていくというところが、なかなかちょっと無理があるのかなというところも改め

て認識としてお話しさせていただいた上で、できるとしたら、私個人、村長としてではなくて、村

山将人一住民としてやっていくべきかなというふうに考えている中で、村役場、行政としては、あ

くまで間接的な支援、財政的な支援とか、そういったところに終始したほうが整理がつきやすいか



 - 42 -

なというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） この問題については、村長、役場の職員からも、官というより民間の努力で

あったり、やりようによって変わるのではないかというお話があったと思うのですが、なかなか民

間館同士のコミュニケーションというのが難しい中で、村長おっしゃるようにファシリテーター役

が必要なのかなと思いまして、それを、例えばですけれども、今、運動会とか文化祭を実行委員で

やられているみたいに、そういう３Ｃのコミュニティー部分に対して住民の意見を反映しながら取

り組めないかなという質問だったのですけれども、そこについて何か認識等があればお願いします。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 苦しい答弁なってしまうといいますか、認識の話で言いますと、先ほど言っ

たとおりでありまして、今後サテライトオフィスの整備を、現在進めておりますが、その中身に関

しましては、午前中、隅主幹のほうからの答弁でもあったとおりで、まだまだいろいろな要素を入

れる余地は当然残している中で検討を進めていくという段階にある中で、議員のご意見も踏まえて、

その企画、イベント、ソフト事業、そういったものを含めてそういったご意見を取り入れた形で交

流できる仕掛けというのは当然やっていくべきかなというふうに、ただいまの質問を受けまして新

たに認識したところであります。 

  今後どのような形にしていくかというのは、当然議会、議員の皆様にもお示ししていき、もしく

は相談しながら進めていけたらなというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） ありがとうございます。 

  ソフトについては、個人、議員として思うのは、役場スタッフだけにお願いするのではなくて、

私も一議員として、一住民として積極的に参加させていただきたいと思うので、そういう場の検討、

そういう仕組みの検討をしていただければと思います。 

  次の質問に行きます。ごみ収集についてです。現在、役場職員がごみ収集や分別作業、焼却作業

を担当していると伺っていますが、これらに従事する職員の人員配置や業務負担について、把握し

ている範囲で教えてください。また、今後もこの体制を維持する予定なのかについても伺います。 

〇議長（加藤大樹君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 
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〇環境建設課長（上野 崇君） 大磯議員のご質問に答えさせていただきます。 

  収集については、環境建設課の職員７名で交代で実施しております。分別作業については他課の

応援を受けて実施させていただいております。また、焼却炉の運転については、環境建設課の職員

２名が交代して実施しております。このように交代や他課の応援により、可能な限り他の業務を抑

えるように努めております。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） さらに、次の質問に移ります。 

  建設、環境建設課の本来の業務に影響がないのかについてもお聞かせください。 

〇議長（加藤大樹君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 大磯議員の質問に答えさせていただきます。 

  繰り返しになりますけれども、交代や他課の応援をいただいて、可能な限りほかの業務の影響を

抑えるようにしております。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） 次の質問が、その前の質問と重複するところにはなると思うのですけれども、

必要人員や費用を考慮して企業委託や第三セクターのような形での運用を視野に入れて検討してい

るかも伺います。 

〇議長（加藤大樹君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 大磯議員の質問に答えさせていただきます。 

  民間さんのほうも人員不足で、対応できる事業者は、私ども現在存在しないという認識でおりま

す。ただ、将来的にその体制が整い次第、部分的にから委託したいと考えております。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） これにちょっと関わる分野にもなるとは思うのですけれども、役場職員は、

今、何名足りない状態。募集しているのに対して何名足りない状況かについても、担当課がいらっ

しゃったらご答弁いただければと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 大磯議員のご質問にお答えします。 

  役場定数34に対して現員29といったところで、５名減となっています。 
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〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） 恐らくごみについてもそうだと思うのですけれども、午前中、木村議員から

も同様の質問があったと思うのですけれども、広報みたいなところも恐らく人員不足が大きい要因

だと推察するのですが、それについての村長の認識があればお聞かせください。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 私も議員時代含めて10年以上、役場、村政に関わらせていただいている中で、

その前の10年は推しはかるぐらいしかできませんが、ずっと関わり続けていく中で、急速に、急加

速的に業務が増えてきているというふうに認識しております。国の方針であったり、東京都の方針

であったり、もしくは、あと我々村役場として村のためにやらなければいけない仕事というのは多

岐にわたり、そして専門性も持ってきて細かく増えてきているというふうに認識しております。そ

の一方で、それを賄う職員に関しましては、やはり足りないというような状況にあるというところ

でございます。 

  何も手を打たないのかというところがご疑念としてあるかもしれませんが、当然それに向かって

業務の効率化、具体的にはシステム等を入れて、そういったものに頼っていくとか、会計年度任用

職員に一部、宿直等もそうですけれども、お願いするとかということで、業務の軽減を当然図って

はきているものの、それに追いついていない中で、なかなか職員の定着率の問題もある中で、非常

に苦しい運営であるというふうに認識しております。 

  今後に関しましては、当然、ほかの島もそうですけれども、島の出身の方が採用できれば、家が

あってというのがもちろんいいのですけれども、やはりそういった事例もなかなか難しい中で、島

外から募集して、応募した方を採用するという今流れの中で、住宅の問題、職員住宅、こういった

ものも老朽化、それから不足しているといった中で、そういった整備も含めて総合的に考えていき

たいなというふうに現時点では思っておりますが、効果的な手が打てていないというところでいき

ますと、議員ご指摘の部分かなと思っております。 

  そんな中で、課長のほうからも答弁ありましたが、基本的には外部。外部といいましても、役場、

島内の事業者さんにお願いする、委託していくといった流れが、普通というか、健全なのかなとい

うふうに考えている中で、ご承知のとおり島内事業者、以前受託されていた事業者さんも難しいと

いうことで、直営のような形になってきておりますが、今後もそういった流れは出てきてしまうお

それがある中で、やはり島内の中で手を挙げていただける状態がもちろん望ましいのですけれども、

そういったときにすぐお願いできるようなパッケージといいますか、委託の、この機会に見直しと

いうか、当然自分たちが手を動かすことで、今までお願いしていたところをさらに効率よくできる

ということも、ごみ作業だけに限らずなのですけれども、より精査できてきているといった中で、
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次やるよと、やってもいいよという方に関しては、委託事業としても、よりブラッシュアップした

ものを投げられるかなというふうに考えております。 

  具体的にまだ動けていないところですが、今後はそういうふうにしていき、本来、役場、村役場

事務職がやる仕事は事務職の仕事として、それ以外の仕事は事業者さんにお願いし、委託をしてい

くというふうにしていきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） ありがとうございます。将来的には企業への委託等も視野に入れているとの

ことでした。 

  それについて、ちょっと１点伺いたいのが、役場の職員、今７名体制でとおっしゃっていたと思

うのですけれども、必要人員のところが明確にならないと、例えば今の役場職員７名、それこそ民

間で７名雇える体力があったり、そのぐらいかかるならもっと大変だよなと思って手挙げない方も

いらっしゃったと思うので、必要人員的なところは、今、検討段階だから人数が多い、たくさんか

かっているのか、それとも今の仕組みでいくとそれだけ人員がかかってしまうのかについてもちょ

っとお伺いできたらと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） こちら答弁のほうで７名というふうに述べさせていただいておりますが、こ

れはあくまで交代でありまして、常時７名体制というわけではなく、その人数どうしても擁しなけ

ればいけない場面というのがありまして、その際に７名全員ではないのですけれども、必要であっ

たりとか、あとは水曜日の資源ごみの分別のときには、さらにもっとかかったりとかというふうに

して、流動的に、機動的に人員をそちらに融通しているといったところでありまして、その業務だ

けやっていればいいというのであれば、例えば２人で１週間、忙しいときも暇なときもずっとやっ

ていくということも可能なのかもしれないのですけれども、なかなかそういった類いの事業でもな

い中でいくと、ちょっと一概に精査できるというものではないかなというふうに認識しております。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） ごみについては、常時７人必要というわけではないという答弁だったので、

それで大丈夫です。これで質問を終わらせてもらいます。 

  私もコワーキングスペースや椿事業について、定住支援、ごみ処理等、全ての質問は役場から明

確な指針や行動プランがすぐに引き出せるとは思っていません。今後とも議会として、一個人とし

てもコミュニケーションを取りながら、議員として情報発信をやりながら、よりよい利島をつくっ
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ていけるように頑張りたいと思っています。 

  以上で質問とさせていただきます。 

〇議長（加藤大樹君） 以上で大磯議員の一般質問を終わります。 

  続きまして、３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 質問させていただきます。お願いいたします。 

  １番、利島村役場におけるコンプライアンス基本方針（仮称）制定に対する執行部の考えについ

て質問させていただきます。東京都では平成29年に東京都コンプライアンス基本方針が制定されて

おり、本村でも令和５年に利島村における議会関係ハラスメントを根絶するための条例を制定して

おります。しかしながら、本村行政職員に対して明文化されたコンプライアンスに関する方針はあ

りません。このことに関して、以下の質問をいたします。 

  １番、コンプライアンス基本方針、仮称ですが、制定の意思がおありなのか、ないのか、お伺い

したいと思います。 

  ２番、制定の意思がない場合には、その理由をお聞かせください。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） １問目から行きましょうか。 

  榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） よろしくお願いいたします。 

  コンプライアンスに関する指針とか方針について、法令等で特に村が定めなければいけないとい

うような義務的なところはないというふうに認識しておりますが、当然、法令遵守や社会的なルー

ルを常に職員も意識しながら職務を遂行するために、まさに職員研修等々も実施しているところで

ございまして、また議員のおっしゃられるハラスメントに関しては、議員の条例制定に先立ちまし

て、３年前、令和２年に、要綱でございますけれども、明文化したハラスメントに対する、職員の

ハラスメントに対する方針というのですが、要綱でございますが、策定しているところでございま

す。 

  村役場職員、コンプライアンス、広い意味のコンプライアンス、定義の意味のコンプライアンス

でございますけれども、当然法令遵守といった立場でいきますと、私ども公務員は法令遵守をまさ

にしていかなければいけないというような中で、日々業務に携わっているところでございます。 

  議会で当然条例を可決していただけなければ、その条例のものも執行できないというようなとこ

ろも含めて、そこは職員にも徹底しているところでございますし、また東京都から副村長がいらし

て、この10年で、19年以上ですか、役場の職員の意識改革も随分進んできたのかなといったところ

は、私もこの役場で二十数年来、働いていますけれども、意識、認識しているところでございます。
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必要があれば制定するところも検討していくことはやぶさかでないかなと考えております。 

  以上でございます。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ありがとうございます。 

  必要があれば検討するということは、今現在、必要としていないということでよろしいのでしょ

うか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  指針があれば、直ちにコンプライアンスが改善する、コンプライアンス遵守とかそういったもの

ができるのかといったところは、日々役場の中で職員研修等々行いながら当然今も実施していると

ころでございますので、早期に策定する必要があるかといったところも含めて、そこは検討の余地

があるのかなといったところで考えております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ご答弁として頂戴している中に、法令遵守と社会的ルールを常に意識しな

がら職務を遂行するために職員研修などを実施しているところですというふうにあったのですが、

この職員研修などというのは外部研修でしょうか、内部研修でしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問に答えします。 

  どちらもやっているといったところで、当然内部の研修でもやってございます。職員集めてやっ

ていますし、外部の東京都市町村職員研修所で研修等々も実施していますので、それに参加される

職員もいるといったところでございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 内部で研修を行う際に基本となるものは、何を参考にしておやりになるの

ですか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 
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〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 東京都も含めました他の自治体の研修資料等々を参考にさせてい

ただきながら実施しているといったところでございます。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ということは、何らかのそういったものが必要があるというふうな認識で、

よろしいのではないかなというふうには思うのです。また、今おっしゃったように、都等、その他

の自治体のというふうにしてご参考になさっているということでしたのですけれども、ここに副村

長がいらっしゃって、東京都からで、私がご説明するまでもなく、すばらしいコンプライアンスが

あるのですけれども、少しですけれども、読み上げます。 

  東京都のほうでは、法令はもとより業務執行のために庁内で定められる各種ルールや組織で決定

した方針等を遵守すること、これはもちろんのことなのですけれども、その次に、都民が期待する

都政の使命を果たしているかどうかなどの観点から担当業務を常に見詰め直し、よりよい都政の実

現を図ること。こういうふうにうたい上げている項目があります。これが大きな目標であって、そ

れを柱に行動指針が３つ設けられているような形になっているのですけれども、こういうことをご

参考になって、まずは常に研修でそのようなものを取り入れているのであるならば、ご参考になさ

って取り入れて、コンプラのマニュアルとしておつくりいただいたほうがいいのではないのでしょ

うか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  コンプライアンス、今読み上げていただいたのは、東京都のコンプライアンスの基本方針につい

てお話ししていると思うのですけれども、コンプライアンスの中に様々なもの、ハラスメントも当

然コンプライアンスの中に内包されているところもございますし、法令遵守といったところも当然

含まれていると。そういった中の様々なものに対して、当然研修を我々は行っていると。内部研修、

外部研修含めてやっているといったところでございまして、コンプライアンスの基本方針の中、我

々公務員は村民のために職務を遂行しているのであって、そういった基本的なところは当然踏まえ

つつ、そこを実施するために、いかに研修の中で知識やら法令遵守に従うことの重要性とかを訴え、

職員に定着させるとか、そういったところを私ども研修で行っているところでございまして、中途

で採用をされる者等々の中で、ちょっとあれでいきますと、東京都さんの公務員試験ですと、基本

的には法令とかそういう勉強をされて、その中でそういう勉強、自治法とかを勉強してから採用さ

れる方いますけれども、なかなか小離島である利島の場合、そういったものの試験、一般的な筆記

試験みたいなので、実施していないので、入ってから結局そういったことを学んでいかなければい

けないといったところも含めて、そういったところも含めての研修を常日頃から実施している中で
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あって、それが取りも直さずコンプライアンスにつながっていくといったところかなと認識してお

ります。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） お話は重々承知しております。日常の仕事の取り組み方や、このような認

識で勤務されているのだということは、もちろん当たり前のことであって、そのようにお考えにな

って皆さんが行動なさっているのだということも、もちろんそのような前提で、こちらも考えてい

るところであります。 

  ですけれども、これはそうであるならば、基本的にコンプライアンスマニュアルなんて必要ない

わけですよね。皆さんがそういうふうに思っている、そのように考えている、そのように研修を受

けているということであるならば、こういうマニュアル的なものは一切必要がない状態になるわけ

です。ですけれども、何かが起こらないためのマニュアルづくりだったりとか、何かが起こったと

きにとか、そういうふうなことで、内部牽制とかそういうことのためにも必要性があるのかなとい

うふうに考えて、私は今回のこの質問にさせていただいているというところです。皆さんがそうい

う意識がないとか、そういうふうなことを申し上げているわけではないのです。いかがでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  議員のおっしゃっている、まさにそのとおりなのかなと思いますけれども、あくまでも、ごめん

なさい。このコンプライアンスの基本方針ですか、東京都のコンプライアンスの基本方針というの

は、職員に意識づけをさせるためのものというふうに私も認識しております。そういったものが必

要であるといったところでは、ちょっと余談というか、あれになりますけれども、利島村において

は住民が目に見える形で職員と対応するといった中で、そこのところは本当に東京都のあれを何か

ここで話すのもあれなのですけれども、なかなかと都職員というのは、都民のといいますけれども、

直接都民とのやり取りというのは少ないと思うのです。 

  そういった中で、利島村の場合、住民と直でやっていく中で、当然そういったのは村のためにで

すとか、村民のためにというのは、言い方がちょっと語弊があると思いますけれども、そういった

意味では意識高くやっている。ほかの自治体に比べて非常にコミュニティーが小さい中で、先ほど

ほかの議員の中では、ちょっと悪い的なところでコミュニティー小さいというお話しさせていただ

きましたけれども、そういった意味では、いい意味でコミュニティー小さいので、人と人が顔が見

れる関係で業務に当たっているので、指針等々で改めて示さなくても、そこについてはと職員も意

識を持って業務に取り組んでいるのかなというふうに私は考えておりますし、また内部牽制という

ようなお話も今ちらっと出ましたけれども、まさに議会と執行部というのは、牽制し合うではない
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ですけれども、当然見ていただくという立場でもございますし、また代表監査とか監査委員とかで

見ていただくといったところも、当然、中に全くないというわけではないと思っておりますけれど

も、やはりある程度、そうやって、ほかの一般企業に比べれば当然、自分たちの業務が人の目にさ

らされやすいというのですか、いい意味でですか、そういったところがあると思いますので、そう

いったところも含めて、必要とあらば、今後、方針等々決めていきたいと考えております。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 村長にお伺いしたいと思います。 

  必要があればというふうな、総務課長のほうからのご答弁だったのですけれども、村長はどのよ

うにお考えですか。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 先ほど来、総務課長のほうで答弁をしているとおりでございまして、当然、

議員からのご質問を承り、内部でも何度も協議調整、検討してきた結果、本日のような答弁になっ

ている中でいくと、総務課長の答弁に相違はなく、全く同じような考えを持っております。ふだん

からそういう意識をしつつ、改めて基本方針を制定することよりも、ふだんの業務からそういう意

識をしていくということのほうが大事かなというふうな判断でございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 実情を確認しないでの発言は、あまり不適切かなとも思いますけれども、

役場を辞められていく方々にとって、中には内部の関係があまり良好でなく辞められていくという

ふうなニュアンスで辞めていかれた方も中にはいるというふうなことで認識をしています。 

  そういった方たちが現存するというふうな認識を、皆さんというか、ある程度の方がそんなふう

な情報を持たれているのが現状だったりとか、具体的には申し上げませんけれども、榎本課長がお

っしゃったように、皆さんがそのような姿勢で仕事に取り組まれているというのは、現実的にその

ような認識は私も受けますけれども、そうであるならば、そういった不快な話を聞くようなことは

ないと思うのです。そうであることに対し、そのようなことが漏れ聞こえてくることがあるのであ

るならば、やっぱりコンプライアンスというのは制定が必要ではないかなというふうに私は認識し

て、今回の質問もさせてもらっています。いかがお考えですか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 
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  コンプライアンスを制定すれば物事解決するのでしたら、私はぜひ制定させていただきたいなと

考えておりますが、制定するだけではこれどうにもいかない問題も多々あるのかなというふうに考

えてございます。 

  役場の職員で、私も最古参というのですか、一番古いような年代になってまいりましたけれども、

役場の職員で辞められた方たちの中でも、それぞれ理由があって辞められた方もいらっしゃいます

し、当然そういった中で仕事をしていくという、今に限らず、これはそれこそ20年、30年来からの

ずっとやっている中で、当然全員が全員、職員が採用されてから定年退職までといったところでは

ございませんので、そこが一概にコンプライアンスのところの問題だけとか、そういったところは

ないと思われますけれども、役場の中のコンプライアンスもそうですけれども、逆の、ちょっと東

京都でいきますと、最近でいきますとカスタマーハラスメントとか、そういったところもございま

すので、そういったところも含めて、やっぱりコンプライアンスとか、そういったものに厳しいご

時世となってきて、なかなか、私も部下を怒るときにも気を遣わなければいけないとか、そういっ

たようなご時世というか、昔だと自分はどなられてきたけれどもとか、そういうのもありますので、

そういったところはきちんと対応できるように今後とも研修は進めてまいりたいというふうに思い

ますし、先ほど来申しているとおり、コンプライアンスの基本方針だけ定めたから、じゃ、いいよ

というところではないと思いますので、そこはちょっと、コンプライアンスはきちんと遵守すると

いう理念は捨てずに当然持って動かなければいけないといった中で、様々なことを検討してまいり

たいと考えております。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） あくまでも私は制定に向けて検討してほしいというふうな意向は変わりま

せん。また、この件についてご質問させていただいたのは、そのようなご意見を住民からも頂戴し

てのご質問ということで、住民の中にもそのようなご意見をお持ちになっている方がいるのだとい

うことを認識なさっていただきたいなというところを申し添えます。 

  次へ参ります。そのまま読み上げていいですか。 

  ２番、議会における執行部の答弁の仕方についてという題目で質問させていただきます。過去４

年間、私は傍聴人として議会を拝聴しておりましたが、そのときから気になっていることがありま

した。主に焼却場建設事業においての発言であります。計画の進行状況に関する質問が当時の議員

の方々からされたときに、お話しできる段階にない、時期になったら説明するといった旨の答弁が

多くされました。時には執行部が提示した想定スケジュールを逆算した場合に、いつまでに何がで

きていないといけないのかという質問に対しても、同様の答弁だったというふうに記憶しておりま

す。 

  村長においては、事業が停滞、頓挫した場合に、過去の発言を取り上げられて非難されてしまう。
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それを避けるために計画については答弁しないといった旨の発言をされたこともありました。こう

した答弁の仕方について質問いたします。 

  １番、焼却場や製油工場の建設などは、住民にとっては重要な関心事でありますが、事業につい

て何も知ることができないような答弁を続けてきたことについて、説明責任を果たしているとお考

えになっているのか、ご説明ください。 

  ２番も読み上げたほうがよろしいですか。 

〇議長（加藤大樹君） 一答にしましょうか。 

〇３番（石野美由紀君） 止めますか。 

〇議長（加藤大樹君） お願いします。 

〇３番（石野美由紀君） お願いいたします。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 石野議員の答弁に関するご指摘かなというふうに承りました。 

  まず、焼却施設に関しましては、従前の議会でも答弁させていただいているとおり、この島にと

っては必要だと、必要不可欠な施設であり、なるべく早くの更新が大事だということで鋭意努力を

続けているところでございます。 

  一方で、施設整備をする上では、取り巻く環境に関しましては、世界的な物価高騰を受けている

ことや、全国的な工事需要の高まりによって施工業者の確保が以前にも増して困難な状況であるこ

と。また、焼却場そのものが大変特殊な機能を有する施設であることなどから、依然として厳しい

状況にあるというふうに認識しております。そのため事業の推進が滞っており、住民の皆様、議員

の皆さんもそうですけれども、ご心配をおかけしているところに対しまして、改めて謝罪をしたい

と思っております。 

  ご指摘の説明責任につきましてですが、以前の議会でも答弁しているとおり、適切な時期になり

ましたら説明していきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ご答弁いただいたのですけれども、例を取って焼却場建設について、その

ときに多くご発言があったので、焼却場建設を例に取って申し上げたのですけれども、焼却場建設

について鋭意努力しているということで、もちろん努力されているのだと思います。職員の方なん

かはもっともっと努力しているのだと思います、本当に。住民の声も、もちろん届いているだろう

し、議会では、なぜ進まないのだ、まだかといったような声がたくさん、毎回毎回、声を差し上げ

ているというところで、そのたびに実現可能な調達内容及び方法について模索している。そのとき
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に説明をするといったその答弁を繰り返していらっしゃる状態なのですけれども、説明されている

状態なのですけれども、要はなぜできないのかとか、なぜそういう状態になっているのかとかとい

うことがやっぱりお示しいただけない状態が続くわけです。それではやっぱり皆さんも納得できな

いし、納得するためにお伺いしているわけではないのですけれども、ないというか、納得はしない

のです。状況を知りたいですよね。でも、私たち議員にとっては、状況を知らなければ予算に対し

ての責任が取れないわけです。ただ単に情報を知りたいということだけではないのです。皆さんに

対する説明責任も私たちは持っているわけです。 

  そのときになったらばとか、適切な時期になりましたらとか、そういうふうにしておっしゃるけ

れども、適切な時期になって初めて私たちに明らかにつまびらかになさるということは、それは予

算を提示なさるときが適切な時期というふうなことになるというふうにして私は認識しているので

すけれども、そうなのでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 石野議員からのご質問、ご指摘で、焼却施設の事業全体の進捗に関しての情

報提供を示すタイミング、時期、スケジュール、そういった観点のご質問かなというふうに承りま

した。 

  この事業に関しまして、これ以外のところもそうなのですけれども、私も石野議員同様に、以前、

３期ほど村議会議員を務めさせていただいた経験も踏まえて、やはり行政側とのコミュニケーショ

ンが重要だというところで、情報提供、進捗管理、そういったものも非常に重要視しておりました

し、そういうつもりで前期の議会にも臨んでおりました。 

  ただ、先ほどの答弁もあったとおり、非常に特殊な施設でありまして、また繰り返しになります

が、全国的な施工業者の不足、物価高騰もありまして、様々な要因がある中で、どこまで踏み込ん

で答弁するのか非常に悩ましいところでありますけれども、利島にこの施設を建てたい、そうした

ときに島内の事業者だけではなかなか難しいといった中で、島外の事業者さんにやっていただかな

ければいけない。技術的にも、リソースというか、そういった的にもやらなければいけないという

中で、正直申し上げて選ばれにくい状況にあります、今。そういった中で、非常にその情報管理が

センシティブな問題でありまして、ここでお話しできることというのは非常に限られてしまいます。

というのは、それを議員の皆様、もちろん情報、進捗管理こんなやっているのだよ、ここが駄目だ

ったよという話をしたいところなのですが、それが仮に漏れてしまうことによって事業が進まなく

なってしまうということが、実際過去にあったりもしたので、そういったところを非常に我々も反

省としてしっかりしなければいけないという中で、議員さんにお示しできる段階には、この場でお

話ししできるようなレベルの情報でなければ示さないというふうに、庁内でも私の方針としてさせ

ていただいた。切り替えたというところがあるタイミングで、前期ありました。 
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  そういったことで議員ご指摘の批判、それはもう重々、私が責任者として承りますが、なかなか

それをもってして、途中段階の情報を示すことで、それによるリスクもかなり大きいというところ

も踏まえて、慎重にならざるを得ないなというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） お話の内容は分かりました。 

  これは、例えばということで焼却場を例に挙げたということであって、焼却場についてご説明い

ただきたいということではないご質問の内容です。議会における執行部の答弁の仕方ということで

私はご質問させていただいていることであって、入札とか、入札というのかな、応札とか、そうい

うふうなことに支障があることを私たちに述べてくださいとか、そういうことをお願いしているわ

けでもないし、そういうことは利島村の不利益になることは私たちももちろん認識しているし、で

すけれども、お話しいただけることや、なぜそれが今言ったように特殊の事業所の、ただ単に建物

を建てるだけではない事業なので、特殊なところで引受けをしていただかなければいけないとか、

そういうふうなことがあることでとか、そういうふうなことはもちろん分かるのです。 

  ですから、そういったことをご説明していただいたりとか、例えば今何％ぐらいは進んでいるの

だよとか、内容をご説明いただかなくても、ある程度このぐらいの進捗はあるのだよとか、物は言

いようで、幾らでも説明はできるのだと思うのです。それとか、個別に議員とだけお話ししてくだ

さるとか、もちろん議員だって話してはいけないことは話さないで、もちろんそれは仕方がないこ

とです。 

  ですけれども、私が申し上げているのは、要は揚げ足取りみたいになって、村長はこんなこと言

ったではないかと言って責められるのが嫌だみたいな、ちょっと極端な言い方をして今申し訳ない

のですけれども、そんなふうなことではなく、一生懸命やられているならば、それができなかった

ときには、こうこう、こうでできなかったので、こういうふうにしてなりましたというふうにして

ご説明いただければ、住民だって議会だって十分に理解ができると思うのです。以前こうだったの

で、こういうふうな状態になるまではご説明をしませんといったような、今もそのような旨で説明

とか発言がありましたけれども、それではやっぱり有効的な議会にはならないし、住民との隔たり

がますます深まってしまうというふうな認識を私は持っているのですけれども、もちろん利島村に

とって不利益なことは発言は控えていただいて、もちろんそれは結構です。ですけれども、あまり

にも何も情報の開示がない今の状態は、あまりにも住民側とすればおかしな状態だというのが、皆

さんの意見だと思います。いかがですか。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 
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〇村長（村山将人君） おかしな状況と言われてしまえば、過去の経緯もある中で、えてしてそうい

う状況になってしまったというわけではない中でいくと、我々としても言い訳というか、理由があ

る中で、そこら辺は当然傍聴していただいているので、よく理解していただいているかなと思って

いる中で、今後は当然そういった中で、議員の皆さんの構成も新たになったというところで、その

部分の進捗に関しても、やはりなかなかちょっと難しい部分も残ってはいつつも、やはり我々とし

ても知っていただきたいと、理解していただきたいと。予算に関わる、関わらない抜きにしても、

知っていただきたい部分というのは本音としてはかなり大きいという中で、これは議会との関係に

なりますので、事務局長もしくは議長とも相談しながら、そういう機会をつくっていけたらなとい

うふうに考えておりますが、現時点でやはりこのユーチューブで中継されている中で、公式に示す

という段階にはないというところは、繰り返しになりますが、改めて述べさせていただきたいなと

思っております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 今のご発言でちょっと１個引っかかったのは、議員の構成も変わったので

というのは、変わろうと変わるまいと同じことだと思うのですけれども、変わったから今度お話し

になるとか、そういうふうな認識があるのかなとか、揚げ足取りのようなことでちょっと引っかか

ったのですけれども、それはちょっと違うかなというふうに思ったのですけれども、それにしても

前向きなご発言があったので、できたらそのようにしていただきたい。可能な限り議会でもご発言

をしていただければなということでお考えいただければと思います。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

  今の議会における執行部の答弁の仕方についてということで、もう一つ質問を通告しておりまし

て、②、村長自身の責任を逃れるためかのような言動が住民に不安を与えていることに対して、ど

うお考えになっているのかということで、先にちょっと交えてお話ししてしまったのですけれども、

改めてご質問したいと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 私の答弁、言動、発言によって住民の皆様に不安を与えているというご指摘

ですが、もしそういうことがあるのであれば、改めて謝罪させていただきたいなというふうに思っ

ております。大変申し訳ございませんでした。 

  非難されること自体は、もうこの立場に就いた当初から覚悟の上で当然この役を引き受けさせて

いただいている、やらせていただいているという中で、この焼却場に関しましては、実現可能な調

達方法、調達内容について、なるべく早く皆様にお示しできるように引き続き努力を続けていきた
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いなというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 大変厳しい文言でのご質問で申し訳ないようなところもあるのですけれど

も、でもこれは住民のお声をそのままお届けしようというふうなところがあって、あえてこのよう

な文言を使って質問文を書かせていただきました。 

  ご答弁いただいた中に、謝罪をしますといったようなお言葉があるのですけれども、与えている

のであれば謝罪しますといったようなところなのですけれども、ご自分でそういうふうな認識がな

いのであれば、謝罪しますというような文言を安易におっしゃらなくてもいいのかなというふうに

は私は感じます。ご自分の信念でおやりになって、自分でそういうふうにしていらっしゃるならば。

ただ、不安を与えているということに対して謝罪をしますというふうなお言葉でしたので、なるべ

く不安を取り除くように説明をしていっていただければと思います。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

  次に行きます。次は焼却場単独の質問に参ります。３番、焼却場建設事業について。令和５年の

入札に応札業者がいなかったことから、１年間計画が停滞している状態です。１年以上ですけれど

も。本議会前に回答いただいた資料も踏まえて、以下について質問いたします。 

  １番、実現可能な調達内容及び方法、これはこのように毎回ご答弁いただくので、このような文

言について質問したいというような意味で書いてあります。実現可能な調達内容及び方法とは、具

体的に何を示しているのか、ご説明ください。 

〇議長（加藤大樹君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  新焼却施設ですけれども、令和５年６月に焼却場の建設工事請負について入札に関する告示をし

たところですが、応札希望者がいないという状況でした。実現可能な調達内容の方法等は、離島の

制約等を踏まえても応札可能となるような整備の内容ということを示しております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 令和５年６月に公示をしたということなのですけれども、それ以降、再度、

おやりになっているのでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 
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〇環境建設課主幹（前田 裕君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  それ以降は実施しておりません。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 令和５年６月に実施なさって、１年６か月過ぎているのですけれども、実

現可能な調達には現在何％ぐらいが到達している状態ですか。 

〇議長（加藤大樹君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 担当職員のほうでいろいろと交渉なりを進めさせていただいてお

りますけれども、具体な数字ではちょっと言い表すことはできない状況です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ごめんなさい。そこまでで２番に行きたいと思います。 

  ２番の質問をさせていただいています。焼却場関係で２つ質問させていただいている２番です。

現在も本事業についてコンサルティング契約を結んでいる業者がいるのか。契約中の場合、令和５

年の入札以降、具体的にどういったコンサルティングを受けたのか。また、その内容は契約金額に

見合うものであったのかをご説明ください。お願いします。 

〇議長（加藤大樹君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  令和４年度、詳細設計の委託業務を出して以降は、委託事業などは行っておりません。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） コンサルティング会社と、今、未契約のままで、役場内で検討を重ねて、

業務振興を考えていらっしゃるということなのですけれども、それは実現可能なのですか。 

〇議長（加藤大樹君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  詳細設計でコンサルに作成いただいた設計内容に基づいて検討を進めております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 詳細設計というのがちょっとうまくつかんでいないのですけれども、コン
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サルティング会社がつくった詳細設計にのっとっておやりになっているというのは、コンサルティ

ング会社と契約している最中に契約までに至らなかったのは、コンサルティング会社が依頼した仕

事をしてくれなかったということですか。要はコンサルティング会社と契約して、その事業を計画

から最後建設に至るまで依頼したわけですよね。違うのですか。ごめんなさい。では、契約をした

内容を教えてください。その会社との契約をした内容。 

〇議長（加藤大樹君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  令和４年度詳細設計については、図面を描いていただいたり、内容などの設計積算をしていただ

いた業務になります。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 積算業務というのは建設に当たる積算ですか。それとも、入札に対して、

この金額を予定すれば適切な金額であるというふうな、そこまでの見積りをしてもらう積算でしょ

うか。 

〇議長（加藤大樹君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 建築に係る費用を積算していただいたということです。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） では、その委託業者はそこまでで、業者を探したりとか契約をしたりとか、

そういうのは全部役場でやることになっていたのですか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 契約になってくるので、ちょっと私のほうからお答えさせていた

だきます。 

  そもそもの話としまして、まず設計は、基本設計やって詳細設計やるというような流れでいくと

思うのですけれども、基本的、一般的に出てきます。そうすると、詳細設計やると何ができ上がる

のかというと、大体入札予定額ができ上がるというような流れに一般的にはなっているといった中

で、当然入札にかかる前に当初予算で予算をお認めに議会のほうでしていただくというような中で、

こういう建物を建てたら大体このぐらいの金額ですよというのが当初予算で上げさせていただいて

いたところと。その先に行きますと、完全に業者さんの話ではなくて、それはもう一般競争入札と

いう、公平な業者を公募するというのですか、入札業者をまず事前に名のりを上げていただいて、
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その業者さんに、こういったという金額を抜いた積算するための資料をお渡しして、そのものが業

者さんのほうで幾らになるのかというのを計算していただいて、それに要は応札をいただくという

ような流れでして、そこはどの業務においても工事においては、大体というか、一般競争入札にか

けた、付したものというのは、役場の職員が当然対応しているといったところでございます。その

一般競争入札に付したのだけれども、応札する業者さんが今回いなかったよというのが、これまで

の経緯になっているといったところでございます。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 令和５年の６月に応札業者がいなかったときの件ですけれども、そのとき

に一般競争入札の公募をかけたときにも、要はコンサルのほうが無理だろうということだったのに、

走らせてもらいましたという当時の課長のご発言があって、やられたというふうなことを発言して

いたことを記憶していますけれども、今現在、規模の縮小とか、そういうふうなことは、ちょっと

大分たっていますけれども、考えていないようなご発言が以前村長からあったのですけれども、焼

却場は計画どおりの規模でおやりになる予定で今もいらっしゃるのですか。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 当時の発言、ちょっと私も、どうお答えしたかというのは記憶の中でしかな

いのですが、一応記憶の中での発言ですけれども、その設計を変更するもしないも、まだ決めてい

ないといった趣旨の発言をさせていただいたかと思っています。 

  現状は、先ほど説明あったとおり、コンサルさんがつくっていただいた成果物である設計図、そ

れからそれに基づいた積算資料を基にして調整を進めている状況でありまして、それを基にして新

たな工事金額、事業費等を見た上で、今後、例えば設計変更するのか、そういったことも排除はし

ていない中で、取りあえず現状では上がった成果品を基に調整を進めているといった状況でござい

ます。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） もちろん１年半の間、動きがなかったとか、努力されていないとか、そう

いうことを申し上げているのではないのですけれども、調整をなさっているということだったので

すけれども、この１年半の間に調整をなさっていて、まだ建設のめどがつかないといったような状

況であるならば、いつまで待つのかとか、いつ結論を出されるぐらいのつもりで考えていらっしゃ

るのかというのをお聞きしたいです。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 
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〇村長（村山将人君） いついつまでにと明確にお示しできたら、それはもうそれにこしたことはな

いのですけれども、先ほども答弁したとおりなかなか難しい事情もありまして、明確にお示しでき

ない状況がずっと続いてきて、住民の皆様に不安を与えているといったところがあるかと思います。 

  そうはいっても、私の任期も残り１年を切っている状況の中で、いつまでもこの状況が正しいと

も思っていない中でいくと、大きな方針で言いますと、３月の当初予算の議会の際には何かしらの

方向を示していきたいなというふうな大まかな腹づもり、スケジュールで調整を進めている状況で

ございます。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ３月の議会を待って、またご質問させていただきたいと思います。 

  次へ参ります。４番、椿製油工場建設事業について。焼却場に関する質問と同様ですけれども、

事前の資料を踏まえて質問いたします。 

  １番、質問は１つしかしていません。地質調査の結果も含めて、建設地として適当であるか判断

なさるというふうにしてご発言だったのですけれども、その地質調査の結果と、それを踏まえた判

断についてご説明いただきたいと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  製油センター建設事業についてなのですけれども、ボーリング調査、地質調査を行いまして、そ

の結果、軟弱な地盤であると。地表から岩盤層まで20メーターほどあるということで、調査を実施

した結果としては、その土地に建設する場合は地盤改良が必要となるという見込みでございます。

地盤改良には様々な方法があり、その地質や建築物の重量に適合した方法である必要があるとのこ

とです。採用する方法により費用も大きく異なることが予想されるため、その点を考慮しながら候

補地を選定していきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 候補地をこれから選定していきますというふうなことなのですけれども、

ボーリングをする時点で、ボーリングをした、もう過去にしたのですけれども、その土地は埋立て

をしていた土地で軟弱地であろうということは、多少なりとも予想ができていた土地であろうかと

思うのです。結果が出てから今度候補地を、ごめんなさい。地盤の改良が必要なので、これから採

用するかどうか候補地を選定していきましょうとか、建設を急いで、何年も何年もこの建設を早く

してください、早くしてくださいというこの事業に当たって、このスピード感はとてもではないけ
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れども、おかしな体制ではないかなというふうに私は認識します。 

  このボーリングをする時点で軟弱地であろうかというふうな予測が立っているのであるならば、

この土地が軟弱地であった場合、地盤がこういうふうな見込みが立つのであった場合は、ここにし

てもいいのではないかという。Ａが駄目だったらＢでいくというような、そういうふうな過程であ

っても、そういうふうな体制で仕事をしていくというのが、この椿製油所建設工事に当たっては早

急に動かなくてはいけない事業だというふうにして、もう少し認識を強く持って仕事に取り組んで

もらいたいなというところが皆さんの意見だと思うのです。 

  今回これを質問したのは、地盤の改良が必要となる見込みですとか、これから候補地を選定して

いきますとか、そういうことではなく、そこに建設をするのか、しないのかという結論をなさると

いうふうなことでご発言があったようにして記憶があるのですけれども、ちょっとニュアンスが温

度差があるようにして思うのです。もう少しスピーディーに事業が進むようなご努力をなさってい

ただくことはできないのでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  今回の結果につきましては、つい10日ぐらい前に業者から報告を受けたというところですので、

そういった内容の精査を今後進めていく中で候補地を確定していくという作業になっていくと思い

ますので、その中に地盤改良の方法も含めてどうしていくかというような話になるのと、どうして

もそこだと費用がかなりかかってしまうという可能性も当然ありますし、ただ、今までの経緯です

と、なかなか候補地が、平らでそれなりの面積がある場所というのが、なかなか適当な場所がない

というような部分もありましたので、なかなかここからほかの場所を選ぶということも、現実とし

ては難しいのかなというところもありますので、先ほどから答弁しているとおり、改良の方法みた

いなのを今後ちょっと深めていくというところで考えております。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 大変恐縮なのですけれども、候補地については、以前と言っても、いつだ

ったかというのがちょっとあれですけれども、ご提案がもう出ていたかと思うのですけれども、そ

のご提案の土地については検討がなされているのでしょうか。この漠然的なお話で、どこを指して

いるかというふうなことは、ちょっと具体的にあまり申し上げないほうがいいかと思ってこのよう

なご質問にしていますけれども。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 今回候補地、ボーリング調査を行った候補地につきましては、イン
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フラの整備だとか、そういった部分というのが設備として問題ないというところを勘案して候補地

を設定させていただいたというところは、以前の議会でも答弁させていただいていると思います。 

  一方、現在は候補地という形で、まだ確定をしていないという部分もあるのですけれども、その

一方で、できることから着手することは必要というふうに考えておりまして、新製油センターで導

入を予定している前処理の設備につきましては、センター従事者と今意見交換を重ねておりまして、

今後もその検討を重ねて、来年度、どういったものが必要で、どこまでができそうかというところ

を今詰めている段階でございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 今おっしゃったことは分かりました。インフラが大切だからそこにしたい

ということは、前にもご発言があったのですけれども、候補地と言ったのは、どこと言ったらあれ

なのかな、ちょっとお名前出していいですか。 

  以前の議員のほうから、ここならいいのではないかというふうな、漠然的かもしれないですけれ

ども、ここならどうだといったようなご提案が、椿油製油工場の建設に当たって、正式ではないに

しても、そういうふうなご提案があったように思うのですけれども、そこについてのご検討はない

ということですか。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  以前から候補地、ここどうだろうかとかという話は議員の方からもいただいていた中で、先ほど

も答弁しましたが、インフラの部分と、あとは崖の高さがあまりにも高いと、やっぱり擁壁の整備

がかなり大変だというようなところもありまして、今回ボーリング調査したところであれば擁壁も、

ちょっと擁壁の調査していないのですけれども、なるべく道路側に寄せるだとか、そういったとこ

ろで、ある程度、もともと崖ぎりぎりの土地で崖をしょっているところよりは適地ではないかとい

うことで候補地にさせていただいたという経緯でございます。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 立地やインフラに関しては十分理解ができるのですけれども、環境に問題

があるといった点ですよね。近くにプラントがあって、そういったことが長年懸案事項の中にあっ

て、なるべくその近所には建ていないほうがいいといったことが話題になっていたにもかかわらず、

インフラ重視で、そういったことを前々からおっしゃっていますけれども、そのことについてはど

のようにお考えですか。 
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〇議長（加藤大樹君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  その工場の場所の話なのですけれども、なるべく集落に近いほうがいいのですけれども、あまり

近いとそれもよろしくないというような話もあったりだとか、今のヘリポートの周辺、一度候補と

いうか、私の中でどうだろうかというので、いろいろ調べたこともあるのですけれども、やっぱり

水道が来ていないだとか、そういった課題がありました。それよりさらに山側というか、そういっ

たところに行くと、今度は国立公園、自然公園法の縛りが出てきてしまうということもありまして、

できる限り集落に近い中で、インフラ整備がなく、崖もしょっていないというところで、今回の候

補地でボーリング調査を行ったということでございます。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 私が申し上げた環境のことと、要はインフラのこととか、いろんなことの

検討が必要なことではあろうかと思うのですけれども、この軟弱地に対しての改良の見込額、それ

が擁壁や崖をしょっているといったことや、そのインフラを整備しなければいけないことに対する

対価とどのような比較して軟弱地を建設できるような状態にしなければいけない、その地盤を改良

するということがいかほどなものにになるのかということが、私にはちょっと金額的に予想がつか

ないのですけれども、それを比較しても、なおも環境もいろんなことを含めて、やはり今回ボーリ

ングをしたところが適地であるというふうなお考えなのでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  今の製油センターに近い場所というのは、現在の従事者の方も希望されたというところもありま

す。結局、その製油センターの周りに附帯施設もあったりとかしまして、そういった作業の効率性

などを考えると、やはりあまり遠い場所だとなかなかそれは厳しいかなというところもあったりだ

とか、なので、環境の問題はもちろん、前回の議会の際にも答弁させていただいているのですけれ

ども、道路挟んだ向かいに、もし今の候補地に建てるということになったときに、現在に比べてど

れほど改善されるのかというのは、そこまで私も調査したわけではないので、分からないのですけ

れども、物理的に距離が少し離れますので、そこは現在よりは改善されるだろうというところは、

センター従事者の方ともそこは共通認識としては持っているというところです。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 建設のほかに、前の段階の処理についてというふうなお話があったのです
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けれども、そこについてちょっと詳しく教えてください。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  前処理の部分につきましては、現在、例えば生産者の方がご自宅で、拾ってきた種を洗ったりだ

とか、それを天日干ししたりだとか、そういった作業を生産者の方が行っているのですけれども、

そこの部分を、新しく工場を建てた際に前処理施設として担うことができないかというところを今

検討しているというところです。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） これは建設をしなければ前処理についてはできないということですから、

建設をしなくてもそれだけでも何か事前にやろうかとか、やりたいなといった、具体的にどういう

ふうなご発言だったか、ちょっと定かではないのですけれども、そういったニュアンスのお話があ

ったかと思うのですけれども、その辺についてはいかがですか。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  前処理につきましては、例えば今の製油センターの建て替えの前に、そういった機能を持たせら

れないかというところも、行政のほうでは検討しました。ただ、せっかく前処理をしっかりやるの

であれば、機能的にその実の持ち込みから、乾燥させたりだとか、水洗いしたりだとかというのを

一つのラインとして完了できないと、逆にそこを分断してしまうような、例えばここからこの部分

はこっちにあって、ここからここは違う場所にあるとなると、やっぱり効率性も落ちますし、せっ

かくつくる意味というのが十分に享受されないだろうということで、そこはちょっと製油センター

の従事者の方とも相談はしたのですけれども、ちょっと現状で別に施設を置いてやるというのはな

かなか難しいだろうというところで、新しく建てた際にそこを入れられるようにというところで、

今検討を進めているというところです。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 具体的に建設に向けては、いつ頃、決定するような見込みで今進めていら

っしゃいますか。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 
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〇産業観光課長（荻野 了君） 現時点では、大変申し訳ございませんが、お示しすることができま

せん。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） それは、ボーリングをした土地についての検討がまだ進んでいないので、

結果が出せないという意味ですか。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 現状、地質調査の結果の検討がまだできていないというところもあ

りますし、それがオーケーな場合、ＮＧの場合、いろいろあると思うのですが、オーケーな場合だ

と、その後は測量ですか、土地の測量だとか、設計だとか、そういったことになるのですが、そう

いったところに見積りだとか、そういったのをまだ投げていないので、どれぐらいかかるかという

のがちょっと現時点ではお示しできないということです。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 行政側として、今ボーリングをした土地が何らかの結論を出せる状態にな

った場合に、行政側としての建設をしたいという意向が決まったら、それは決定ですか。その以降、

例えば農協さんだったり生産者だったり、地域の方々と検討する場というものはあるのでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 製油センターの建設につきましては、農協と、あと従事者の方と村

のほうの３者で話を進めてきているというところですので、村の施設ということですので、そこが

もし適地とあれば村のほうで建てるということになりますので。 

          〔何事か言う人あり〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） そうですね。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 次の質問へ行きます。 

  島内施設の修繕、解体について。質問内容です。南ヶ山園地内のトイレの故障について、議会で

挙がってから約２年経過しますが、９月議会時点では修繕がなされておりませんでした。現在どの

ような状況にあるのか、ご説明ください。 

  あわせて、旧漁協倉庫、これは私がそういうふうにして申し上げているだけで、正式名称がちょ

っとよく分からないのですけれども、この解体についても状況説明をお願いいたします。 
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〇議長（加藤大樹君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  南ヶ山園地のトイレにつきましてですが、当初、配管の問題として修繕を行う予定でしたが、貯

水タンクにも不具合があることが判明したため、その部分の修繕も含めて令和７年度での対応を検

討しているところです。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 今ご答弁いただいた配管に問題があると分かったのはいつの時点ですか。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 配管の調査をしたのは昨年度です。貯水タンクの不具合に関しては、

今年度、分かったというところです。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 具体的に昨年度と今年度の月を教えてください。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  配管の確認を業者さんに立ち会って見てもらったのが今年の３月です。なので、昨年度です。そ

の後、年度明けの４月、５月でしたか、そのときに貯水タンクもちょっと水漏れがあるだろうとい

うような話でございます。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） この南の公園のトイレについては、令和５年に住民からとか、議員からと

かということでは多分ないと思うのですけれども、行政の側から予算に計上があったと認識してい

るのです。５年度に工事が行われないで、６年度も再度予算が計上されて、今現在工事がされてい

ない状態だというふうにして記憶にしています。 

  議会を傍聴していて、令和４年12月に水が出ない状態が続いているということがもう既に分かっ

ていて、業者と調整をして調査確認をして進めていくということで、これが令和４年の話です。令

和５年12月には、貯水タンクにためて利用する様式で、その配水管の詰まりが原因だということで、

それで下からペットボトルやタンクで水を運んだりして対応するということでおやりになるという

ことで、おやりになったと。 
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  令和５年予算にあって、令和６年１月から３月に、ごめんなさい。修理がなかなか進まないので、

議会において、いつその修理をやるのだということで質問がされたときに、令和６年１月から３月

に最終的にはやりますということでご答弁いただいているのですけれども、もうそのときにはやる

のだというふうなことでご答弁いただいているのですけれども、それ以前にも工事はやるのだとい

うふうにしておっしゃっていて、その後、やらないので、令和６年、再度質問したら、令和６年の、

要は期末までにおやりになるということでご発言があったのです。 

  ということは、その時点で、もう業者にも依頼をし、要はやるのだということは、その原因が分

かっていなければ工事をするということができなかったはずなのです。予算も取り、工事はもうそ

の前に既にやるというふうにして何回かおっしゃっていたということです。 

  それで、令和６年３月に、今度は貯水タンクの配管の詰まりがあるとか、そういうふうにしてお

っしゃって、それで今月末までには解消できるように工事をやりますよというふうにして、令和６

年３月におっしゃっていた。だけれども、それがまたできない。今現在ができていない。令和６年

９月にどうなのだというふうなことを議会で取り上げられていたのを記録があると思うのですけれ

ども、そうすると貯水槽の部分にも水漏れの可能性があると。２年かかっても、その原因も分から

ない。故障箇所も分からない。こういった感じで、何回か質問を受けても、原因を追及できない、

業者には頼んである、工事はやる、このようなご答弁を頂戴して、都度、執行部で、村長を含めて

最終的に答弁をしているのにもかかわらず、丸２年、何も進捗がない。このような事象、村長はど

のようにお考えですか。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） ２年前ほどから石野議員が傍聴されて聞かれている中での答弁を踏まえて、

今のご指摘というふうに伺いました。 

  満足に対応し切れていないというところに関しましては、改めて申し訳ないというところでござ

います。進行管理も含めて足りていないという部分に関しまして、改めて庁内でも共有し、指導と

いいますか、職員も含めて、事業者に対しましてもきちんと指導していくように改めていきたいと

思います。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 大変恐縮なのですけれども、それは今現在のことではないですよね。もう

その以前にやるべきことであったのではないでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） ご指摘されているとおりで、足りていない部分に関しては、繰り返しになり
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ますけれども、対応していきたいというふうに考えております。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 今回、私がこの質問をしたことに対して、ご答弁頂戴しています。今度令

和７年度で対応を検討していますということだったのですけれども、それについてどのような討議

がなされて、その令和７年度という結論になったのですか。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 担当のほうと確認し、また私自身も現場も確認を何度かしていく中で、問題

が後発的にどんどん出てきたというところも含めて状況を把握しております。そんな中で、事業者

さんとの兼ね合いもあったりもする中で、先ほど課長のほうから答弁したとおりに、令和７年度に

向けて改めて仕切り直しでやっていきたいというふうに考えている次第でございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） これは推測の範囲なのですけれども、令和７年度におやりになるというの

は、南の公園の、今ワークショップを立ち上げたりして、７年度以降に構想している整備の案件が

ありますけれども、それにトイレの改修が含まれているということはありますか。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  こちらの事業とは関係ないです。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 漁協の旧倉庫解体についても。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  漁協の旧倉庫に関してなのですけれども、事業者と契約締結を行っておりまして、今年度末まで

に完了する予定となっております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 
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〇３番（石野美由紀君） この契約締結を行いというのは、これはこれから行うのですか。行ったの

ですか。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  分かりづらくて大変失礼しました。もう既に契約は結んでおりまして、今その解体に使用するよ

うな機材の取り寄せをしているというふうに確認はしております。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 道路の付近なので、いろいろ落ちているものがあるので、なるべく早く対

応していただければと思います。 

  次に行きます。６番、ＩＰ告知端末更新事業についてご質問いたします。各戸配布から４年が経

過し、機器の更新が予定されている状態にあります。更新事業について質問いたします。 

  質問は２つしておりまして、まず１つ目です。課題として、一方向の情報発信にとどまっている

ことを挙げていますが、タブレット導入時期には双方向通信が可能になると考えていた住民も少な

くありませんでした。令和８年度から運用開始予定のシステムでは課題とされる一方向通信をどの

ように改善するつもりなのか、ご説明ください。よろしくお願いします。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  現在、アンケート結果を基にどこまで実現可能であるか、検討を行っているところでございます。

双方向の通信については、村や事業者等から配信された内容について、受信側、受け手側が回答内

容等を選択し、返信を行うことができる環境について検討しているところでございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 質問です。双方向の対応はできないかということはどうなのでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  繰り返しになって申し訳ないのですけれども、双方向の通信については、村や事業者等から配信

された内容について、受け手側が回答内容等を選択し返信を行えることができる環境について検討

しているところでございます。 



 - 70 -

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 今ご説明いただいた、その受信者側が回答内容を選択し返信を行うことが

できる環境について検討しているというのをもう少し分かりやすくご説明いただけますか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  検討内容についてですか。詳しく。 

          〔「具体的に」と言う人あり〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 具体的に、双方向でどんなことができるかということですか。 

  一応アンケート結果を基に実現可能そうな双方向の使用について、今検討しているところでござ

います。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） これは今現在もやられているＱＲコードで対応するとか、ごめんなさい、

配信を受けた者に対してＱＲコードで答えるとか、そういったことを指す内容のことをお示しなの

でしょうか。ちょっと具体的によく分からないのですが。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  現在配信して、ＱＲコードを読み込んでいただいて、アンケート等回答いただいているところな

のですけれども、今検討しているのは、ＩＰ告知端末にタブレット上に表示されて、そこでタグが

選べるような仕組みを考えているところでございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） タッチすれば、それが回答にすぐ対応できるといった、そんなニュアンス

でよろしいのでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 
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  現在検討している段階では、画面をタッチしていただいて、その後、もしかしたら送信ボタンを

押すことになるかもしれないのですけれども、送信していただくような仕組みを考えているところ

でございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） そもそも論なのですけれども、アンケートを取るとか、そういうことなの

ですけれども、更新をしなければいけないものなのでしょうかというふうなご意見をたくさん頂戴

しているのですけれども、ＩＰ告知端末を導入する時点で、４年前のときには見守りだとか、そう

いったことを目的としてやりたいのだと。大きな目標だったり、住民にとって必要なのだといった

ことを、光回線を個人に契約させて契約料をお支払いさせてでもそれを進めたい。しまったという

か、強引に進められたような感が拭えないような事業だったのですけれども、それを今アンケート

を取ってと言いますけれども、アンケート自体が更新ありきのアンケートであるようにも思えるの

です。アンケートでどのようなことをやりたいですかといえば、こういうことをやりたいとか、あ

あいうことをやりたいというふうにして、予算とか、そういったことをまるで考えないで答えると

思うのです。それなのにそのアンケート調査の結果を基に事業を進めるというのは、あまりにも安

直ではないのかなというふうにして考えるのですが。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  当初、光ファイバーを敷設するためというか、各個人のところ、島内に敷設というか、各家々行

うといったところを推進するために一つのツールとしてＩＰ告知端末というのが出てきたことは否

定はしないところでございますが、議会との中で、そこについてはインターネット、光ファイバー

の契約を行わなくてもＩＰ告知端末というのは配布しますよと。しかも、インターネット契約を行

わない方についてはモバイルルーターを貸出ししますよというようなところで、当然議会との話合

いの中で、そこが当初の根底というのですか、そこが変わってきたといったところはご認識いただ

きたいなとこういうふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 今の課長のご発言ですけれども、それはそのモバイルルーターを配布した

経緯が全くもって違うと思うのです。情報格差をなくさなければいけない。そういったことからモ

バイルルーターは追加で導入をして、契約をなさらないところに配布をしたという経緯をやっぱり
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ご説明をして、結果的に今現在、ＩＰ告知端末が全戸に配布されているということをやっぱりきち

んとご説明いただきたいです。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  当初ＩＰ告知、条例、要綱ですか、等々見ていただくと分かるとおり、光ファイバーケーブルを

加入した方にＩＰ告知端末は配布するというようなところになっていましたけれども、そこは議会

とのすり合わせの中で、それでは住民に情報が行き渡らないだろうみたいなところもございまして、

また当時住民の周知の基本というか、それは村内の防災行政無線で行っていたといったところでご

ざいますが、そこも議会の中で議員からのご指摘を受けて、ほかの自治体ではやってはいるのです

けれども、利島村ではなかなか公共の電波法に基づいた防災行政無線で周知することが難しくなっ

てきたところも踏まえて、ＩＰ告知端末で現在のような形を取っているというような認識でござい

まして、情報格差をなくすとか、そういったところもありますけれども、当然当初の予定でいくと、

光ファイバーの家々の引込みを行っていただくようなところのセットでＩＰ告知端末というような

私どもの認識でございます。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 行政側のお考えとか、そういうのはちょっと完全に把握はしていませんけ

れども、当初、光契約をした方と、モバイルルーターというのでしたか、それを最後受領した方と

の月日が大分差があったというところで、光を契約した方が、私たちはこんなに早く契約して、こ

んなに長い期間基本料を支払ってというふうなクレームが入ったらば、それに対して大変申し訳な

いということで、いかばかりかお支払いしたりとか、そういうふうなことも役場ではなさった経緯

もあるわけではないですか。だから、同時期にそれが一斉に始まったというのは、やっぱり違うと

いうことを、十分こういう場でもきちんとおっしゃっていただかないと、私が虚偽の発言をしてい

るかのように聞こえます。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 決して石野議員が虚偽の発言をしているとか、そういった話では

なくて、私は時系列的な話をしたまでであって、当初の要綱上、きちっとＩＰ告知、光ファイバー

を引いたものに対してＩＰ告知端末は支給しますよというような村の当初の方針でした。そこから

議会との話合いの中で変わっていって、今はモバイルルーターを渡していますよというような説明

をさせていただいたところであって、その間のキャンペーンを行ったとか、そういったところのは

しょったところは必要なのか、必要ではないのかというところもあると思いますけれども、そうい
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った形で村としてもＩＰ告知端末で、４年前ですか、導入した当時はどこまでのものかというとこ

ろも、ここまで皆さんに使っていただけるものになったといったところは、実際に導入できてよか

ったのかなといったところ等もありますので、そういったところで、あと、そんなに防災行政無線

で流さなくても周知ができているといったところでは非常に有効であったなというふうに考えてい

ますし、また議員からありますけれども、村からの発信というよりも、ＩＰ告知端末の業者さんの

ほうから、双方向の発信ができますよとか、こういったこともほかの自治体でもやっていますよみ

たいな説明会のときにお話はしていたかなというふうに私認識しておりまして、ただ、その双方向

の実施するに当たっては、当初の予算よりも大分大きくなるというようなお話もあったので、村と

して、そこのところには双方向についてのものはその当時導入していないというふうに認識してい

ます。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） そのような機種を選択したのはなぜですかというような質問も議会の中で

なされて、引受けをした業者がその機種しかなかったかのような、選択の余地がなかったかのよう

な、そのようなご発言があった。要はスペックの乏しい、何でこういったタブレットを選んだのか

というふうなことで、議会の中でも話がありました。それは当時の総務課長であった、今の環境で

すか、その課長がご発言なさっているのがあると思うので、記録にも残っていると思います。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  タブレット自体、多少、４年前なので、１年ごとにタブレットは大体新しくなったりというので、

当時の価格的なところと性能がどこまでかというようなものとか、また動画がどの程度配信できる

かとかというの、動画、今も配信はできるのですけれども、３分間に限定されるみたいなところ、

途切れ途切れになるというようなところで、電波が遅いところだと、こま落ちしてしまうみたいな

というか、かくかくした動きになるとか、そういった性能的なところで多少の不具合があるのです

けれども、双方向を実施するに当たってのそのスペック的なところの話としては、当時の予算の中

では一番というのですか、限られた予算の中ではそのスペックで問題なかったと。実際に双方向や

ろうと思えばというか、回線速度の話等々の問題もございますので、できる、できないというとこ

ろはあれですけれども、当然タブレットの、実際に皆様もお使いになられているかと思いますけれ

ども、タブレットの性能自体に大きな差というか、その当時の売っているものに対して、全くそれ

が使えなかったかという話をすると、そうではないといったところはご認識いただきたいなと。そ

この付随するソフトウエアというのですか、実際に稼働させているものに対して双方向で実施する

ためには、費用がさらに発生しなければいけない、発生せざるを得なかったというところで、そう
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いったところは盛り込まなかったというようなところでございます。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 当時タブレットは６万円だというふうなことで、６万円もするのだったら

もっと選べたろうというふうなことも議会でお話がされたと思います。ですけれども、チョイスす

るものがなかったかのようなご発言もあったかと思います。なぜそのような話題になったかという

と、タブレットを機械から外すと、すぐ使えなくなってしまうのだというふうな、充電器に置いた

ままでなければ長時間とかタブレットのみで使えない。充電器に置いておかなければ、すぐ使えな

くなってしまう。何だこんなタブレットはというふうな話が話題になって、そういうふうなことに

なったと思います。そうしたらば、そういうふうな機種しか選べなかったといったような回答があ

りました。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  この機種の選定に当たっていろいろなところがあったのですけれども、まずつなぎっ放しで防災

行政無線の戸別受信機を想定しているものを想定していたというところも含めて、そこにも代わる

ものというところで想定もしていましたので、バッテリーの容量をそこまで大きなものにしていな

いと。 

  また、夜１時ぐらいに一度再起動かけたりしてリフレッシュもするのですかね。そういったとこ

ろで、バッテリーを長もちさせるための仕様。スマートフォンなんかも、充電を繰り返しやってし

まうとなかなか、すぐにバッテリーが傷んでしまうというようなところございますので、そういっ

たことのないような機種の導入というところも含めて、今回というか、前回導入させていただいて

いるといったところでございます。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 今、当時の機種の選定について議論しても発展的でもないし、あれなので

すけれども、チョイスはそれほどできない。業者がこれだということで、それにしたというような

旨の答弁があったということは確かでした。この機種については、もうこれ以上申し上げることは

ありません。 

  ただ、今回のＩＰ告知端末を変更するに当たっても、様々な住民のほうでは意見があって、大し

て使ってもいない、俺ら見ていないよとか、便利かもしれないけれども、山に行っていれば聞こえ

ないのだよなとか、昼間だってちゃんと聞こえてくれれば情報がそのときに聞こえるのだよなと。

それは家にいて黙って座っている人が便利に使えるものであって、特に便利なものではないよとい
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ったようなご意見が多数あるということは認識してください。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答え、ご質問というか、ご要望に対してで

すけれども、まさに外に出ているときに外で聞こえないのだよというようなことは、防災行政無線

で流れてくることについてのお話をされているのかなと、私はちょっと今聞いていたのですけれど

も、当時、議論の中で、防災行政無線でいろいろな情報を流すのはいかがなものかというような、

電波法の趣旨に反するのではないかというような議会で議論がなされて、村としてもそういったも

のは防災行政無線では取り扱えないという判断をして、このＩＰ告知で今流しているといったとこ

ろでございますので、ＩＰ告知端末というのは、家に帰ればそのまま再生していただければ、放送

あったものについて再生が可能だといったところで、そこの点については防災行政無線よりも一定

程度優れている、機能が持たされているといったところも踏まえて、当然、今後ＩＰ告知端末を更

新するに当たって、どういった検討の中でいろいろ議論していかなければというか、検討していか

なければいけないところもありますけれども、そういったところは議員のほうからもご忌憚のない

ご意見をいただければなというふうに考えてありますし、またこれがＩＰ告知端末というもののそ

もそものもとが、家にいたときのところの話からそもそも波及していると。波及しているというか、

ところもありますので、屋外でどうやった形で情報が取れるかといったところについても、今後検

討していかなければいけないのかなと考えております。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 入替えに向けて、もう始動しているということで、止めることもできない

ということなので、よりよい方向に向かっていけたらいいなというふうには考えますけれども、反

対意見を持っている方も多数いるというふうな認識を持っていただきたいと思います。 

  また、現在のタブレットは、情報量、文字数が多くて、タブレットが小さいことによって拡大す

ることができないので、情報を見ることが大変難しいというのが、ちょっとご意見頂戴しているの

で、何か改善点につながるようでしたらご検討ください。 

  ２番です。１の課題解決を含めて、現段階の運用計画を実行するためにはどういったタブレット

に更新しなければいけないのか。予算規模、財源はどうなる予定なのか、ご説明ください。次の質

問よろしくお願いします。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  現在、来年度の予算計上に向けて、仕様の検討、経費積算を進めているところでございます。財
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源については、今年度も活用している市長会の補助を想定しております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ちょっと細かいことですけれども、このご答弁の答弁書に書かれている、

財源については今年度も活用している市長会でよろしいのでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  ご記載させていただいているとおり市長会です。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 現在、経費の積算を進めているところというふうなことでご回答を頂戴し

ていますけれども、前回の総予算が幾らぐらいだったのかということも念頭に置いて、今回の予算

についてもお考えになっているかと思うのですけれども、前回がどのくらいかかっていて、今回は

どのくらいかかるのであろうといったような大体の見込みを立てていらっしゃるのかというところ

は、どういうふうにお考えになって事業を進めているのか、お伺いしたいです。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  先ほどもお答えさせていただいたとおり、現在、来年の予算の計上に向けて検討とか積算を行っ

ている段階でございますので、不明確な金額はお答えすることはできません。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 前回、令和４年に新設というか、導入したときはどのぐらいの予算がかか

っているのでしょうか。ごめんなさい。令和４年ではない。４年が経過して。 

  申し訳ありません。訂正します。今、各戸に配布されているＩＰ告知端末を設置したときの予算

はどのぐらいだったのか、お教えください。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えします。 
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  後ほど調べてお示しさせていただきます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 時間が短縮されて、残り時間が10分となりましたので、急ぎ最後の質問に

行きます。 

  ７番、利島村第４次総合計画後期基本計画についてご質問いたします。令和７年を期限とする利

島村第４次総合計画後期基本計画について質問いたします。質問内容は２点ございます。 

  １点目です。定期的に計画について検証、修正を行ってきたのか、ご説明をお願いしたいと思い

ます。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  第４次総合計画についてでございますが、総合計画とは利島村における行政運営の最上位計画で

ございまして、まさに将来の目標や施策についてお示しをさせていただいて、行政が行動するため

の基本的な指針となるものでございます。 

  総合計画の中には、基本構想として今現行の第４次総合計画については８年間でございまして、

前期の基本計画については、平成30年度から令和３年度までの４年間として、令和３年度において

見直しを行った後、その中でそれまでの前期計画の検証、修正を踏まえたものを後期の基本計画と

して策定し、その後４年間、令和７年度まで実施しているところでございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ありがとうございます。 

  総合計画を作成するに当たって、総合審議会というのが、村長の諮問の下、諮問機関としてござ

いまして、諮問を受けて答申をするといった、そういうふうな機関がございます。その諮問機関か

ら答申を経て、村長のほうで答申を受けておつくりになる総合計画であります。 

  この計画をおつくりになって、計画に照らし合わせて村政というのが、なかなか年数がたってい

ることもあって難しい場面もあろうかと思うのですけれども、総合計画と実際の運営についてはど

のような状況で業務に当たられているのか、ちょっとお聞きしたいと思いますが、いかがですか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問お答えします。 
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  当然、基本構想は８年前に策定されているものでして、当時のことを踏まえて実施しているとい

った中で、やはりそごが出るようなところがあるかなというふうには当然考えておりますが、基本

的な理念というのですか、そういったところは、村をよくしていきましょうではないですけれども、

そういったところについては何ら変わるものはないのかなというふうに考えてございます。 

  また、昨今、総合戦略というようなものがございまして、国から総合戦略策定しなさいというよ

うな義務づけも行っている中で、総合計画と総合戦略というものを一体的に考えていかないと、や

っぱりどうしても支障があるというような中で、非常に私どもとしても苦慮しているというか、困

っているといったところもございます。 

  本来でいけば、もっと大きな自治体でいきますと、毎年毎年、その計画の中について、当然検証

等々行いながらそれに修正を加えていくというようなところもあるかと思うのですけれども、なか

なか利島村の現在の職員のマンパワーのところというと、なかなかそこのところには力を注いでこ

れないというようなところもございますので、そこについては適宜、施策というのですか、細かな

施策の中で修正も行いながら実施しているのが現状でございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ありがとうございます。 

  やはり策定して、時代の流れとかいろいろあって、またその途中で、おっしゃったように総合戦

略といったようなものが、指導とか、その作成を義務づけられたりとか、そういったことで、いろ

んなことに対して変化が求められてしまっているということで、なかなか苦慮されているというと

ころが見受けられるのですけれども、村長の寛大なるご配慮というか、総合審というのは、答申を

したらばそれで終了するといった、本来ならばそういうふうな機関であろうかと思うのですけれど

も、検証も併せてこれからやっていこうねといったような温かいような方向でおやりになっている

会だということでお聞きしたので、これからもそのような機会を与えていただいて進めていけるよ

うな会で、第５次に向けて検討していけるような、そういった場をつくっていただければありがた

いなというふうに思います。 

  また、次の質問なのですけれども、令和７年をめどに、ごめんなさい、しっかり言います。次の

質問です。②番、令和７年を目の前にして、今後の検証をどのようなスケジュールで行うのか、ご

説明ください。よろしくお願いします。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問お答えします。 

  令和７年度中というようなお話もさせていただきますと、まさに今、今後これから第５次の総合
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計画を策定する中で、第４次総合計画の中で盛り込まれているもので時代にそぐわないもの、また

できていないもの、またでき上がったものと、そういったものの見直しを私ども村役場執行部の中

でも検証させていただきながら、それを第５次総合計画の中で反映できるような仕組みづくりとい

うか、行っていきたいと思っております。 

  スケジュールについては、以前お話、総合開発審議会のほうでもちょっとお話しさせていただき

ましたけれども、今12月にアンケート、住民に対するアンケートを12月、１月で実施しまして、そ

のアンケートの結果をもって総合開発審議会の委員の方たちにはお示しというか、アンケート結果

のほうをご送付しまして、ご送付というか配信しまして、それについて来年度令和７年度に、また

委員の方々に集まっていただいて、今後、前回の会合の中でお話しさせていただいたようなことを

させていただいたところについて、委員からもご提案もございましたが、そういったところをしっ

かりと検討していきながら、早い段階で骨子を策定して、一度、総合開発審議会のほうでご検討い

ただいて、その後に骨子から肉づけしたようなものを早い段階で、まず住民の方にパブリックコメ

ント等々でご意見を頂戴させていただきながら、第５次計画、令和８年４月に向けて進めて、計画

が策定できるような道筋で考えてございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ちょっと先走ったのですけれども、要は、また総合審に諮問をお出しにな

るといったことで、今、よろしいのですよね。また答申を受けるといった形をやっていくというこ

とで、ちょっと後先になってしまったのですけれども、今おっしゃったとおりであるならば、そう

いうふうにしていくということで確認をしたいと思います。お願いします。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  まさにおっしゃっているとおり、答申、どういった諮問をするかとか、そういったところも含め

て今後検討していかなければいけないかなというふうに考えています。 

  答申について、当然委員の方から、委員の方というよりも、総合開発審議会としての答申をいた

だいて、そこは当然、第５次総合計画の中に反映していくような形になるかなと思っております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ありがとうございます。 

  今回、議会のほうから答申のほうの、ごめんなさい、答申ではなく、総合審のほうの委員のほう
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に役割を頂戴しまして、私も参加させていただくことになるのですけれども、前回という言い方お

かしいですね。私が追加して参加するだけで、ほかのメンバーの方は以前からいらっしゃった方な

のですけれども、その方たちにお伺いしたところ、要は検証とかそういったことにも携わっていく

ような機会を与えてくださっているといったようなことを、そのようなニュアンスのことをお伺い

したので、今後もそういったことを、答申で終わるのではなく、みんなで検討したことに対しては、

そのようなご機会をいただけるということがあれば幸いだと思います。いかがなものでしょうか。

よろしくお願いします。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 先ほど総務課長のほうで答弁したとおりで、諮問の形に関しましても十分協

議した上で、また新たな総合審の委員のメンバーの皆様とも協議した上で、よりよい形で進めてい

けたらなというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 私が今個別にお伺いしたことは、よりよいというところに含めて考えてい

いということでよろしいでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） できればよりよくしていきたいなというところで、先週に開催されました総

合審の中でも少し述べさせていただきましたが、実際問題、計画つくってというところももちろん

あるのですけれども、実行する部分でいうと大部分が我々行政職員である中で、その中の、実際、

現実的なところ、要はその会議の中でも申し上げさせていただきましたが、それがかなり負荷にな

るという現実もある中で、お互いによりよい形を模索していければいいかなという意味で、よりよ

くしていければなというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ご意向は十分、分かりました。どうぞよろしくお願いいたします。 

  質問を終わります。 

〇議長（加藤大樹君） 以上で石野議員の一般質問を終わります。 

  暫時休憩といたします。 

          （休憩 午後 ３時２４分） 
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          （再開 午後 ３時３３分） 

〇議長（加藤大樹君） 再開いたします。 

  続きまして、一般質問を行います。 

  ４番、井口保議員。 

          〔４番（井口 保君）登壇〕 

〇４番（井口 保君） それでは、質問する前に、後ろの傍聴人の方から、どうも発言している声が

聞こえないということを今お伺いしました。これで聞こえますか。 

  それでは、ただいまから私のほうの一般質問をさせていただきます。本日、私の一般質問に当た

って、村道及び林道の管理、椿林のモノラックの管理、旅費の３点の事項についてお伺いしていき

たいと思います。 

  １番目、林道及び村道の管理について。村道新地山線や林道宮沢線の草木の道路への張り出しに

ついて、車両や歩行者の通行に支障があるように見受けられますが、どのように管理していくか、

お伺いいたします。 

〇議長（加藤大樹君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 井口議員のご質問にお答えいたします。 

  先日、村道新地山線、林道宮沢線の実地で確認したところ、繁茂した草が道路上に張り出してい

る箇所があることを確認しました。本来は敷地内の草木の管理は所有者が行うべきものであり、村

としてはその所有者に適切な管理を呼びかけていきたいと考えております。 

〇議長（加藤大樹君） ４番、井口議員。 

          〔４番（井口 保君）登壇〕 

〇４番（井口 保君） 先日、村道新地山線や林道宮沢線を実地で確認したところ、草木が繁殖して

道路上に張り出している箇所があることを確認しましたという、今、主幹のほうから説明がありま

した。それは、やっぱり実際に村の職員の方が見ていただくと一目瞭然な形になると思っています。

そういったことをやっていただいてよかったなとは思っていますが、そこで草木の管理は、本来、

土地の所有者が行うことが前提ではございますが、高齢者が多くなってきており難しくなっている

と思いますので、村としても対応をお願いしていきたいと思っています。 

〇議長（加藤大樹君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 井口議員のご質問にお答えいたします。 

  議員がおっしゃる趣旨も踏まえまして、既定経費を活用しながら道路周辺の除草の実施を検討し

たいと考えています。 
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  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ４番、井口議員。 

          〔４番（井口 保君）登壇〕 

〇４番（井口 保君） 林道、村道は集落から椿林に向かう重要な道路でございます。農家の皆さん

が通行に支障を来すことがないよう対応していただくことをお願いいたします。 

  次、２番をお願いします。次に、椿林のモノラックの管理について。次に、椿林のモノラックで

すが、多くの椿は斜面に植わっており、その管理には多くの労力がかかります。生産農家が減って

きている中、自分の山まで歩いていくことが難しくなってきており、モノラックは農家にとって大

切な設備です。ただし、レールの破損や機材の故障が発生した場合、その管理には当該の業者にお

願いすることになりますが、すぐに対応することができない状態であり、その間、農家は作業をや

めることもあります。そこで、島内での修理体制の確保についてお伺いいたします。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 井口議員のご質問にお答えします。 

  モノトラックにつきましては、生産者の方にとって農作業の負担の軽減につながる重要な設備で

あると認識しております。その一方で、修理には専門的な技術が必要で、島内の事業者の状況を鑑

みると、即座の修理を行う体制を組むことにつきまして極めて難しいというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ４番、井口議員。 

          〔４番（井口 保君）登壇〕 

〇４番（井口 保君） 確かにそのような技術を持った業者はいませんが、ちょっとした修繕でもで

きるようになれば状況は改善できると思います。時間はかかると思いますが、そのような修繕がで

きる人材の育成確保について伺います。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 井口議員のご質問にお答えします。 

  この間、モノラックに関しては、私のほうでも調べたりとかしたのですけれども、修繕に従事す

るためには事業者による協会の認定を受けることが必要となります。その認定を受けるためには、

機材やレールを保有し、それを自ら設置、使用する会社に所属したり、施工やメンテナンス等に１

年以上従事することが必要ということになっているというところです。ですので、そのため島内で

人材をすぐに育成するとか、確保するということは難しいというふうに考えております。 

〇議長（加藤大樹君） ４番、井口議員。 

          〔４番（井口 保君）登壇〕 
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〇４番（井口 保君） 確かに今課長がおっしゃったように、島内での人員を確保することは難しい

ということはよく分かりましたが、そのような中でもモノラックに支障があった場合、少しでも早

く対応していただきたいと思います。できることは限られていると思いますが、村ではどのように

対応していくのか、お伺いいたします。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 井口議員のご質問にお答えします。 

  まず、昨年度につきましては、当初予算で計上した以上のモノラックの修繕の必要があるという

ことで、補正予算で対応させていただいたということでございました。今年度も想定していた以上

の修繕が必要になったということから、今回の議会で補正予算を計上して対応したいというふうに

考えております。 

  モノラックにつきましては、敷設から長い年月を経過しておりまして、年々老朽化が進んでいる

という認識をしております。今後は機動的に修繕を実施できるように、近年の修繕の頻度を踏まえ

て当初予算案を計上したいというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ４番、井口議員。 

          〔４番（井口 保君）登壇〕 

〇４番（井口 保君） 当初予算の計上で工夫を施すという答弁でした。補正予算を編成するという

時間を裁くという点では効果があると思いますが、今後も修繕を効果的に行うことができる方法に

ついて検討していただきたいと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 井口議員のご質問にお答えします。 

  今後とも継続して検討はしていきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ４番、井口議員。 

          〔４番（井口 保君）登壇〕 

〇４番（井口 保君） このモノラックについてはお金をかかりますけれども、モノラックがないと

椿林の作業をする人が本当に困りますので、十分そこのところを酌んでいただいて、よろしくお願

いいたします。 

  次に、３番目の質問をいたします。都内のホテル代は、コロナ禍から転じ、訪日外国人の増加な

どによるインバウンド需要を受けて、ごめんなさい。最後に旅費についてお伺いします。 

  多くの外国人が訪日しているとともに、物価高騰もあってホテル等の宿泊費は上昇していますが、
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例えば職員が東京に出張する際に自己負担なく宿泊できているのか、懸念するところです。今年の

３月議会で職員の旅費や議員の費用弁償に関する条例が改正されたところですが、今後どのように

対応していくのか、伺います。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） よろしくお願いします。井口議員のご質問にお答えします。 

  井口議員のおっしゃっているとおり、島内のホテル宿泊料につきまして、コロナがまさに終わっ

た後、外国人が今インバウンドで多数訪日している中を受けまして、非常に上がっているといった

ところは私どもも認識しているところでございます。 

  ホテル業界団体の統計によりますと、都内の今年４月の平均単価、１部屋当たり宿泊料でいきま

すと、もう１万8,000円を超えているというようなところで、これは６年前へのコロナ前の同月と比

較しても1.5倍程度の額となってございます。 

  また、島嶼会館のほうで宿泊できる場合は、当然現行の旅費条例の中で、議員の費用弁償も含め

てなのですけれども、定める額で賄えることができますけれども、同会館予約、島嶼会館について

もなかなか予約ができずに満室であるということも多く、ほかの施設での宿泊を余儀なくされるこ

とが多い状況も私どもも認識しています。 

  こうしたことから、昨今の宿泊費の高騰に対応できるように国の旅費法の改正がなされましたこ

とも踏まえて、参考にしながら、職員の旅費や議員の費用弁償に関する条例の改正については今後

検討していきたいと考えております。 

  以上でございます。 

〇議長（加藤大樹君） ４番、井口議員。 

          〔４番（井口 保君）登壇〕 

〇４番（井口 保君） 出張は紛れもなく公務の一環です。その公務で職員の自己負担が生じないよ

う、発生しないよう制度を適切に改正していただきたいと思います。特に、これから議長も相当出

張が多くなるし、職員の方も出張されるときに本当に自己負担を減らすような対応、そういったこ

とを積極的に取り入れていただければと思います。よろしくお願いいたします。 

  以上で私のほうの質問を終わらせていただきます。 

〇議長（加藤大樹君） 以上で井口議員の一般質問を終わります。 

  続きまして、５番、髙田竜次議員。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） 副議長の髙田です。よろしくお願いいたします。 

  一般質問に際しまして、私の質問のほうが一問一答形式にそぐわない部分がありますので、テー

マごとに質問が複数含まれてしまいますが、概要を読み上げさせていただいた後に、一問一答形式
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の質問を繰り返すという形で質問していければと思います。よろしくお願いいたします。 

  まず１点目、発生材の処理について、１―１、圃場の利用についてになります。概要は、ジシン

ガ沢ストックヤードでは、個人の事業者による伐採物及び村内一斉清掃で発生した草木を受け入れ

ています。前回の村内一斉清掃後、保管スペースの大部分が使用済みとなり、現状の運用を継続し

た場合、近い将来、保管限界に達することが予想されます。堆肥化による体積減少等を見込んでい

るものの、新規搬入のペースがそれを上回っており、このままでは持続的な利用が困難になると考

えられます。ついては、ジシンガ沢ストックヤードが満杯になった場合の代替地の検討状況及び現

在のヤードを持続的に使用していくための方策についてお伺いします。 

  また、問題解決に向けた提案として、草木粉砕機の導入による堆肥化の促進を提案いたします。

堆肥化については、利島村が導入している生ごみ処理システムとの相乗効果が期待できるプロセス

を構築できると考えています。生成された堆肥は島内の農業での利用を優先し、可能であれば余剰

分を島外に搬出、可能であれば売却のルート等を確立する体制整備が望ましいと考えますが、村の

考えをお伺いいたします。 

  一問一答形式に即しまして、質問の１点目はジシンガ沢ストックヤードが満杯になった場合、代

替地の検討状況についてお伺いします。 

〇議長（加藤大樹君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 髙田副議長のご質問に答えさせていただきます。 

  ジシンガ沢ストックヤードの保管量に限りがあることは認識しておりますが、本村は峻険な地勢

であるとともに、自然公園法の制限を受ける箇所も多く、代替地を選定することが極めて困難です。

代替地の選定や持続可能な使用方法について検討してまいります。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田議員。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） 代替地の検討状況につきましては、公園法の絡みであったり、地目の変更で

あったり、多くの課題があることは認識しております。また、急峻な地形のため、ストックヤード

等に適した平地を用意することが非常に難しい状況なども理解しておりますが、問題としては解決

していかなければならない問題ですし、保管限界がかなり近いことも予想されますので、検討を続

けていただければと思います。随時議会を通しても質問をしていければと思っております。 

  ２問目、現在のヤードを持続的に使用していく方策について、チップ化等は提案させていただき

ましたが、それ以外に村で現状で検討している方策等がありましたら、お伺いできればと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 髙田副議長のご質問に答えさせていただきます。 
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  生ごみと草木のチップの混合による堆肥化については、本年、他の自治体の事例を視察いたしま

したが、ごみの減量化という点では有効であると考えます。ただし、草木の粉砕や温度の変化を見

ながらの攪拌、散水などの作業が長期間で複数回必要であり、多くの人員が必要となります。人員

が充足した場合、このような方法も検討の余地があると考えていますが、島内の人員の現状を鑑み

ると、導入には慎重な対応が必要になると認識しております。といいながらも、持続可能な使用方

法についてはまた検討させていただきます。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田議員。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） ご回答ありがとうございます。 

  チップ化等の堆肥化につきましては、温度管理等、想定しているよりかなり多くの工数がかかる

ということのようで、人員も、さっきの議員の質問でもありましたとおり、ごみの分別、搬出等含

めまして、人的なリソースのところがかなり逼迫している状況でもありますので、検討には慎重な

姿勢が求められるとは思っております。 

  ただ、草木等を受け入れる場所が島内においていないという状況は、農業者のみならず、村内一

斉清掃等も含めまして、かなり課題となってくるかと思いますので、引き続き検討をよろしくお願

いいたします。また、質問を通して聞いていければと思っております。 

  関連しまして、１―２番、島内の発生土の処理について質問いたします。島内の工事で発生する

土については、以前は工事間での転用を含めた島内処分を行っており、ジシンガサワストックヤー

ドを仮置場として使用しておりました。しかし、数年前から保管限界が近いとの判断により、村発

注工事以外の土の受入れを停止している状況です。さらに、同じ場所で、先ほども触れましたとお

り草木の受入れも行っているため、現在、村発注工事の土についても仮置きが困難な状況となって

おります。 

  発生土の受入れ、仮置きのための代替地についての検討状況と、検討されている場合、運用開始

の見通しについてお伺いいたします。また、発注者、事業者に対してどのような対応を求めていく

か、方針をお聞かせください。 

  １問目、発生土の受入れ、仮置きのための代替地の検討状況と運用開始時期が決まっていたら、

お伺いします。 

〇議長（加藤大樹君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 髙田副議長のご質問にお答えします。 

  先ほど上野環境建設課長の答弁にありましたとおり、ジシンガ沢ストックヤードの保管量には限

りがあることは認識していますが、本村は峻険な地勢であるとともに、自然公園法の制限を受ける

箇所も多く、代替地を選定することは極めて難しい状況であります。 
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  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田議員。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） ありがとうございます。 

  今ありましたとおり、草木の受入れも含めまして、土の受入れも別にヤードが必要となってくる

状況です。今後、工事等がありまして、盛土工事、土が搬出されて、その工事で使われるような工

事がありましても、一時仮置き、搬入のために仮置きするスペース等は必ず必要になってくるとこ

ろですので、草木の受入れも含めまして、かなり難しい課題かとは思いますが、候補地の検討でし

たり、いつまでにどういったことをしていくかというのを検討を続けていただければと思います。 

  ２点目です。この検討が進んでいない状況においても、島内の工事等は進んでくるかと思いまし

て、発生土は常に出てくることが考えられますが、発注者や事業者への対応について方針をお聞か

せください。 

〇議長（加藤大樹君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 髙田副議長のご質問にお答えします。 

  現状では、ストックヤードの保管に限界が生じた場合、島外搬出をお願いすることになると考え

ています。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田議員。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） 発生土につきましても、ほかの産業廃棄物についても同様なのですが、島外

搬出がかなり発注時の金銭的、予算的な負担も大きくなってきますので、代替地の検討は常に続け

ていただければと思います。 

  続きまして、２番、村道の整備についてお伺いいたします。久保里山住宅と村中心部を結ぶ連絡

通路の整備についてです。久保里山住宅には、現在村営住宅として６棟のログハウスが使用されて

おり、新たな住宅の建設も予定されています。しかし、この住宅エリアは、買物をする場所や公共

施設から遠く、孤立している印象を受けます。また、この孤立感は直線距離の問題ではなくて、ア

クセス性の問題に起因しているかと思います。車で行く場合は、隣接の道路沿いに中心から遠ざか

る、村の中心から遠ざかる方向にどちらの道路もつながっているかと思いますので、遠ざかる経路

を取らざるを得ず、徒歩の場合は未整備の道を通らなければなりません。特に夜道が暗いときや悪

天候のときは足元が悪く、心理的な距離感がさらに増すと考えられます。 

  現在ログハウスの居住者と今後の新規住宅入居者の住環境向上のため、公共で整備された歩行者

用連絡通路もしくは、できれば車両通行が可能な道路の設置が望ましいと考えております。この点

について、村道の整備計画で検討されたことがあるか、また今後検討される可能性があるかについ
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てお伺いします。 

  質問１点目です。村道の整備計画における検討の有無についてお伺いします。 

〇議長（加藤大樹君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 髙田副議長のご質問にお答えいたします。 

  ご指摘のとおり、現在、久保里山では新たな住宅の建設が進んでおり、既設の住宅に入居されて

いる方も含め、集落の中心地や公共施設へのアクセスにご不便をおかけしていると認識しています。

土地の収用に向けた調整を一部実施しておりますが、現在、ほかでも多くのインフラ整備を進めて

おり、それらの性質や状況を踏まえて、順次着手していくところでございます。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田議員。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） 追加で１点、今の答弁に対してご質問させていただきます。 

  土地の検討等、収用等の検討はされているということで、計画自体はあるというところだと思い

ます。その中で、ほかのインフラ工事が多く進んでいるため、他工事等のインフラ整備とのバラン

スを考えて随時検討していくというご答弁だったかとは思いますが、具体的に通す場所等、候補地

というか、どの程度を通される予定かとかが具体的にありましたら、可能な範囲でお伺いできれば

と思います。よろしくお願いします。 

〇議長（加藤大樹君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 髙田副議長のご質問にお答えします。 

  集落内へのアクセス向上が図れるようにルートを検討したいと思いますが、ちょっと本日は具体

の説明は控えさせていただきたいと思います。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田議員。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） 具体的なルートについては、検討発表ができる段階になったらお伺いできれ

ばなと考えております。 

  また、先日、ちょうど久保里山の今行っている辺りを徒歩で夜通る機会がありまして、久保里山、

はしけの広場のごみの集積と分別を行っているほうから久保里山のほうに上がっていった際に、街

灯等の整備も恐らくほとんどされていなくて、久保里山住宅に入るエリアのところが相当暗かった

ので、そういったところも、世帯の方、お子さんがいらっしゃる方とかが住んだときとかに関して

は、夜、基本的には徒歩で移動される方の場合はかなり整備が行き届いていないなという、村の中

心部に比べて、街灯の整備等も含めて少し行き届いていないなという印象を受けましたので、先行

して街灯等の整備はされる予定等はございますか。また、現段階で検討していなかった場合におい
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ても、今後検討していく可能性はありますか。お伺いします。よろしくお願いします。 

〇議長（加藤大樹君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 髙田副議長のご質問にお答えします。 

  ただいまいただきました質問、課題を再度役場のほうで検討しまして、今後、整備するか、しな

いか、検討を進めたいと思います。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田議員。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） ありがとうございます。 

  続きまして、次のテーマに移ります。教育についてです。義務教育学校の設置による効果につい

てお伺いします。今年度より、利島の小学校、中学校が義務教育学校として再編されました。この

再編に際して、どのような効果、変化を想定していたのでしょうか。 

  また、義務教育学校として半年以上が経過した現在、実際にどのような効果、変化が見られてい

るのか。メリット、デメリットを含めてお聞かせください。 

  質問の１点目です。再編に当たって想定していた効果、変化について、前教育長が説明をされて

いるかと思いますが、また改めてお伺いします。よろしくお願いいたします。 

〇議長（加藤大樹君） 三室教育長。 

          〔教育長（三室哲哉君）登壇〕 

〇教育長（三室哲哉君） ご質問ありがとうございます。髙田副議長のご質問にお答えさせていただ

きます。 

  当初想定していた効果や変化について、大きく３つあると伺っております。利島の教育環境や特

色に合わせて、９年間を見据えた柔軟なカリキュラムを編成できることが、まず１点目。２つ目が、

小学校と中学校の教員の一体感の醸成につながる、これが２点目。それから、小学校、中学校それ

ぞれで処理してきたような事務、その他に関しまして統合処理することで効率化が図れること、こ

の３点を想定しておりました。 

  以上になります。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田議員。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） ありがとうございます。 

  半年間たちまして、具体的にはどんな変化や効果が見られているでしょうか。よろしくお願いし

ます。 

〇議長（加藤大樹君） 三室教育長。 

          〔教育長（三室哲哉君）登壇〕 
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〇教育長（三室哲哉君） 髙田副議長の質問に答えさせていただきます。 

  まず、カリキュラム編成についてなのですけれども、こちら複数年で検討して、それを実施して

いく、そういうものでございますので、現段階でカリキュラムの内容を評価することはちょっと難

しいかなというに感じております。 

  ただし、その検討の過程で、教員間の議論が活発化するなど、副次的な効果が現段階でも現れて

おります。義務教育になったからしっかり決めていこうと、そういうお声が教員の中からも聞かれ

ている、そういう状況でございます。 

  続いて、小学校と中学校の教員の一体感についてなのですけれども、こちら学校の中でも義務教

育学校になるというのが、ある程度インパクトが強い出来事でもございますので、今までよりも、

そもそも一貫校でしたので、内地で義務教育学校になったときよりも、土壌はあったと思うのです

けれども、さらに教員間で以前よりも連携が進んでいるというような報告を受けております。こち

らに関しては、さらにカリキュラムの内容が変わっていくことによって、さらに一体化が進むと想

定しております。 

  それから、事務の統合による効率化については、副校長はじめ学校の管理職の学校のマネジメン

トに係るさらに時間を充てることが、現段階でもできているというふうに伺っておりますので、そ

ういったことが既に効果が出てきております。 

  そのメリットについてなのですけれども、まさに今年度から取り組んでいこうとしている、取り

組んでいる義務教育学校としての新しい教育課程の編成ができるというのが最大のメリットだと考

えております。 

  一方で、デメリットについてということなのですけれども、正直申して、こちら利島にはデメリ

ットはないのかなというふうに評価をしております。例えば内地の学校では、義務教育学校の移行

に伴って学校数が削減されるであるとか、その再編につながって学びの拠点である学校数が減って

しまって、それにより地域の文化が途絶えること、こんなことがよく議論されることがあるのです

けれども、もともと一貫校であり、一つの学校であった利島の中では、そういったデメリットの部

分というのがあまりなくて、むしろそういった、普通はデメリットになるようなところを逆に使っ

て地域の文化がさらに発展していくような、そういったカリキュラムが柔軟に編成できるというこ

とで、お答えとしては、デメリットはなく、メリットだと感じておりますということになります。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田議員。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） ありがとうございます。 

  デメリットがない点については、先ほど、ほかの議員も触れられているとおり、小さなコミュニ

ティー、顔を知っているコミュニティーだからこそ、生徒数も少ないからこそ、デメリットが生じ
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にくいといった認識で、非常に利島の適性に合った再編だったかと思います。 

  この点について、追加でご質問させていただきます。カリキュラムの自由度と申しますか、再構

築が可能だというところで、複数年度でそこは考えていかなければいけないことだというのは重々

認識しているのですが、今までの小学校、中学校という立てつけのときにはできなかった自由度だ

ったり、逆に義務教育学校になったから、こういうことが制約がかかるようだったり、カリキュラ

ムの面では具体的にどういった変化等が現れるのか。また、今後、どういうふうにカリキュラム編

成を、方向性としてはどういうふうにしていきたいのかというところをお伺いします。 

〇議長（加藤大樹君） 三室教育長。 

          〔教育長（三室哲哉君）登壇〕 

〇教育長（三室哲哉君） 髙田副議長の質問にお答えいたします。 

  まず、今後の展開についてなのですけれども、まず義務教育学校独自のカリキュラムということ

で、地域に根差したそういった教育を充実化させることが可能になります。私も仕事をさせていた

だきながら、２か月ほどたちましたけれども、利島のよさを生かした教育というのは非常に魅力的

に感じておりまして、それを具体的に実現できる、それがまさに義務教育学校であるかというふう

に感じておりますので、こちらは私もまだ来て早々ですので、地域の方、それから先生方と話し合

いながら、しっかりと方向性を定めて決めていければと感じております。 

  もう一つは、いわゆる小学校６年、中学校３年ですと、６年間で初めから終わりまで、中学校も

１年から３年までで終わりとなっていますけれども、少しかぶる部分とか、実はこれ昔に比べて子

供たちが年齢的に少し早熟な傾向にあったりするので、本来ならば小学校５年生、６年生でやった

ほうがいい内容とかも、今の現行の小学校、中学校の制度だと、しっかりと小学校は６年間、これ

やる、中学校は１年生入ったらこれからこれとなっているのですけれども、これを利島独自で１年

生から５年生まで小学校の内容をやると。６年生から９年生まで中学校の内容をやるということも

可能になるので、そういった小と中、いわゆる６年と３年という壁を少し柔軟に、島独自のカリキ

ュラムで編成することが可能になります。 

  こちらご承知のように、教員も小学校の免許でも中学校の免許を持っている者が大前提の制度で

ございますので、そちらに関しては、どちらの先生が行ってもというような形の授業になるという

ことと、また人数規模に合わせて異年齢学習が充実するとか、そういったことにつながると考えて

おります。 

  以上になります。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田議員。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） ありがとうございます。 

  カリキュラムについては、地域学習等へのメリットと、学年ごとに本来だったら割りつけられて
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いるようなカリキュラムを流動的にというか、フレキシブルに再編をかけられたり、適正化が図れ

るというところが大きくあるのだなということ、分かりました。 

  追加で質問をしたいところなのですが、次の質問にも絡んでくるお話ですので、次の質問に参り

ます。利島から受験をして進学する子供たちの指導についてです。利島には高校がないため、多く

の子供たちは中学校卒業とともに内地の高校へ進学します。その際、ほとんどの生徒が親元を離れ

て生活することとなります。 

  ここ数年、中学３年生の受験指導に携わる中で、利島の子供たちの学力は全体的に高いと感じて

おります。少人数制の授業により、いわゆる落ちこぼれがいない環境が実現できているのではない

かと感じております。しかし、十分な学力があるにもかかわらず、進路について考え始める時間が

遅かったり、受験勉強の取組が遅れたりすることで、本来の実力を発揮できないケースを見てまい

りました。 

  この課題は、利島における進学に関するノウハウの蓄積不足が原因だと考えられ、適切な環境整

備によって、よりよい結果を安定的に得られる可能性があると考えております。そこで、学校内及

びその他公共施設における過去の進学実績データや、主な志望校の過去問題、進路選択に役立つ参

考書などの進学関連の資料の閲覧環境の整備状況についてお伺いします。 

  また、内地では様々な受験指導塾を選択できますが、利島ではそういった環境を提供することは

現実的には困難です。そのため、学校の授業以外の時間帯で集団学習や受験指導を受けられる機会

と場所の確保が必要と考えます。公共施設でそのような用途に使える場所の有無、特に３Ｃ事業の

子供の学びの場として計画されている複合型サテライトオフィスでのこのような利用の想定の有無

についてをお聞きします。 

  教育関連の民間事業者の参入は現実的には厳しいため、受験、進学の支援については、地域と行

政が連携して体制と環境を整備していくべきと考えますが、村のお考えをお伺いいたします。 

  質問１点目です。過去の進学実績データや志望校の過去問、進路選択に役立つ参考書などの閲覧

環境についてお伺いします。 

〇議長（加藤大樹君） 三室教育長。 

          〔教育長（三室哲哉君）登壇〕 

〇教育長（三室哲哉君） ご質問ありがとうございます。髙田副議長の質問にお答えいたします。 

  まず、学校での過去問であるとか、資料を自由に閲覧できる環境ということでお答えしますけれ

ども、現在、９年生の教室の前の廊下には、そういった進学に関する資料が置いてあります。それ

がまず自由に閲覧できる環境でございます。ただ、過去問となりますと、利島の場合には個別対応

がメインの受験指導を学校が例年なさっているので、いわゆる誰も見て、いろんなことが学べると

いうよりも、担任の先生が毎日受験指導なさっているのですけれども、その中で、この子に合った

もの、この子に合ったものというのを適宜紹介するという形で、閲覧できるという環境を整えてご
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ざいます。 

  あと、３年生の担任はもちろん、次の学年にはしっかり引き継ぎますし、学校内でも進路指導の

先生、担当もいますので、そういうところは情報の引継ぎもさせていただいております。 

  図書室にはそういった資料を置いていないというふうな報告を受けていますので、そこら辺に関

しては今後の改善かと考えております。 

  以上になります。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田議員。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） ありがとうございます。 

  先ほど申しましたとおり、受験指導に関して、学校の先生も含めまして連携を取った上で、夜７

時から９時の間ぐらいのところがメインになるかと思いますが、学校の図書室で、曜日ごとに教科

を決めて、現在、私と学校の先生だったりが連携して行っているところなのですが、今のお話です

と図書室に設置がないというところもありまして、この後の質問にもちょっと絡んでくるのですが、

追加で１点質問させていただきます。 

  中学３年生、９年生ですか、教室の前にそういった資料等は置いてあるというところで、図書室

にはないということだったのですが、民間、私も含めまして、地域でそういった指導に協力する方

が、今後現れたパターンでもいいのですが、そういった方たちが資料等を使用したり閲覧したりす

ることは可能でしょうか。また、そういったことを検討していただける可能性がありますか。 

〇議長（加藤大樹君） 三室教育長。 

          〔教育長（三室哲哉君）登壇〕 

〇教育長（三室哲哉君） 髙田副議長のご質問にお答えいたします。 

  現在、図書室をお使いいただいて、受験の指導にご協力いただいたことは伺っております。私も

長年そういう受験指導もしてまいりましたけれども、ちょっとしたときに、指導者としてこれを見

てというときに、そういう参考資料があると指導がはかどるということも十分理解しておりますの

で、子供たちが自由に閲覧できるというのはもちろんなのですけれども、指導される方々が自由に

見ながら、その指導の参考にされるとか、次の授業の参考になさるとかという環境は整えていった

ほうがいいかなというふうに思っております。 

  ただ、学校の中でどこに何を集約するかという議論をしっかりとした上でしないと、これはせっ

かくつくったけれども、利用が進まないということにつながっても困りますので、その辺はしっか

り、この後もまた議論を進めさせていただきながら、整備できるところは整備していくというふう

に対応させていただければと思っております。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田議員。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 
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〇５番（髙田竜次君） 続きまして、学校の授業以外での集団学習や受験指導のための場所の確保の

可能性についてお伺いします。特に想定しているのは複合型サテライトオフィスで、子供の集団学

習だったり、自習だったりに使えるような用途が整備されていくことを検討されているのか。そう

いった使用を想定されているのかについてお伺いします。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 髙田副議長のご質問にお答えさせていただきます。 

  地域の方々が受験生に対して指導される際に、その場所の確保に難渋されている状況を鑑みて、

改めて学習に集中できる環境の整備が必要であると考えているところでございます。そのため、複

合型サテライトオフィスに子供が集中して学習できる場所とか、集団学習ができるような施設を整

備する予定でございます。 

  なお、子供の学習スペースについては、現在詳細を検討しているところなのですけれども、この

部屋に受験に関わる資料等を設置、置くことは可能であると考えているところでございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田議員。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） ありがとうございます。 

  サテライトオフィスでのそういった学習等での利用ができることを検討されているということで、

非常にうれしく思います。 

  また、資料の閲覧が可能な状況にするか、いかんについても、先ほど教育長からも答弁がありま

したとおり、整備をしても使いづらいだったり、どこに整備されているかが認識されていなかった

りで、使いづらいということが起こらないように、そこは学校も含めて協議して、全体として受験

指導等の環境整備ができていけばいいかなと考えております。 

  先ほどの質問とも少し重複してしまうのですが、カリキュラムについて、もう少し別の視点から

お伺いできればと思います。小学校、中学校が義務教育学校として一体化されたことによって、イ

メージとしては、中高一貫教育の小学校、中学校一貫教育みたいなイメージかな、近いかなと思う

のですが、公立学校だと思いますので、その辺、制約がかなりあるのかもしれないのですが、受験

に向けて、カリキュラムの前倒しだったりとか、適正化みたいなのを、学年ごとの教科の進捗の割

りつけ等が柔軟に変更できるというお話が先ほどありましたので、受験に向けてとかでそういう対

応ができる可能性があるのかとか、対応を検討される可能性があるか、お伺いできればと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 三室教育長。 

          〔教育長（三室哲哉君）登壇〕 

〇教育長（三室哲哉君） ご質問ありがとうございます。髙田副議長のご質問にお答えさせていただ
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きます。 

  なかなか難しいご質問でございまして、この答弁のやり取りだけでは、ご理解が進むかどうかち

ょっと自信はないのですけれども、そもそも子供たちの学びをどういうふうに今後捉えていこうか

というような議論も今日本中で起こっていまして、こちらは利島も同じ状況かなというのも、まず

感じております。 

  ただ、教育というのは、未来のことももちろん考えますけれども、今いる子たちの今も大切にし

なければ駄目だと。今と未来をしっかりとつなぐような計画が大事かなと思っていますので、そう

いった意味では、受験指導に関してもしっかりと整備をさせていただきたいと思っていますし、世

の中で今叫ばれているような、今後、子供たちに必要な資質や能力は、果たして本当に、暗記をし

たからよい、それを正確にアウトプットするのがよい、これに捉われてもいいのか。学び方を学ぶ、

そういった子供たちのほうが、そういう能力のほうが大切ではないかと、そんなことも叫ばれてい

ますので、ただ、そうはいっても、子供たちは、いい学校に行きたいという子たちもいますし、保

護者の方でそうお望みの方もいらっしゃいますし、そういったものを含めて、今後、本当に利島に

とって一番いい教育とは何かというのも含めて検討して進めていきたいと思っています。 

  まさに義務教育学校というのは、地域に開かれた教育、カリキュラムということでなっています

ので、地域の方とともにつくり上げていくと、そういうふうに私も思っていますので、学校が決め

る、教育委員会が決めるではなくて、学校も教育委員会も地域の方も含めて、よりよい在り方を決

めていくと。そういう意味では、今後、受験に関しても議論をさせていただきたいと思っています

し、カリキュラムに関してもしっかりと検討させていただきたいと思っています。 

  以上になります。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田議員。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） ありがとうございます。 

  私もこういう質問を繰り返してはおるのですが、学歴至上主義というか、利島からいい学校に進

める子供たちを輩出するのが絶対に正義だとか、そういったところは全く思っておりませんで、た

だ指導していく中で、志望している高校に行こうとしたときに、本当にスタートが遅いだけだった

り、内地と光ファイバーが通ったことでもありますし、情報の格差というのはなくなったように感

じているかもしれませんが、コミュニティー自体が持っているそういった子供の学習に対する指導

のところの情報の格差が、やはり内地と比べると大きく出てしまうところかなと思いますので、も

ちろん本人の希望だったり、親御さんの希望も含めてですが、対応できるときに、情報の格差で対

応ができないというところは避けていかなければいけないかなという思いで質問させていただきま

した。 

  もう一点、追加でご質問させていただければと思うのですが、先ほど勉強の指導をしているとい
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うふうに申し上げたのですが、現状については学校の先生が複数名と私というところでやらせてい

ただいているのですが、今後、民間の方が増えてくるパターンも想定できますし、学校の先生中心

でやっていきますというパターンも想定できます。 

  その中で、学校の先生でいうと、ふだんも学習の指導をされている中で、民間の人は夜のタイム

だけ協力するという形だと思うのですけれども、学校の先生だと、仕事なのか、ボランティアなの

かといったところだったり、その辺の割りつけが難しい部分が多くあると思いますし、逆に民間の

方ですとボランティアだよで、やりやすかったりというところもあるのですけれども、そこの官民

というか、そもそもの教育者の方と民間が連携していくときに、そこら辺の兼ね合いが難しくなっ

てくるかなというところも思ったりするのですが、今後そういう実質はボランティアでやっていく

指導みたいなところはどのように立てつけていくのが適正かなというイメージがあったりすればお

伺いできればと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 三室教育長。 

          〔教育長（三室哲哉君）登壇〕 

〇教育長（三室哲哉君） ご質問ありがとうございます。髙田副議長の質問に答えさせていただきま

す。 

  こちらに関しましても非常に難しい質問でございまして、構想があるかどうかと言われますと、

まだちょっと結論が出ていないというのが正直なところになります。といいますのも、内地ですと

ワーク・ライフ・バランスということで、仕事はしっかりとここまでということでというのが今現

状進んでいるのですけれども、利島の場合には、教員であり、村民でありという部分もありますの

で、まず私は、教える、そのやる人がどう思っているか。やりたいのか、やりたくないのか、そう

いったところもしっかりと考えなければ駄目ですし、やりたい人に対しては、対価でお支払いでき

る環境のほうがより望ましいのかなとも思ったりしますけれども、こちらは予算と、それから、で

きること、できないこと。それから、やりたいけれども、さすがに自分の生活も大事にしたいよと

いう意見もあるでしょうし、そういったことも含めて、しっかりと議論を重ねていく必要があるか

なというふうには感じております。なかなかお答えにはなっていないかもしれませんけれども、現

状そんな形でございますので、お願いいたします。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田議員。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） なかなか答えづらい質問してしまい、申し訳ないです。分かりました。 

  また、こういった場で質問を通してになってしまいますが、先ほども申しましたとおり、小さい

コミュニティーで情報のところが、通信環境がよくなったとはいえ、内地と格差が出てしまう中で、

教育のところに少し情報格差によって、思い描いているよい結果が得られないようなことというの

が出てくるかと思いますので、そこは小さいコミュニティーならではの強さを生かして、今後、行
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政も含めまして、学校のほうも含めまして、民間も含めまして、もちろんこの場でなくてももちろ

んいいかとは思うのですけれども、こういった議論を重ねていって、よりよい教育環境を実現でき

ていければと思っております。 

  教育については、今後も議会、毎回こういった質問してもあれだと思うので、義務教育学校に移

行した際の成果と、そろそろ何か変化があるかなと思った頃にまたお伺いできればと思います。あ

りがとうございました。 

  続きまして、次の質問に参ります。補助金事業についてです。補助金事業実施までの意思決定の

流れについてお伺いいたします。行政の活動の中で、村民の生活に直結する事業が多く実施されて

いる一方、住民への説明が不足しているとの指摘がある事業や、必要性、重要性、緊急性などが疑

問視されている事業も並行して計画実施されていることが多く見受けられます。 

  一例ですが、前回の臨時議会で質問が集中した３Ｃ事業の長寿関連事業などがその例かと思いま

す。事業説明や補助金の性質の理解によって解決できる課題も多いと思われますが、利島村に金銭

的な負担が少ない形で補助金申請が通った場合においても、より優先度が高い事業がある中で、有

限な人的資本や時間を割かなければならず、行政職員や民間事業者の実務的な限界を迎える可能性

があると考えております。 

  そこで、東京都や国から補助金を予算とする事業について、発案から計画、実施に向けて議会に

諮るまでの一連の流れにおいて、誰が、どのタイミングで意思決定を行い、他事業との優先度や重

要度などの判断を行っているのかをお伺いします。 

  質問１点目です。補助金事業における発案から議会上程までの過程で、誰が、どのタイミングで

意思決定を行っているか、お伺いします。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 髙田副議長の補助事業の意思決定過程についてのご質問かと思います。 

  事業における最終判断に関しましては、全て村長である私に帰属するものと認識しております。 

  事業の優先度、重要度関する基準は、その時々の状況や様々な事由に基づいて、その都度判断し

ており、一概にこうだからと述べられるものではないというふうに認識しています。 

  一方で、必ずしも全てに当てはまるというものでもございませんが、大まかな方向性、判断の基

準としては、私の選挙時の公約ですとか、毎年３月に示している所信に見合うかどうかが、一種の

判断基準になるというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田議員。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） ただいまの答弁を受けまして、追加でご質問をさせていただければと思いま
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す。 

  最終責任について、首長である村長が負われるというのは至極真っ当なことかと思います。何ら

疑念はないのですが、どちらかというと、この質問させていただいた意図を説明いたしますと、単

年度で見たとき、短期的なところで見たときに、各課だったり各事業の性質、例えばインフラ整備

に偏り過ぎているだったりとか、そういった偏りだったり、業務、人に対して当て込まれている業

務の負担がすごく一極集中しているだったりとか、少し言葉をすごく、ちょっと簡単にというか、

ぶっきらぼうな言い方をすると、業務として持ち過ぎて、受け過ぎているような印象を受けること

も多くありまして、どちらかというと、やらないことといったところも検討されるべきというか、

意思決定の流れの中で、例えばＡさんが、こういう補助金があります、こういう事業をやりたいと

思いますと言って、補助金も恐らく通る。事業としてはやれるだろうという中で、そのやるタイミ

ングで見たときに、ほかの重要な、村長の公約でももちろん、より重要なことが明らかな事業等も

抱えている中で、今はこれはやれないといった判断が重要なのではないか。そういった判断が必要

なタイミングが多いのではないかなと。人的な資源が、今ごみの回収とかも含めまして、本来委託

できるほうがよいと思われる事業も、村役場さん、行政職員のほうでやっていただいている現状を

鑑みますと、どちらかというと、今はやらないとか、保留しようといった決断が必要なタイミング

があるのではないかと思います。 

  ここで質問なのですが、そういった、やるという判断でできなかったとか、やれたときの最終の

責任が村長なのはもちろん分かった上でお伺いしますが、今回は保留しようだったりとか、そうい

った意思決定が当事者同士で行われるタイミングというのは存在していますかというか、そこが適

切なフローが取られておりますかというところをお伺いします。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 表に出てきているところで、予算にも反映されている中で今やっているもの、

もしくは進めているもの、また３年がかりの事業とかもあったりする中で、もうずっと進んできて

いるので、引き続きやらなければいけないもの、やっていくものでものが主に皆さんの目に止まっ

ているのかなというところですが、当然そこに至る前に、場面は様々でありますが、当然、見送っ

たものですとか、これ今のタイミングではないとかという判断をその都度させていただいたものは

あります。 

  ですので、そうでなくて、やるとなったものが、現在予算化して皆様に見ていただいているもの

になる、もしくは議会に上程して諮って説明しているものになるというところでありまして、それ

以外のものも無数にあるというところは、改めてお話しさせていただければなというところでござ

います。 

  また、意思決定に関して、当然最終的には村長である私がというところはもちろんなのですけれ
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ども、そこに至るまでも、副村長を中心にその体制等の見直しもしておりまして、ボトムアップで

情報が集約していくような仕組みも今構築しつつある。当然、徐々にではありますが、そういう形

になっていく中で、きちんとその中で、私にも上がってこない時点で精査されたという事例もあり

ますので、全てが全て、やるというものでもないというところでございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田議員。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） ありがとうございます。 

  まさに今おっしゃっていただいた、組織的にボトムアップで意思決定をしていって、最終責任は

村長が取られるというのはもちろんのことなのですが、そういった組織体制をしっかりと構築して

いくのは非常に重要かなと思っております。業務のバランスだったり、適正化をしていく際にそこ

が最重要だとは思っております。 

  また、村長が責任取れるのはもちろんなことなのですが、各段階、意思決定していく中で、全て

を村長が一元で受けて、全ての責任を取られるというよりも、それぞれの役割、立場に沿って、適

正に業務採択のフローが生まれていくことを望みます。また、そのための組織をしっかりと整理し

て組織化していただけると、もっと分かりやすく、議会に諮るタイミングでも、質問しやすいとい

うか、ここはどうなっていますかというところが、責任も明確になってくるところかと思いますの

で、引き続きそこを検討していただければと思います。 

  関連して、１点追加で質問させていただきます。先ほども申しましたとおり、今のはそもそも事

業の可否とか、そういったところが適正なフローで判断されていますかというお話だったのですが、

逆に、ちょっとずれる質問ではあるのですけれども、例に取らせていただいた３Ｃ事業の長寿関連

事業、前回の議会で質問が集中しておりましたが、質問をしていく中で、検討段階のことはもちろ

ん、やり始めた直後ですので、多いかとは思いますが、どういうことを見込んでいるか、何のため

にやるのかというところがしっかり説明、議論されていけば、解決する部分もかなり多いかと思っ

ております。 

  例えば３Ｃ事業以外で言いますと、あれも３Ｃ事業か、複合型サテライトオフィスとセイベイの

住宅についても、さきの議会でも、複合型サテライトオフィスを今やる必要があるのかだったりと

か、そういったお話がかなりあったかと思うのですが、同じ補助金の中で、土地としては、機能と

しては分けて、本来、一元でやるところを機能としては分けて、補助金でサテライトオフィスと移

住定住のところをやられているというところで、そういったところも理解が住民に対して足りない

から、本来本当に住宅やるためにはこれは必要だとかいった事業というのはかなり多くあるかと思

うのですけれども、そういったところの説明が足りないがために、そういった疑念を持たれてしま

うというか、この事業は今やる必要があるのかといった疑念を持たれてしまう部分も多々あるかと
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思いますので、先ほども決まっていないことには、なかなか答えられるタイミングまで、しっかり

発表できるタイミングまで待つというところは、回答あったかと思うのですけれども、それによっ

てやっぱりそういった疑念みたいなところが村民の中に醸成されてきてしまうというところもある

と思いますし、急に工事が始まったとかいう印象を受けるのも、やはりそういうところも原因があ

るのかなというふうに感じております。 

  質問です。周知と補助金の必要性だったりとか事業説明みたいなところを、もう少し厚くという

か、していく検討はしていただけないでしょうか。どういった形が正しいと考えられるか、お願い

します。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 事業の説明、補助の要件等も含めて、サテライトオフィス事業、それから移

住定住事業に関しましては、前期の議員の皆様に対して、直接住民の皆様ではありませんけれども、

住民の代表である議員の皆様には、その都度説明はしてきております。そういう自負はある中で、

ただその中で、やはりなかなか納得していただけなかった部分とか、理解し切れていただけなかっ

たという部分の意思疎通、そごがあったというところも含めて、我々としても反省はしております。 

  また、情報の示し方に関しましても、様々な経緯があり、ずれない決定事項以外は示さないとい

う方針に切り替えたというところも踏まえて、ご疑念、ご不満があったというところも含めて認識

しております。 

  今後に関しましては、当然そういったこともある中で、何も示さないというわけではありません

が、先ほど石野議員の質問の中でもお答えさせていただきましたが、これはあくまで我々は、間接

民主主義の名の下、直接住民に説明していくこともちろん必要かもしれませんが、それよりも住民

の代表である議員の皆様に対して、この議会もしくは議員協議会等の場で説明していけるようにし

ていきたいなというふうには考えております。ただ、出せる情報の精度等に関しましては、ちょっ

とまだ検討の余地もあります。 

  そういった中で、コミュケーションを適切に取っていき、お互いにとってプラスになるといいま

すが、それがすなわち住民のためになるというふうに考えておりますので、気持ちとしてはそうい

う考えでおりますので、適切にコミュケーション取ってやっていきたいというふうに考えておりま

す。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田議員。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） ありがとうございます。 

  まさにおっしゃるとおり、間接民主主義において、民意を得て我々も選任されてきている議員で



 - 101 -

すので、示していただける情報に関しては、恐らく一般の村民よりも我々のほうがタイムリーに、

決まったときに情報に触れやすい環境にはいると思っております。なので、行政が説明が足りない

というふうな批判を受けることも多いかと思いますが、我々も議員の責務として住民に対しては、

こういったお話がありました、こういった答弁がありました、この事業についてはこういうふうに

進んでいて、今これについては検討中ですというようなことを、媒体等は問わず、しっかりと村民

に対して、有権者に対してフィードバックをしていくような、今後さらにそういった村民に対して

のコミュニケーションを議員が取っていく必要があるなと強く感じております。 

  また、こういった質問の場において、今回、教育と廃材処理と補助金事業について質問させてい

ただきました。各答弁はすごく簡潔にしていただいて、非常にありがたかったです。我々議員の責

務、この質問を通して、村民に対して説明が足りないと思われているところをしっかりと還元して

いけるように、さらにそこから疑念だったり、疑問だったり、不安だったりが出てくることも多い

かと思いますので、そこをしっかり、また議場に持ち帰って、質問を通して、よりよい形の村政の

意思決定に携わっていければと考えております。 

  以上で質問とさせていただきます。ありがとうございました。 

〇議長（加藤大樹君） 以上で髙田議員の一般質問を終わります。 

 

    ◎散会の宣告 

 

〇議長（加藤大樹君） 続いて日程３なのですが、時間も迫っていますので、明日から日程３を進め

たいと思っております。 

  ですので、本日はこれにて散会いたします。 

                                   （午後 ４時５３分） 
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日程第１１ 議案第５７号 令和６年度東京都利島村浄化槽事業会計補正予算（第２号） 

日程第１２ 議案第５８号 東京都島嶼町村一部事務組合規約の一部変更について 

日程第１３ 議案第５９号 利島村教育委員会委員の任命について 
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    ◎開議の宣告 

 

                                   （午前 ９時３０分） 

〇議長（加藤大樹君） おはようございます。定刻となりました。昨日に引き続き、令和６年利島村

議会第４回定例会を再開いたします。 

 

    ◎日程第３ 議案第４９号 利島村国民健康保険条例の一部を改正する条例 

 

〇議長（加藤大樹君） 日程３、議案第49号 利島村国民健康保険条例の一部を改正する条例につい

て議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） ２ページをお開きください。議案第49号 利島村国民健康保険条例の一部を

改正する条例。 

  上記議案を提出する。 

  令和６年12月10日。 

  提出者、東京都利島村長、村山将人。 

  提案理由。行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部を

改正する法律、令和５年法律第48号の交付に伴い、被保険者証が廃止となることに関する所要の改

正を行うため、本案を提出する。 

  詳細に関しましては、所管より説明いたします。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） おはようございます。よろしくお願いします。 

  国民健康保険条例の一部を改正する条例でございます。こちらのほう、５ページですか、概要の

ところでご説明したいと思います。こちらのほう、趣旨でございますが、行政手続における特定の

個人を識別するための番号の利用等に関する法律というのは何かといいますと、マイナンバーに関

する法律でございまして、その中でもこれまで保険証について利島村の国民健康保険の被保険者の

方は、利島村が被保険者証、一般的には保険者証を発行していましたけれども、制度改正になって

マイナンバーカードによる国民健康保険証に代わるものとなりましたので、その中で村の条例の中

で国民健康保険証を返却しなさいとか、そういったものについて、今回の条例改正で、条例改正と
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いうか、法律の改正において、保険証というものが原則なくなったといったところで、返しなさい

よといったようなところの保険証の文言があるところを、今回改正によって削除させていただいて

いるといったところでございます。 

  また、そこに伴って過料等々が、保険証の返還に応じない場合、過料を求めるところがあったの

ですけれども、そういったところの規定が必要なくなったといったところで、法律の改正によって

条項の９項を５項に改めるとか、そういったところが今回改正になってございます。 

  以上でございます。 

〇議長（加藤大樹君） 執行部の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。 

  質問のある議員は挙手をお願いいたします。 

  ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） お願いします。おはようございます。 

  これは、法律にのっとる改正なので、改正自体に異論を唱えるものではないのですけれども、ご

説明いただいた条例の一部を改正する条例（案）の概要というところで、条例改正の概要、罰則の

規定を改めることに伴って、附則に経過措置を規定するというふうなところの文言があるのですけ

れども、この附則に経過措置を規定するというところで、これにちょっと問題があるのかなという

ふうにしてご質問させていただきたいと思います。 

  罰則があることに伴う経過措置ということが、不利益があることに対して経過措置で対応できる

のかどうか。 

  また、この法律は、これをちょっと先に申し上げるつもりではなかったのですけれども、すみま

せん。そもそも論で、これが12月の２日に新しい法令の制定で本村の条例が改定とありますけれど

も、令和５年６月の交付であったものに対して、施行期日が６年の12月２日ということになってい

るのですけれども、施行期日の後に議会を、今日は11日なのですけれども、上程ということが根本

的になぜこのようなことになったのかというのがまず一つです。 

  遡ってやるために経過措置ということを設けておやりになろうとしているというのも分かるので

すけれども、まず令和５年６月に交付されていて、なぜこの議会での上程になったのかというのが。

やはり逆です。本来ならば条例は議会で承認になって公布になるというのが、それで期日を迎える

というのが正式なやり方だと思うのですけれども、５年の６月に公布を受けて、まず今回の上程に

なったということについてお伺いしたいと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 
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  そこは、なぜ法改正がなされた後に条例が遅くなってしまったのかといったところは大変おわび

を申し上げます。本来でいけば、９月議会に上程してしかるべきものについて、私のほうで失念し

てといったところでございまして、法律の改正、実施の施行日に遡りの条例改正になってしまった

ことについては改めておわび申し上げます。 

  ただ、議員のおっしゃっているところの……そこで取りあえず１回答弁とします。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 議会のまだ承認がされていないので、例えば広報への掲載とか、広報の掲

示はもうなさっているとか、そういうことはないですね。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。広報になっているかといった

ところでいいますと、村の広報には記載されていないかと思っておりますが、ちょっとごめんなさ

い。そこの確認がまだ取れておりませんので、この後確認したいと思います。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ということは、掲示もまだという解釈でよろしいですか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  掲示というのが何の掲示かといったところもあるかもしれませんけれども、ごめんなさい。私の

中の確認不足で大変申し訳ございませんが、もしどこかに掲示しているのであれば、訂正させてい

ただきますといったところです。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） このように村のことが変更になったときに、掲示板とかに掲示とかがされ

るというふうな認識があったのですけれども、そういうことはなさっているとか、する必要がある

とか、そういうことはないのでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  条例改正において、改正がなされた場合は告示板に告示するといったところになってございます。

それは、議会承認が出てから告示板に告示されるといったところになります。 
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〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） その件については分かりました。 

  次の疑問点だったのですけれども、先ほどの５ページのご説明文の中に、２番、条例改正の概要、

（２）のところに罰則の規定を改めるに伴いということで、この条例の中には罰則規定が改正後も

過料を科すというところが削除されている文言が残っている条例になっています。国民に対して、

これは村民ですけれども、村民に不利益が生ずる案件に対して、経過措置を規定してこのような対

応をするというのはいけないことになっているということではないのでしょうか。ちょっとお伺い

したいと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  ４ページの新旧対照表を御覧ください。こちらですけれども、改正後の案を見ていただくと分か

るとおり、被保険者証、要は保険証です。保険証の返還を求められて、これに応じない場合につい

て10万円の過料を科すといったところで、そこを削除しているもので、追加で不利益をもたらすも

のではなくて、保険証自体がもう廃止されているので、保険証の返還を求めないよというところな

ので、そこについては文言は変わってございますけれども、保険証を返さないものについて過料を

科すというところを逆に取り払っているので、村民の方にこれ以上の不利益を被ることがないとい

ったところで、そこは12月２日に遡らせていただいて問題ないかと解釈しております。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） これは、文書としては残るのですね。 

          〔「ここに関してですよね」と言う人あり〕 

〇３番（石野美由紀君） でも、10万円以下の過料を科するというのが残っています。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） ご説明が足らなくて申し訳ございません。 

  これまでの現行については、被保険者証の返還を求めてこれに応じない者と、また虚偽の届出を

した場合について10万円の過料を科すというふうになってございますが、今回の条例改正において

虚偽の届出をした者だけについて10万円の過料を科すといったところで、10万円の過料を科すもの

がこの保険証の返還を求めるものには適用されなくなったため、村民としては保険証を返さなくて

も10万円の過料がかからないよといったところなので、住民に対して制約ではないけれども、する

場合に、ごめんなさい。適切な文言が今ちょっとぱっと出てこないのですけれども、行われないの
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で、新たに追加で保険証を返さないと10万円の過料を科すといった場合、当然遡りで施行すること

というのはなかなか難しいのかなというふうに考えていますけれども、そこを取り払っているとい

ったところでは、取り払っているというのは、今回の条例改正において取り払っているといったと

ころで、遡って２日に対して何か新たに過料を科すといったのは、あくまでも今まで決まっている

虚偽の届出をしたものだけに限定されるので、そこは議員のご指摘に当たらないのかなと考えてお

ります。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ちょっと理解力に乏しくて、あまりよく理解できなかったのですけれども、

要は不利益を得る者がその条件を遡った段階でそのものを受けることになってしまったらばいけな

いよというふうな意味合いが、このものに対して該当しないというふうな捉え方でいいということ

ですか。 

  以前給与の改定とかで遡りで、そういうふうに利益になることに対しては遡ってもやぶさかでは

ないというふうなところがあったとかはあるのですけれども、不利益になることに対してはそのよ

うなことはしてはいけないというふうなことをその当時見て勉強していたもので、今回こういうふ

うなことが出たので、改めて見てみたら、やっぱり39条とかいろいろ出てきたので、ちょっとお伺

いしてみたいと思ってあれしたのですけれども、今回はそれに該当しないということでよろしいの

ですか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  私の答弁の仕方が非常に説明が簡潔でなくて申し訳ございません。そこはちょっとおわびさせて

いただきます。 

  今回の条例改正の中で、まず10万円に過料を科す者というのは、12月１日までというのは２パタ

ーンありましたといったところでございます。虚偽の申請をしたものという人と、保険証の返還を

求められているのだけれども、返還を頑なに拒んでいる人と、その２パターンというのですか、に

ついて12月１日までは10万円の過料を科していいよという話で今までいました。12月２日からは、

その中で、その中でというか、今回12月２日というのは虚偽の申告をした人だけが10万円の過料を

かかりますよという話を今回の条例改正で行わせていただいているといったところでございまして、

12月２日に遡っても保険証を返さない人についてはもともと保険証が廃止されているので、何ら不

利益を被るというところはないというふうに私どもは村として認識しているといったところでござ

いますので、ここの議員のご指摘のところには当たらないのかなというふうに答弁させていただき

ます。 
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〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） すみません。もし私の解釈が違っていたらもう一度お教えいただきたいの

ですけれども、12月１日までにその虚偽申請、返還を求めているのに対して返却をしない者に対し

てということと、それと12月２日以降、虚偽申請をしていたら駄目なのだよというふうことなこと

ですけれども、そこは今理解できたと思うのです。ですけれども、今ねじれというか、９月の議会

とかでやっていれば、そのことが発生しなかったのですけれども、遡ってやるということは、その

時点で該当がもしおありになる方がいた場合に、今新しくなった罰則をその時点で、その日時点で、

その人はその新しい条例を知り得ないのです。今この12月11日の時点で上程されていて、この内容

について12月１日及び２日の時点でこの内容を知り得ない状態でこの条例が発布され、12月２日以

降の分に対して対応するということが駄目なのではないかということです。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  議員のおっしゃっているのは、12月２日ないし３日でもよろしいのですけれども、３日に対して

保険証の返還を村が行ったけれども、返さなかった人についてのお話をされているのかな、どうな

のかなというところも、そこを確認させていただきながらあれなのですけれども、先ほど申したと

おり、12月３日に保険証を返さないというような方がもしいた場合に、12月２日時点でそもそもが

保険証というものが廃止されて、マイナンバーカードに切り替わっているので、保険証の返還を求

めるといったことは12月３日には発生し得ないかなと私ども考えておりますので、過料の該当にな

る保険証というものがそもそも発生し得ない事態になっているといったところで、３日の日にたと

えこの条例が公布されていなくて、被保険者の方が情報を知り得ないとなったとしても、12月３日

時点で保険証の返還を村が求めることはないといったところも考慮すると、議員のご指摘には当た

らないのかなというふうに考えております。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 現実的に12月２日以降、新しい保険証の発行がしなくなったということで

あって、保険証が使えなくなったというふうな事象ではないです。手持ちの保険証は使えて、マイ

ナンバーカードでなくては受診ができないという状況ではないですね。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  マイナンバーカードが保険証の代わりになるといったところは12月２日で、来年の12月１日です



 - 111 -

か、令和７年の12月１日までは保険証は当然有効、１年間の有効という期限がついていますので、

ございますけれども、議員のおっしゃっている保険証の返還を求めるという作業について、被保険

者の方が知り得ようが知り得まいが、村として当然条例を認識というか、改正を出している時点の

話でいきますと、議会の12月２日よりも前に当然村としても条例改正のための準備をしてございま

すので、そこについて12月２日に直ちに、12月３日ですか、この条例が施行されていないからとい

って、そもそもからして利島村で保険証の返還を求めるといったことの事象自体もこれまでもなか

ったといったところも踏まえても、議員のおっしゃっているようなところには当たらないといった

ところを認識しております。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 条例ですので、現実的に事象があるとかないとか、そういったことではな

く、条例に対しての今検討をしているということです。ちょっとご説明が、ごめんなさい、よく理

解できていなくて、別な答弁をしているのかも、私のほうでご質問をしているようでしたら、ちょ

っと再度ご説明をいただければと思うのですが。申し訳ありません。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  ごめんなさい。そういう事象があるなしにかかわらず、そこはちょっと蛇足だったかなと。私の

ほうでそこは訂正というか、おわび申し上げます。 

  ですが、議員のおっしゃっているお話の中で、私が再三申しているとおり、12月３日以降に保険

証の返還を求めるといったところで10万円の過料を科すといったところは行わないといったところ

は、先ほど申したとおり、保険証自体の新規交付もないですし、使っているものがあったとしても

求めていないといったところも踏まえて、今回12月２日に条例を遡って条例を改正させていただき

たいといったところでご審議いただければと考えております。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） そういう事象がなかったからお認めくださいというふうなことで、結果日

にちを戻すことができないので、変な言い方ですけれども、認めざるを得ないことであり、この条

例がないことには進めることもできないので、必要な条例であることではあるのですけれども、こ

の条例改正の概要のところに罰則の規定を改めることにより、附則に経過措置を規定するというふ

うなこの説明が、間違っているというふうな捉え方でよろしいのでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 
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〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  私先ほどこの前の答弁で、事象があるなしにかかわらずというか、そこについては訂正させてい

ただきますというお話をさせていただいていると思うので、そのご認識は大丈夫ですか。ごめんな

さい。蛇足というか、余計なことを言いましたというところで、そこは先ほどおわびさせていただ

いてございます。 

  先ほど申したとおり、この条例の改正については、12月２日時点で新規発行の保険証もないとい

ったところもございます。また、新規発行もマイナンバーカードに保険証が統一されたという機能

が組み込まれたといったところで、この保険証の返還を求めることはないというのが、保険証を求

めることがないというか、そのもの自体がもう先ほど一番最初に言ったとおり、追加で保険証の返

還を求めることが発生した場合に、もしこれを12月２日までに遡らせた場合は、私どもの瑕疵があ

るので、12月２日ではなくて、当然今日、11日とかにしたほうがいいのかなというところもござい

ますけれども、そこについて削除している部分でございますので、そこについて新たに12月２日で

ないからといって、この概要が間違っているといったところについては、間違っていないと、問題

ないというふうな認識でございます。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） 執行部から答弁があったと思うのですが、ちょっと１度確認させていただき

たいのですが、今までは２パターンいらっしゃった方が、２パターン罰則規定というか、過料を科

されていた人間というか、タイプの人間が、虚偽の届出をしたのみに削除されたという認識で合っ

ていますか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 大磯議員のご質問にお答えします。 

  議員のおっしゃっているとおり、これまでは２パターンというのですか、の方については過料を

科すといったところが、今回の改正によって虚偽の届出をした方だけに10万円の過料を科すといっ

たところでございます。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） 施行日が議会より前になって遡ってしまったことについては、今後もそのよ

うな事態がないように努力していただきたいと思うのですが、ざっくりな質問になってしまって恐

縮なのですが、村民に不利益があるような条例改正ではないという認識で間違いないでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 
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〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 大磯議員のご質問にお答えします。 

  議員のおっしゃられるとおり、本改正によって不利益を被る村民の方はいらっしゃらないと認識

しております。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） 先ほどから告示の方法によって、この事実を知らないことによる不利益みた

いな話があったと思うのですが、現行でもこの条例が施行されていて、現行の条例でも虚偽の届出

をした場合という文言が書いてあるので、改正した後も条例の告示を行っていただくのはもちろん

なのですが、それによる新たな知らなかった人というのは生まれないという認識で間違いないでし

ょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 大磯議員のご質問にお答えします。 

  告示を行って、当然私どももこの概要については発表というのですか、周知していきますけれど

も、変な話、あくまでも国保に関わるところでございますので、全住民が一概に知り得るかどうか

といったところについてはなかなかどうなのだろうといったところもございますので、村としてＩ

Ｐ告知で流すのか、後方で流すのか、いろいろな周知体制はあるかと思います。そこについては検

討させていただきながら、広報、周知活動はさせていただきたいと考えてございます。 

  以上でございます。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） 課長の答弁にあったように、全住民が知り得る必要があるかみたいな内容も

あると思うので、国民健康保険に該当する方に対してこの改正案が改正された後に、この説明等を

周知していただくように望みます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問はございますか。 

  ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ほかの議員からは周知していただければいいということでご意見があった

のですけれども、私としては周知できればいいというふうなことではなくて、このような提案の仕

方というか、上程の仕方自体に問題があるというふうな認識を持っていただきたいというふうなこ

とが一番の問題であるというふうに思います。 

  まず、施行期日が条例の上程と遡っているということ事態も、申し訳ないのですけれども、大き
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な間違いであるといったこともお分かりになって、この上程であるということ。そういったことは、

ご説明の中でご自分のほうから、行政側から前もってお話しするべき案件であると私は思います。

附則に対する経過措置についても、執行部側から、ご自分のほうからお話しなさるべきことであっ

て、国民に対する不利益な部分についても懸念されるというか、本来あってはならないことであっ

て、実質的に損害が発生しなかった、今日現在までしなかった及びしないであろうというふうなこ

とで要は解決するというふうなことで解釈しています。いかがですか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  再三私申しているとおり、今回の条例改正、９月で改正したほうがよかったといったところにつ

いては、先ほども冒頭でもおわび申し上げているところでございますが、条例の概要の説明の中で

もきちっと私のほうで一言一句ここの答弁で述べさせていただければよかったのかもしれないので

すけれども、そこについては今回の教訓も踏まえて適宜対応していきたいと思いますけれども、本

条例の改正によって不利益について、新たに不利益を生ずる場合については当然条例改正、また遡

りをしないで、いろんな専決をするとか、いろんな方法はあると思います。そこは対応させていた

だきたいと思います。 

  本来昨日ですか、一般質問で石野議員の中からもコンプライアンス等々のご質問もございました

けれども、私ども職員も全てのことを何分にも全部のことを完璧にこなすというのはなかなか難し

いと。そのために複数の職員で業務を実施していると。また、複数の業務の中でも、また複数の業

務を１人の職員が担っていかなければいけないといった中でも、あってはならないといったところ

ではございますが、今後もこのようなことは十分起こり得るのかなというようなところは私も認識

してございますし、そこがないように当然努力していくのですけれども、100％といったところは私

もそれは困難であるといったところは議員の皆様にもこの場をお借りして、そんなことあってはい

けないというようなこところもございますけれども、ちょっとお話しさせていただきたいと思いま

した。 

  最後のまとめになりますけれども、今回の条例改正については村民に不利益を与えないといった

ところでございますので、12月２日に遡って施行させていただきたいと考えています。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 私が今回質問させていただいたのは、失念なさったことを指摘しているの

ではなく、ご説明をする、このようにしてご提案いただいた、上程していただいたときに、やはり

それは潔くというか、ご自分たちの失念されたことを分からなければそのままでいいような、その
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ようなことの体制ではなく、私たちが気づかなければそのまま通してしまおうというような、もし

そういうふうな感に今捉えられるような、そういうふうなことであってはいけないなというふうに

して思うのです。業務はきちんとやってほしいというのはもちろんですけれども、その中で失念な

さってしまうことは、それはそれで内部で牽制し合って、これから努めていただければ、それで仕

方がないことで、結果論ですけれども、そのことで何でもなかったかのように、このように上程す

るということが問題であろうというふうに私は思います。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご指摘について答弁させていただきます。 

  条例の概要についても施行期日もきちっと載せてございます。そこについて、私の説明が足りな

かったこと一つで申し訳なかったところは十二分に今後反省していきたいと考えてございます。た

だ、条例の改正の内容等々についても遡りが問題ないと、執行部としても判断して今回上程させて

いただいたと。もし問題があるようでしたら、専決をするなり、臨時議会をするなりと、いろいろ

な対応ございますので、そこは適宜対応してまいりたいと考えております。このたび９月でできて

いったところには、改めておわびさせていただきます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 改めてこういうふうにまた出てくるつもりはなかったのですけれども、課

長の今ご答弁で、実害がなかったからとふうなことを再三申し述べているので、ちょっとそこが理

念が理解できないなということをもう一度申し上げて、終わりにしたいと思います。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、質疑を終了し、これより討論を行います。 

  まずは、反対の討論の議員は挙手を願います。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、討論を終了します。 

  これより採決を行います。 

  採決はタブレットで行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（加藤大樹君） 投票を締め切ります。 

  投票の結果、賛成５。 
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  よって、原案は可決されました。 

 

    ◎日程第４ 議案第５０号 利島村簡易水道の布設工事監督者及び水道技術管理 

者に関する条例の一部を改正する条例 

 

〇議長（加藤大樹君） 続きまして、日程４、議案第50号 利島村簡易水道の布設工事監督者及び水

道技術管理者に関する条例の一部を改正する条例について議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） ６ページをお開きください。 

  議案第50号 利島村簡易水道の布設工事監督者及び水道技術管理者に関する条例の一部を改正す

る条例。 

  上記議案を提出する。 

  令和６年12月10日。 

  提出者、東京都利島村長、村山将人。 

  提案理由。生活衛生等関係行政の機能強化のための関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関

係政令の整備及び経過措置に関する制令（令和６年政令第102号）により、令和７年４月１日より水

道法施行令（昭和32年政令第336号）及び水道法施行規則（昭和32年厚生省令第45号）に規定される

布設工事監督者及び水道技術管理者の資格要件の参酌基準が改正されるため提案するものです。 

  詳細に関しましては、所管より説明いたします。 

〇議長（加藤大樹君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） おはようございます。よろしくお願いいたします。 

  議案書７ページを御覧ください。今回の概要でございますけれども、水道法（昭和32年法律第

177号）により、水道事業者が地方公共団体である場合、布設工事監督者及び水道技術者について、

水道法施行令及び水道法施行規則に定められた基準を基に、地方公共団体の条例により資格を定め

る必要があります。水道法施行令（昭和32年政令第336号）及び水道法施行規則（昭和32年厚生省令

第45号）が改正され、令和７年４月１日より施行され、定められた基準が改正されるため、定めら

れた基準に合わせ、条例の改正を提案させていただいております。 

  改正内容でございますけれども、水道法施行令第５条、水道法施行規則第９条、こちらのほうが

布設工事監督者の内容になってございます。水道法施行令第７条と水道法施行規則第14条のほうが

水道技術管理者の規定になっております。こちらを参酌して改定するわけでございますが、改定さ
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れる参酌基準どおりの内容となっております。 

  施行日でございますけれども、令和７年４月１日になっております。 

  説明は以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇議長（加藤大樹君） 執行部の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。 

  質問のある議員は挙手をお願いします。質問はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、質疑を終了し、これより討論を行います。 

  まずは、反対の討論の議員は挙手を願います。 

  討論はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、討論を終了いたします。 

  これより採決を行います。 

  採決はタブレットで行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（加藤大樹君） 投票を締め切ります。 

  投票の結果、賛成５、よって原案は可決されました。 

 

    ◎日程第５ 議案第５１号 令和６年度東京都利島村一般会計補正予算（第３号） 

 

〇議長（加藤大樹君） 続きまして、日程５、議案第51号 令和６年度東京都利島村一般会計補正予

算（第３号）について議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 21ページをお開きください。 

  議案第51号 令和６年度東京都利島村一般会計補正予算（第３号）。 

  令和６年度東京都利島村一般会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１億3,480万7,000円を

減額し、歳入歳出の総額を25億4,943万6,000円とする。 

  詳細に関しましては、所管より説明いたします。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 
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〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 22ページを御覧ください。 

  令和６年度一般会計補正予算（第３号）の概要でございます。まず、概要でございますが、歳入

では特別交付税については現時点での対象項目を鑑み減額、デジタル基板改革支援補助金は補助申

請額が確定したため増額、移住体験住宅整備事業補助金は実契約額を基に補助額を算出し、減額し

てございます。東京宝島サステナブル・アイランド創造事業補助金は、事業費に合わせた増額を行

っております。無電柱化チャレンジ補助金は、事業費に見合った減額を行ってございます。 

  歳出では、主に決算見込額に合わせた補正を行っているとともに、詳細については一般会計の補

正予算、（２）の補正予算の事業を参照してください。 

  その下の一般会計の補正予算額については、歳入歳出の補正額をそれぞれ計上させていただいて

ございます。 

  続きまして、23ページでございます。補正予算額の事業についてでございます。ごめんなさい。

皆様のお手元に紙ベースの予算書がございますか。今から私のほうで紙ベースで何ページだったか

というのを読み上げさせていただきながら、ご説明申し上げます。歳出補正予算でございます。一

般事務組合の負担金、総務費でございますが、こちら526万4,000円減額でございまして、23ページ

中段です。ごめんなさい。そこのページ数が、紙ベースのほうのページ数で今回言わせていただい

ています。事務共同化に係る負担金のめどがたったため、不用額を減額を行っているところでござ

います。 

  ２番目でございます。ＬＧＷＡＮ環境改修等委託料でございます。こちらも総務費で100万円の減

額となってございます。こちら23ページの下段といったところで、契約の差金分を減額を行ってい

るところでございます。 

  ３番目です。サステナブル・アイランド創造事業、こちらも総務費でございますが、2,508万9,000円

の増と。こちら、25ページの上段、サステナブル住宅の建設事業において、住宅基礎に係る追加の

地質調査や擁壁の申請が完了し、擁壁工事の見込みが立ったことによる増額と、公園改修事業にお

いてなかよし公園の改修工事費用の見込みが立ったことによる増額補正を行っているところでござ

います。 

  ４番でございます。ＩＰ告知端末の更新仕様の検討委託でございますけれども、こちら総務費で

248万6,000円の減額、25ページ下段になっています。こちらも契約差金分の減額を行っているとこ

ろでございます。 

  ５番目でございます。複合型サテライトオフィスの建設支援・設計委託について8,254万円の減額

でございます。27ページ中段になってございます。施設１の建物について、次年度建設となるため

導入予定の設備について、係る費用について減額を行っているところでございます。 

  ６番目でございます。総合行政システム等の改修委託料でございます。319万円と、29ページ上段

になってございます。基幹系システムを利用している設備について、今後処分費用を考慮し、買い
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取りではなくリースとしたため、減額補正を行っているところでございます。 

  ７番目でございます。ガバメントクラウド移行委託料でございます。こちら100万円の減額を行っ

ています。こちらの内容といたしましては、今年度実施する内容が確定して、契約差金分の減額を

行っているところでございます。 

  ８番目、選挙運動公費負担金、こちら選挙費になるところでございますが、150万円の減額となっ

ています。33ページ上段にございます。こちら、村議会議員選挙に係る負担金の支出見込みが立っ

たことにより、減額の補正を行っているといったところでございます。 

  ９番目、こちらごめんなさい。ページめくっていただいて、９番目でございますが、戸籍システ

ム改修で総務費なのですけれども、1,273万8,000円の減額と。31ページ上段となっています。標準

化法改正に係る改修時期が変更となり、今年度分の改修費用が確定したため、不用額の減額を行っ

ているところでございます。 

  10番目、地域交流会館の清掃業務でございます。144万8,000円の減額、33ページ下段になります。

一部追加清掃に係る費用を残して、不用額の減額を行っているところでございます。 

  11番でございます。通院交通費の支援補助金でございます。衛生費です。こちら、118万8,000円

でございます。37ページ中段でございます。助成金額が増加したため、増額補正を行っているとい

ったところでございます。 

  次、12番でございますが、トラッシュバスター設置工事、衛生費でございます。684万3,000円の

減額となってございます。39ページ上段でございます。トラッシュバスター、生ごみ処理槽の工事

に係る契約差金分の減額を行っているといったところでございます。 

  そこからちょっとページが飛んでしまうのですけれども、45ページのあれなのですけれども、村

道の無電柱化詳細設計業務でございます。土木費でございまして、313万8,000円の減額と。これ45ペ

ージ中段なのですけれども、こちらのほうが今年度実施分の契約差金について減額を行っていると

ころでございます。 

  14番、移住定住促進住宅の造成・擁壁工事でございます。こちら45ページ下段ですけれども、

2,272万円の減額となってございます。こちらも契約差金による減額を行っているところでございま

す。 

  15番でございます。モノラックレールの更新工事でございます。農林水産費でございます。134万

6,000円と、こちら41ページ中段でございますが、追加で急遽更新が必要となった路線が発生したた

め、増額補正を行っているところでございます。 

  16番、繁殖保護補助金でございます。こちらも農林水産業費でございます。651万7,000円の減額

と、43ページ上段です。今年度事業見込みに合わせて減額補正を行っているところでございます。 

  17番、公園施設の除草清掃の委託でございます。こちら43ページ中段となっていますけれども、

契約差金について減額補正を行っているところでございます。 
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  以上、歳出についての大まかな金額の大きいところについて概要を説明させていただきました。

また、11ページの債務負担行為についてのご説明を申し上げます。複合型サテライトオフィスの建

設事業に係る施設１の建物の建設工事でございますが、次年度は施設２の建設がある中で、施工工

事者の負担を鑑み、施設１については今年度より着工が可能になるよう、債務負担行為を行ってい

るところでございます。 

  また、２番目の東京宝島サステナブル・アイランド創造事業、住宅建設事業でございますが、こ

ちら今後予定している擁壁工事建築部材の製作組立て、太陽光発電の設備及び水循環システムを除

く住宅建設工事において、施工業者の負担を鑑み、今年度より着工が可能になるよう債務負担行為

を行わせていただきたいと考えております。また、東京宝島サステナブル・アイランド創造事業、

公園改修事業についてですけれども、遊具、トイレの製作、基礎工事、設備設置の工事、公園造成

工事について、今年度着工を予定していますが、施工業者の負担を鑑み、債務負担行為を行ってい

るところでございます。 

  簡単ではございますが、一般会計の説明は以上となります。よろしくお願いします。 

〇議長（加藤大樹君） 執行部の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。 

  質問のある議員は挙手をお願いします。 

  ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） サステナブル・アイランド創造事業について質問いたします。 

  なかよし公園について、工事がいつ決まったのか、工事開始に対してＩＰ端末や広報、報告会、

説明会をしたのかについて伺います。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） よろしくお願いいたします。大磯議員のご質問にお答えします。 

  なかよし公園の改修工事に関しては、11月頃ＩＰ告知端末で工事開始のご連絡をしているところ

でございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） ありがとうございます。住民の方から、いきなり工事が始まった印象を受け

るという話があったので、ＩＰ端末で工事の開始をアナウンスしたとのことだったのですが、もう

ちょっと住民の方に分かりやすく広報していただくように望みます。 

  次についてなのですが、公園について事前にアンケートやワークショップ等を実施したかと思い



 - 121 -

ますが、アンケート結果はどのように公表したか、教えてください。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 大磯議員のご質問にお答えいたします。 

  アンケート結果については広報で周知はしているところでございまして、アンケートを実施した

後、たしか令和４年だったかな、の広報で周知はしているところでございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） 公園について、設計図やイメージ図などはあったりするでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 大磯議員のご質問にお答えいたします。 

  設計図に関しては、ちょっと今詳細で変更部分があったりしているので、完全な設計図は今ない

のですけれども、仮の設計図に関してはあります。公園のイメージ、遊具のイメージ等に関しては、

先日工事開始時にＩＰ告知で流しているところでございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） これについてもＩＰ端末以外の、例えば広報に入れていただくとか、事前の

説明会のようなものを求めるのですが、先日の一般質問で述べたように、いきなり始まったという

認識が一部住民にあるように感じているので、この点昨日の村長や執行部からの答弁で、今後は議

員も住民に説明していただきたいとのことだったので、その資料、イメージ図ができ次第、議会や

議員に提出していただくことは可能でしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 大磯議員のご質問にお答えいたします。 

  議会の場でお示しするか、また別のときにお示しするか、ちょっと検討させていただきます。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） 執行部のほうが適切に情報を届けられるという観点からも、説明会や報告会

があったほうがいいと思うので、検討いただければと思います。 

  以上です。 
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〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） お願いします。概要の３番、サステナブル・アイランド創造事業、総務の

関係でご質問させていただきます。 

  このサステナブル住宅建設事業において、住宅基礎に係る追加地質調査とあるのです。次に、擁

壁申請が完了し、擁壁工事の見込みが立ったことによる増額ということのご説明があって、補正で

予算のほうの申請があるのですけれども、住宅基礎に係る追加地質調査というのは、地質調査は建

設に当たって事前になさっていると思うのですけれども、なぜ追加地質調査が必要だったのですか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  ご認識いただいているとおり、建設を開始する前に地質調査は実施しております。地質調査に関

して２点、２か所実施しているところなのですけれども、今回基礎を作るに当たって基礎を施工す

る箇所、８か所を、基礎の構造計算等に使用するために簡易的な地質調査を追加で実施することに

なっております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） この文言でいうと、追加というふうな文言を付されているのですけれども、

それは当初から予定されていたものの地質調査という意味でしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  当初予定していませんでした。なので、追加という記載をしています。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） その基礎構造計算に当たって、今回地質調査をしなければいけないという

ふうな運びになったのはなぜですか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  構造設計側の安全担保のためになります。 
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  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 工事を建設するに当たって、当初地質調査をなさっているのですけれども、

その地質工事はその工事全般を行うに当たって的確かどうかということを判断するために地質調査

をなさっていると思うのですけれども、その地質調査のやり方が悪いということでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  やり方が悪いというのは語弊があるかなと思いますので、工事を実施する前に行った地質調査に

関しては、そこに住宅を建てられるだけの地盤力はあることは確認されています。さらに住宅を建

てていく上で基礎がより安全であるかどうか、担保するための今回の追加調査になります。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 今回のサステナブル住宅のほかにもう一つ、住宅の建設が予定されていま

すけれども、その住宅に当たっても当初の地質調査を行った後に、こういった追加の地質調査とい

うのは、本来追加の地質調査というふうな文言をうたわれているのですけれども、予定がされるも

のなのでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔何事か言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ちょっと錯誤がありました。申し訳ありません。 

  基本的に地質調査を当初おやりになって、基礎構造の計算に当たって安全に住宅を建てるために

追加の地質調査をやられるというのは、必要だからやるというのはもちろん分かったのですけれど

も、それは補正予算で要求されているのですけれども、当初からおやりになる予定のものなのか、

どうしても必要になっておやりになった地質調査なのかということを、当初の予定外におやりにな

った地質調査なのかということを知りたいということです。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  先ほどお答えさせていただいたとおり、当初に予定がないため追加という記載をさせていただい
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ているところでございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 建設に当たって、専門的な知識があるわけではないのですけれども、その

住宅を建設するに当たって全般的なことを調査した上で建設が始まると思うのですけれども、単発

的にこういったことが起こり得るのでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  建設する際に基本的な調査、地質調査も含めてですけれども、実施はします。今回建設する、当

初地質調査を実施して、地盤に問題ないことは確認されているところなのですけれども、追加で地

質調査を実施する場所に関しては基礎をどこに造るかというところまで図面で確定したところ、基

礎を打つ場所に対しての追加の地質調査になります。そこに関しては、構造設計側でより安全を担

保したいというところで、追加で地質調査を実施することになった運びになります。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 建設予定地に対する当初の地質調査というのは、建設予定地に対して地質

調査を行うものではないのですか。漠然的にどこか、どこでもいいからやってみようみたいなこと

ではないはずです。ある程度その土地に関して建設を予定しているところでボーリングをして、地

質調査をすると思うのですけれども、そうしたらば当初の予定の予算というものが、こういった補

正予算をどんどん、どんどん増額することによって膨れ上がってしまって……おかしいですか、私

の質問は。笑っていらっしゃいますけれども、おかしいのですか。おかしいようでしたらおっしゃ

ってください。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 地質調査に関する今回の補正のタイミング等でご指摘かというところだと思

いますが、これに限らず、利島村はハード整備、いろいろなものを進めていく中で、ある程度の我

々もここの箇所だけではなくて、目算といいますか、地質調査にもいろいろな種類がありまして、

ボーリング調査、それから平板載荷試験、スウェーデン式といったいろんな種類がある中で、要は

お金をかければかけるほど精度の高い結果が出るというのは分かっている中で、ある程度のもので

結果が出るであろうということで当初計画をしておったところでございます。 



 - 125 -

  それで、設計を進めていき、上部の本体、建屋のものがだんだん解像度が出てきた中で、やはり

構造計算の上で地耐力、そういったもので担保が必要だというふうになり、さらに追加調査、もし

くは調査をする箇所、広い敷地に１か所なのか、２か所なのか、５か所なのか、６か所なのかによ

っても予算変わってくる中で、そういったものがより必要になったということで今回上程させてい

ただいたというふうになります。 

  今後も起こり得るのかということでありますが、当然例えば予算をマックスに、地質調査のマッ

クスにこれぐらい必要だということであれば、最初から高い金額で設定することもあるかもしれま

せんが、先ほど主幹のほうで説明したとおり、当初予定していたほかの建設事業と横並びで、これ

ぐらいの費用でいいであろうということで予算を組ませていただいたのですが、それでもさらに設

計屋さんと協議した結果、さらに必要だということで、今回補正上程させていただいたということ

の運びになります。今後に関しましても、議員ご指摘のことも踏まえて、予算の編成の段階から調

査に関してしっかり精査していきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 同じく③番のサステナブル・アイランド創造事業、サステナブル住宅建設

の擁壁の件ですけれども、これは擁壁申請が完了し、擁壁工事の見込みが立ったことによる増額と

いうふうにあるのですけれども、ちょっとこれはよく理解ができないのですけれども、本来工事予

定分だったこと、擁壁申請が完了し、擁壁工事の見込みが立ったことによるということは、擁壁は

当初おやりになる予定ではあったと思うのです。それが、今回補正で組まれるというのは、擁壁が

次年度以降の予定だったものが、今年度に前倒しになったために補正を立てるという意味でしょう

か。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  擁壁申請を行っている中で、擁壁申請が完了しないと擁壁の仕様というのが設計図が固まらない

部分もあります。その中で、いろいろ擁壁の施工方法とか仕様とかが変更になって、額がその中で

も変わってくる状況でございます。ですので、擁壁申請、東京都のほうで完了しまして、この擁壁

でやりますということのめどが立ったため、施工する擁壁に関わる費用を概算で今回追加で補正さ

せていただいているところでございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 
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〇３番（石野美由紀君） おっしゃっている意味は理解しました。 

  私が質問申し上げたのは、来年度以降にやられる事業であったのが前倒しになったのかというご

質問もしていますが、いかがですか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  もともと今年度実施する予定ではございました。そこで、今年度実施するに当たって擁壁の仕様

が固まって、擁壁の仕様に見合った額を追加で補正させていただいているところでございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） サステナブル住宅土地造成・擁壁工事ということで2,965万1,000円の計上

があるのですけれども、擁壁部分に係る予算をお教えください。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  まだ見積りが出ていない状況で概算にはなりますけれども、おおよそ5,000万円ほどを見込んでい

るところでございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 私が今質問したのは、2,965万1,000円の計上があるのですけれども、その

内訳をお教えくださいということで、造成に係る補正額と擁壁に係る補正額をお伺いしたかったの

です。それと併せて、当初今年度擁壁に係る予算は幾らで計上していて、幾ら不足で擁壁分で補正

を出しているのですか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  先ほど申し上げたとおり、まだ見積りが出ていない状況でして、まだ契約もできていない状況で

すので、内訳に関してはお示しすることが現段階ではできないかなと考えております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 
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〇３番（石野美由紀君） 今回の予算の補正で、中学生の方もいらっしゃるので、補正というのは今

回の村の予算で補正、当初年度の初めにこのくらいの予算を使いますよということで準備している

お金があるのです。そのお金で足りなかったので、この分を追加してお金を足してください、工事

がこれだけ足りなくなったので、その分を追加してくださいということで、補正予算を組んでくだ

さいというふうな意味合いで補正予算というのを組んでくださいというふうにして、執行部側から

申請を頂戴するのです。それが適正化どうかということでこの議会で討論をして、それが適正であ

るというふうに議員が判断したならばそれが通って、その予算を使えるという仕組みなので、私た

ちは今こういうふうに審議をしているということで今やっています。ちょっとその補正、補正とい

うふうな言葉尻を使ってしまうのですけれども、それをご理解いただいて。 

  ごめんなさい。戻ります。補正予算にサステナブル住宅土地造成・擁壁工事ということで、千円

桁まで、2,965万1,000円ということでご請求を頂戴しているのですけれども、それが今細かいこと

が分かりませんというふうなことでご答弁いただいているのですけれども、分からないのに補正予

算で予算申請をするということはあり得ないことです。 

〇議長（加藤大樹君） 菅瀬副村長。 

          〔副村長（菅瀬優生君）登壇〕 

〇副村長（菅瀬優生君） おはようございます。よろしくお願いします。 

  先ほどの石野議員の補正予算についての定義というか、そこの補足をさせていただきます。先ほ

ど当初予算に計上したものに対して、工事需要費ですとか、例えば行政需要が高まったことによっ

て増額の経費を審議するための工程だというお話もありましたが、それに併せてですけれども、今

回補正予算のほうに減額のほうものせさせていただいております。つまり何を言いたいかというと、

予算で不測の事態が生じるかもしれないというところで、多少予算を編成する中で多く見積もった

りですとか、そういったところもあった上で、この年度が今12月なので、９か月たっていますけれ

ども、その段階で少なくなれば、今後使うことがない見込みが立てば、そこは当然減額の補正をす

るというところでございます。そこがまず１点ございます。それは今追加で申し上げました。 

  先ほど議員のご質問というか、ご意見の中で分からないものを言えないというのはおかしいでは

ないかという話がありましたけれども、我々としては積算は当然あるのですが、ただこれから調達

に入るところでございますので、その調達事項をここでつまびらかに知らすことができないという

ことでございます。そこはちょっと訂正させていただければと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 造成に係る金額が幾らであり、擁壁工事に係る金額が幾らであるというこ

とをつまびらかにできないというふうな内容でよろしいですか。 
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〇議長（加藤大樹君） 菅瀬副村長。 

          〔副村長（菅瀬優生君）登壇〕 

〇副村長（菅瀬優生君） 結果を申し上げれば、できないということになります。 

  理由は申し上げたとおり、これから調達に入りますので、調達の手続が入るところで事前に我々

の積算をお伝えできないというところになります。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） その意味合いには、いろいろ村としての不利益になる部分がおありになる

のかというふうなことであるならばお伺いすることはいたしません。これからちょっとあまりよく

理解できないのですけれども、工事業者も確定して契約も済んでいるのであるならば、金額の公示

はしても何ら支障がないのではないかというふうに私の考えではそういうふうにして思うもので、

質問をしたのですけれども、これから入札とか、そういった関係が生じるのであるならば、そうい

ったことはやっぱり懸念材料なので、質問すべきでないという認識は私も持っているので、そうい

ったことに対しては質問するつもりはありませんでした。ですけれども、建設をしている業者がも

ういて、工事を……久保里か。ごめんなさい。大変ごめんなさい。申し訳ありません。ちょっと失

念しました。そこは訂正します。訂正して、終わります。 

〇議長（加藤大樹君） 石野議員、１点だけ確認で、契約はまだ済んでいない。 

〇３番（石野美由紀君） 契約が済んでいないということなので、申し訳ありません。ちょっとセイ

ベイのほうの住宅と混同してしまいました。大変申し訳ありません。副村長がおっしゃったことを

理解して、この質問は終わります。大変申し訳ありませんでした。 

  次の質問へ行っていいでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） どうぞ。 

〇３番（石野美由紀君） 概要の⑤番です。 

  複合型サテライトオフィス建設支援・設計委託のところで、施設１の建物について、次年度建設

となるために減額を8,254万円するということなのですけれども、なぜ次年度になるのですか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  工事事業者との調整ができなかったところとか、あとは予算の計上がなかなかできていなかった

ところも含めて、施設１の建設、建て上がる見込みが来年度になっている状況でございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 
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          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 施設１とは、具体的にはどこのことを指しますか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  昨日の一般質問の際でもお答えさせていただいておりますけれども、施設１に関しては子供たち

が雨の日でも体を動かして遊べるような施設になります。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 工事事業者と調整が取れないというのは、具体的にどういうことでしょう。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  言葉のとおりなのですけれども、具体的には島内の宿泊先の調整等、あと工事業者さんの人工等

になります。 

  以上です。 

          〔「ゆっくり」と言う人あり〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えさせていただきます。 

  工事業者さんの宿泊先の手配と、あとは人工です。作業できる方の人数の確保等です。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 工事業者さんとは、契約は済んでいるということでよろしいのですか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  施設１の建設に関しては、まだ契約はしておりません。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 契約の見込みはいつになりますか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 
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          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  見込みは現在立っていない状況でございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 契約が全くつかない状況で、これは補助事業でありますけれども、補助関

係に影響はありますか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  ３年間の補助事業として今事業を推進しているところでございますけれども、３年間で建て上げ

るところに関しては現状補助金に対する影響はないと考えております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 契約に対して不透明であるということなのですけれども、契約は取れるの

ですか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  先ほど見込みが立っていないとお答えさせていただいたとおり、取れると確実に今明言すること

はできないかなと思っています。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 相手のあるお話なので、なかなか島外からおいでいただく業者を依頼する

のかどうか、宿泊先が確保できないというふうにおっしゃったので、島外の業者であろうというふ

うな見込みでお話ししますけれども、工事がどんどん遅れることによって、予算がまたどんどん、

どんどん膨らんでいくというふうな、物価高騰とか、この先のことなので、予算がどの程度膨らん

でいくのか、また膨らまないのかもしれませんけれども、そういったことに対する懸念とかも考え

ますけれども、宿泊とか人工とか、そういったことだけが問題事項なのでしょうか。 

  契約に至らないのは、宿泊先の問題だとか、相手業者が人工がそろわないとか、そういったこと
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だけが問題で契約に至らないということですか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  施設１に関しての契約についてはご認識いただいているとおりでございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 相手の業者が人工を集め、また受入れ体制ができるまでということで、で

きるまで待ちましょうぐらいの、そういう感覚でいらっしゃるとも思わないのですけれども、何と

なくそんな感じで工事が遅れますといったようなニュアンスがなかなか理解できないのですけれど

も、業者が受けてくれなければ工事も始まらないのは分かるのですけれども、なかなか難しい状態

で、早くやりたいであろうというふうにして一生懸命なさっているのであろうということは推察も

できるのですけれども、なかなか本当にそんなに難しい状態でいらっしゃるのでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 今議員のほうからサテライトオフィスの施設１に関しての契約、今後のご懸

念というところかなと思っております。 

  これは、今回のサテライトオフィスだけに限らず、住宅事業、もしくは昨日もありました焼却セ

ンターも含めて、なかなか世の中全体的に厳しい状況であるというところ。我々も昨日も答弁した

とおり、努力しているところですが、我々だけでもなかなか解決し切れないと。当然それに伴って

予算も大きくなってしまう可能性もあるという懸念も我々としては持っている中で、限られた期間

の中、特に補助の年限もある中で、可能な限り財政の負担を少なくするというような趣旨で進めて

きております。その中で、当然昨日のほかの議員の中でも優先順位とかというお話もありましたけ

れども、優先順位だけで物事を進められなくて、相手方、事業者さんの都合にもよっていけるもの

から手をつけるとかというような事態もありますので、そういったところは柔軟にという言い方が

正しいとは思いませんけれども、効果的に進めていけるように努力しているところでございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 今の５番の質問はこれで最後なのですけれども、５番に書かれている説明

の中に、次年度建設となるためというのは、ある程度目算があってというふうにしてにらんでよろ

しいのでしょうか。 
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〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 目算というところが、どういうところを指しているのか、ちょっと図りかね

るところが正直ありますが、当然実現可能な事業者さんと調整をしております。それは当然公平性、

昨日の一般質問でもありましたコンプラも意識しながら、公平性を担保しながら進めていきたいと

いうところですが、完全に目算というわけではないですけれども、絶対大丈夫だと、そういうこと

は今の時代何が起こるか分からない中で、この場で大丈夫ですと言い切れないところはお察しくだ

さい。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 次の質問に入ります。 

  ⑥番です。総合行政システム等改修委託料ということで319万円のお戻しがあります。この記の途

中に、基幹システムを利用している設備について、今後の処分費用を考慮し、買取りでなく、リー

スとすることとしたため、減額補正を行っているということで、費用面を考慮しているということ

は分かるのですけれども、このタイミングが今の時期になるというのは、今の時期にリースにする

ということは、今の現行システムが何かの切替えの時期であるがために、今の時点でリースに切り

替えるとか、そういうことになるのでしょうか。なぜ切り替えることで300万円の戻しが出るという

ふうになるのでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  11月に旧基幹系システムとの更新を行ったところでございまして、機器に関して当初予算では買

取りで計上していたのですけれども、今回５年間のリース契約ということに変更させていただいた

ため、300万円強の不用額が発生しているところでございます。 

  リースに変えた理由といたしましては、記載しているとおりなのですけれども、島内でなかなか

基幹系システム、個人情報が入ったパソコンとか処理できる会社さんがいないというところで、リ

ースであれば処分費用も含めたリース代になるというところを鑑みて変更させていただいていると

ころでございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 費用面についてご検討いただいて、そのほうがいいということと、処分に
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当たって業者がいないということはご説明で理解したのですけれども、今やるといったことが何か

タイミングがなぜ今なのでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  先ほど申し上げたとおり、11月に更新作業を行っているわけなのですけれども、その前ですか、

10月ぐらいから本格的にどのような形で更新していくかという打合せが開始されたところでござい

ます。その打合せを経て、リースに変更するという判断を下したところでございまして、今回の補

正で減額させていただいているところでございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ということは、もう既におやりになったということでよろしいのでしょう

か。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  先ほどから申し上げておるところなのですけれども、11月に機器の入れ替えは終わっています。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 質問の項目11番です。 

  通院交通費の支援補助金の件です。増額になっていますけれども、助成金額を増額したために増

額補正を行っているといったことなのですけれども、金額が増額になっただけでしょうか。件数も、

前年の同月比ぐらいでは変更はどんなものでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  まさに議員のおっしゃっているとおり、増額分だけではこの金額には収まらないと。当然対象者

を増やしてございますので、そこの部分についても金額が増額補正させていただいているといった

ところでございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 
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          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 13番の無電柱化の件です。 

  減額を行っているのですけれども、今年度実施分の契約差金とありますけれども、契約差金とい

うことで減額ですけれども、これは無電柱化事業がどのような状態になっているのかということと、

今年度無電柱化の事業がどの程度進行し、この差金は当初の予算に対して300万円が減ったと思うの

ですけれども、当初の予算額が幾らで300万円の戻しになったのか、お教えください。 

〇議長（加藤大樹君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  無電柱化事業の委託料の部分ですけれども、313万8,000円の減額を計上させていただいておりま

す。工事実施に向けて詳細設計を委託契約したもので、当初予算で3,000万円を計上しておりまして、

契約額が2,686万2,000円を結ばせていただきまして、差額で313万8,000円が差金として減額させて

いただいております。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 予算額についてはご説明で分かりました。 

  事業内容についてもお伺いしていました。 

〇議長（加藤大樹君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  今年度は、村道無電柱化の詳細設計、設計図面を起こしていただいたりとかという事業を進めて

おります。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 詳細設計をということだったのですけれども、実際には工事の関係はどの

ような計画になっているか、お教えください。 

〇議長（加藤大樹君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  今年度設計を行っておりまして、その中で村道のどの路線を実際に実施するかという検討も併せ

て行っておりまして、現時点ではまだ詳細は控えさせていただきます。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 
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〇３番（石野美由紀君） 路線の公表は控えるということですけれども、来年度から工事は何らかの

形で進みますか。 

〇議長（加藤大樹君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  現段階では、まだ来年度というのは難しいと思っております。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 工事の開始時期も不透明というふうな段階でいらっしゃいますか。 

〇議長（加藤大樹君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  路線や実際にする工法などもまだ検討中のため、今石野議員がおっしゃっていただいたとおりで

す。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 工事箇所と工事開始時期についてはまだお決めになっていないというとこ

ろなのですけれども、3,000万円の当初予算に対して300万円の戻し、2,600万円の詳細設計というこ

となのですけれども、詳細設計で何をお決めになっているのでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 菅瀬副村長。 

          〔副村長（菅瀬優生君）登壇〕 

〇副村長（菅瀬優生君） 先ほどちょっと路線の詳細はというお話をしましたけれども、無電柱化の

ほうは計画がありまして、今計画にのっとってどこの路線からやるかというところを検討している

ところでございます。なので、計画はあるのですけれども、場合によってはこういう地形ですし、

先ほど住宅の答弁でもございましたけれども、なかなか施工力の話、施工力というのは工事業者さ

んの話ですとか、そういったところの確保の問題もあって、それは無電柱化も都道は都の施工でや

って、村道は村道で村施工でやるのですけれども、どちらも正直な話をすると不透明な状況でござ

います。不透明というのは、計画どおりに進めることがなかなか難しい状況にあります。それは、

ほかの工事と同様に施工工事業者の問題とかがあって。 

  今まさにそこの計画をどのように実施していくかというところと、あと一つ一つというか、幾つ

かの候補の中の路線の中で詳細に検討しながら、ただ一方で実現可能な工法が取れるのか。要は、

もっと言うと、村道は狭いです。幅員が狭かったりとか、曲がっていたりだとか、いろいろあって、

内地並みにはできないのです。無電柱のイメージでいうと、例えば内地でいうと環状７号線という
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でかい通りがありますけれども、ああいったところは今東京都は無電柱化に力を入れていて、街灯

は立っているのです。街灯は立っているのですけれども、電気だとか電話線だとか…… 

          〔何事か言う人あり〕 

〇副村長（菅瀬優生君） やるのです。だけれども、あれは土地が広いから、大変ですよ、大変なの

ですけれども、土地の使用とか大変なのですけれども、ただ技術的なところの難しさは格段に簡単

だというか、安いところなのです。ただ、うちはこういった状況ですので、総合的に検討というか、

検証をやっているところというところでございます。 

  事業内容としては、今年度やっているのは総合的に路線も含めてなのですけれども、どのような

工法が実現可能なのかというところも含めて総合的に検討している、そういう作業を今していると

ころでございます。 

  以上でございます。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ありがとうございます。副村長のご説明は十分に理解しました。 

  委託料をお支払いして、詳細設計をなさったというので、詳細設計というのはどのようなことを

設計なさるというふうな意味合いでお聞きしたのです。その詳細設計をなさったということなので。

箇所についてお伺いするというのはこっちでも控えてくださいということであれば、あえてお聞き

しないのですけれども、詳細設計をするということであるならば、ある程度の特定のところはもう

行政側では、ある程度ここにしようといったことは勘案の中にはお入りになっているというふうに

は推察するのですけれども、おっしゃったとおり、道路の幅が狭いとか、実際に設計ができても、

実際に工事をするに当たって施工業者のことだとか、そういうことは困難を極めるといったところ

で、実際に工事をするという実際の部分に対して執行部側というか、行政側が一生懸命お考えにな

っているというのは分かったのですけれども、分かったのですけれども、私がご質問申し上げてい

たのは、要は基本設計はどのようにといったところで、基本設計はできているということだったの

で、基本設計の中身についてご説明いただければというふうなご質問をさせていただいたと思った

のです。 

〇議長（加藤大樹君） 菅瀬副村長。 

          〔副村長（菅瀬優生君）登壇〕 

〇副村長（菅瀬優生君） ご質問ありがとうございます。 

  ちょっとこの経費のラベルというか、題名が詳細設計という形になっているのですけれども、多

分に先ほど申し上げたとおり、一から積み上げている部分もあって、ほかの詳細設計とは違って、

若干基本に寄った内容になっているというところはあります。というのは、繰り返しになりますけ

れども、なかなか計画どおりにいかないというところもあって、一から積み上げていくというとこ
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ろが必要になっていますので、一概にほかの建築工事でいう詳細みたいなものではなくて、積み上

げているところもあるので、計画路線を３つ、今考えているところなのですけれども、どうしても

それぞれ大きな課題があるので、そこを一から積み上げている。なので、施設の詳細設計みたいな

設計図があるとか、そういうことではないというところであります。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 無電柱化については、基本東京都の事業で、これは東京都のほうから補助

を頂戴できる事業だというふうな認識でいたのですけれども、それには間違いないでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 菅瀬副村長。 

          〔副村長（菅瀬優生君）登壇〕 

〇副村長（菅瀬優生君） 全額ではないですけれども、基本的には東京都の補助金をもらう形で整備

を進めていくような形になります。よろしくお願いします。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ありがとうございます。次に参ります。 

  債務負担行為のほうの①番、②番、③番についてお伺いしたいと思います。①番、②番、③番共

通で、施工業者の負担を鑑みといったような文言があるのですけれども、これはどういった意味合

いで捉えたらいいのでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  施工業者の負担を鑑みというところでございますけれども、どうしても４月１日に契約を結ぼう

とすると、契約締結までちょっと期間がかかってしまう。額が大きくなってしまうと、議会の承認

をいただく必要が出てくるというところで、契約締結期間が短くなってしまって、その年度いっぱ

いで工事を行うことがなかなか難しくなってくる状況かなと考えております。債務負担行為とする

ことで、今年度末ぐらいから債務負担行為をすることで、今年度から次年度に向けた施工の準備か

らまず取りかかることができて、施工事業者さんにも１年間で建て上げるというよりは、１年より

プラスアルファで建て上げることができるような余裕ができてくるのかなというところでございま

す。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 
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〇３番（石野美由紀君） 要は、将来にわたって債務負担をする行為を次年度以降の経費の支出を義

務づけるようなことができるといったようなことだったと思うので、それについては何も異論がな

いのですけれども、４月１日の契約で、４月１日を契約日として契約までにちょっと時間がかかる

という、そのちょっと時間がかかるというのはどのぐらい時間がかかるというふうなニュアンスで

取ったらいいのですか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  どのくらい期間かかると明確にはお示しすることはできないかなと思うのですけれども、ご存じ

のとおり、工事請負に関しては5,000万円を超える場合は議会の承認が必要になってくる。そこで臨

時議会等を開く必要がございますので、そこで多少時間がかかってしまうかなと考えているところ

でございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ちょっと間違ったことを言うようでしたらあれですけれども、４月１日に

契約するに当たって、３月の議会で承認というのは、それは違ったことになるのでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  石野議員がおっしゃっているのは、３月の議会で、要は令和７年度予算の当初予算でという意味

合いでよろしいでしょうか。そうすると、令和７年度予算、当然４月１日から行うものについての

予算審議でございますので、令和７年４月１日の予算を３月議会でお認めいただいたとして、ここ

からは実務的な話になりますけれども、支出するに当たっては事前に支出負担行為ですとか、そう

いったものを全部会議しなければいけないというような手続が役場の中にもございます。事実上で

いきますと４月１日にその契約の負担行為を回して、各決裁を取って、そこから契約締結の準備と

いうか、契約締結の請求を起こすというようなところでいきますと、事前に準備をそれをしておく

ということが、今の利島村の規則上できないものですから、そこはどうしてもタイムラグが出てし

まうというようなのは必要的なというか、期間として持たなければいけないというようなのもござ

いますので、これは以前議会でも契約についてのというところはありましたけれども、今そこを迅

速化するために電子契約を村のほうも契約書等、電子決済で行うようなことを取っていますけれど

も、どうしてもそこはタイムラグが発生すると、４月１日に関しては。それは弁護士さんのほうに

も確認して、１か月以内で契約書の電子決済が終わるのでしたら、特段契約書にちゃんと４月１日
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と書いてあれば、不履行なことはないとかというのは事前にありますけれども、実際上行っていて、

今回工事ですので、5,000万円超えた工事については、いかんせん議会の承認を得なければいけない

という規則で決まっていますので、議会も招集しなければいけないというようなところもございま

すので、当然４月１日に実際に３月の議会で予算をお認めいただいて、４月から走れるというわけ

ではないといったところで、やはり今回の債務負担行為について、今回で12月で一応上げさせてい

ただいているといったところでございます。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ご質問した意味がちょっと違う。債務負担行為についてはもちろん異論が

ないのですけれども、要は今４月１日の契約でちょっと期間がかかりますといったようなニュアン

スのことをおっしゃったので、以前議会でもほかの契約関係でも、ちょっと時間がかかるが大分時

間がかかっていた状態だったので、今課長のほうからも議会のほうで問題が提起されていたという

ふうなことがあったので、ちょっとというところがどのぐらいのニュアンスで、ほかの村の委託事

業に対しても結構な時間がかかっていたというふうな認識が、問題が提起されていたというふうな

認識があったので、こういった契約関係でも４月１日の契約日をうたいながらも、ちょっと時間が

かかるという、そのちょっと期間がかかるといったところのニュアンスがどの程度のもので、この

債務負担行為をしなければいけないほどの期間がかかってしまっているのかなというふうなことを

お伺いしたつもりでいたのです。債務負担行為について異論を申し上げたわけではありません。逆

に債務負担行為をしなければいけない状態になってしまう、その契約体制、それがちょっと問題が

残ってしまうので、解決してほしいなというところを申し上げて、どちらかというとそちらのほう

を申し上げたいと思いますけれども、それがちょっと解決は結構難しいことなのでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  議員のおっしゃっているのは、４月１日からの契約について、４月１日からすぐに契約書がある

状態でというお話をさせていただいているということではない。ちょっともう一度お願いします。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ４月１日で、４月１日に契約になれば、それはもちろん契約書どおりで望

ましいことですけれども、事務的に不可能であるならばそれは仕方がないことです。ですけれども、

４月１日付の契約書であって、ですけれども、事務手続にちょっと期間がかかると。そうすると、

年度いっぱいで契約内容の仕事ができないので、債務負担行為をしたいというふうなことで、今回

ここに書かれているように、施工業者の負担を鑑みてやりたいのだというふうにして出ていること
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に対してご説明頂戴したので、債務負担行為をせざるを得ないのであるならば、それをして一向に

構わないということです。ですけれども、４月１日付の契約を結ぶに当たって、実契約がそんなに

時間が事務的にかかる、時間をかけなければ、かけなければという言い方もおかしいですね。村の

委託業務に関しても、先ほど課長のほうからお話が出たので、申し上げますけれども、大分先で実

契約がなされていたというふうなことを以前の議会でもお話があったので、そういうところは改善

ができないものでしょうか。そういうことが改善できるのであれば、この債務負担行為も致し方な

い。時にはこういうことが発生しても仕方がないですけれども、契約がこのような状態にあるから、

債務負担行為が発生するというのは、ちょっと違うかのように感じるのです。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えするというか、ご提案というか、あれ

なのですけれども、逆に全部のものを債務負担行為をやってしまえば、４月１日にきちっとした契

約書で判こを押されたもので、押印されたもので走ることはできるというような、逆に取り方とし

ても逆説的な表現になってしまいますけれども、そういったやり方も逆にあるというのはあるので

す。 

  当初予算で４月１日から実施しなければいけない契約についての事務改善というのは、先ほども

申したとおり、電子決済を行う等々のことである一定の期間について、当然契約が４月１日からが

有効かどうかというような判断というのは弁護士にも確認して、有効であるといったところで私ど

もも認識は取っているところなのですけれども、そこの契約を４月１日にきちっとしたもので走ら

せるといったところは、どうしても事実上、４月１日の予算から負担行為の議会承認が受けたとき

に、議会承認を受けたからといって４月１日の負担行為を逆に起こすことというのは、今現状でき

かねるので、そういったところを前倒ししていくことを自治法上とか、そういったところで問題な

ければスタートできるかもしれませんけれども、事実上、今現行では契約に関するところについて

はやはり４月１日をもって事務を実施しているといったところもございますので、なかなかそこを

４月１日にきちっと行うことというのが難しいのかなというふうに認識しています。そこについて

は、いろんな自治体の契約事例も含めながら、今後検討していきたいと考えております。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田議員。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） よろしくお願いします。債務負担行為について幾つか答弁がありましたので、

何点かお伺いさせていただきます。 

  当年度中に、来年度の予算を審議していくことによって、来年度についてこういった工事、こう

いった事業でこの程度の額を予算編成するよということを事前に審議しておくことを目的としてい

るかと思うのですが、その解釈でお間違いないでしょうか。 
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〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 髙田副議長のご質問お答えいたします。 

  お見込みのとおりでございまして、今回上げさせていただいている３事業に関しては、今年度分

プラス来年度、これだけ事業費がかかる想定のもの、想定の額のものを上げさせていただいている

ところになります。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田議員。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） 債務負担行為の性質上、翌年度の事務的な処理のむしろ効率化のために新た

に予算審議を臨時議会等を招集するよりも、事前にこの場で審議がされている状態で年度の予算を

組む場合のほうが、事務が翌年度の予算を執行する際の効率化が図れるというふうに考えられると

思うが、その辺り翌年度の契約に向けて予算審議が新たに必要とはなるものの、ハードルが下がる

というふうに考えられると思うのですが、その理解でよろしいでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 髙田副議長のご質問にお答えいたします。 

  契約に関しては、複数年の契約になってくるかなと思っています。今年度係る費用と次年度係る

費用を今年度、どこかのタイミングで契約していく。今年度係る費用に関しては既に予算計上され

ている額になってきますし、今回の債務負担行為でそこの部分を除いた、今回２か年の費用が含ま

れていますけれども、次年度分の費用も計上しておりますので、その部分を今回の債務負担行為で

お約束いただきつつ、次年度の当初予算の額にも計上していくことになっていくかなと考えており

ます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田議員。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） 今年度、年度またぎになるような事業があることは理解しているのですが、

今後の予算編成において来年度以降、新たに予算を審議するよりも、契約までにかかる時間でした

り、予算の審議にかかる時間等を今の段階でやっていくことで短縮されるということも目的の一つ

になっているかと思うのですが、その辺の契約がスムーズにむしろいくように、このタイミングで

債務負担行為を審議しているということでよろしいでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 質問の内容が債務負担行為に集中しているので、債務負担行為について説明

いただけますか。執行部からお願いします。 
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  榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 議員必携の240ページにちょうど債務負担行為というところでご

ざいます。この７番に債務負担行為とはと、ここにあるとおり、歳出予算については計上して、原

則として当年度支出することになりますけれども、その経費の性質上、支出予定がその額が不確実

であることから、翌年度以降にわたってですとか、そういった場合についてこの債務負担行為を通

じて翌年度の予算を縛るという言い方が適切かどうかというのはちょっとあれなのですけれども、

議会承認も得ないまま進めてはいけないといったところで、この債務負担行為を行うことによって、

当然翌年のどの予算分のそこの部分についても議会でお認めいただきたいといったところが債務負

担行為の説明になるかと考えております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） 質問はございますか。 

  ５番、髙田議員。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） すみません。ちょっと質問が不明瞭で申し訳なかったのですが、先ほど石野

議員から質問があったところで、債務負担行為をせざるを得ない状況になるというのが何とかなら

ないでしょうかといったところで答弁が繰り返されたかと思うのですが、債務負担行為そのものに

ついてはそういった事務処理的にといいますか、予算の審議をしていく上で、むしろ前出しといい

ますか、予算の前出しといったところも含めまして、してはならないというよりは、複数年度にま

たがるような事業をしていく際に、基本的には効率も含めてしたほうがよいタイミングというのは

やはり存在して、こういったサステナブル事業、ここに載っている３事業に関しては債務負担行為

をしたほうがいいというか、必要性が十分にあることで、かつそういった性質の事業というのは今

後も多くあるというふうに思うのですが、債務負担行為の必要性みたいなところというのはその理

解でよろしいでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 菅瀬副村長。 

          〔副村長（菅瀬優生君）登壇〕 

〇副村長（菅瀬優生君） ご質問ありがとうございます。 

  ちょっと財政学的な話になるのですけれども、基本国も区市町村も予算の編成というのは幾つか

原則があって、単年度で物事を考えなさいという原則があります。債務負担行為についてはその例

外になりまして、当然経費の在り方というか、性質に合わせて選択するものになります。 

  今議員からご質問というか、ご発言がございましたけれども、まさに債務負担行為は私も今東京

都から派遣で来ていますけれども、昇任試験の論文のテーマになったりとか、そういうものになる

のですが、結構難しい概念なのです。なかなか図を見せながらやらないと分からなかったり。先ほ
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ど総務課長のほうも、皆さんお持ちの議員必携を示しながら、そこに多分表があったと思いますが、

ああいうのを見ながらでないと分からないところがあって、要は先ほど髙田副議長からもご発言あ

りましたけれども、やっぱり複数年度見込まれる事業については、先ほど原則で単年度計上という

原則でがっちりやってしまうと、その都度契約を結ぶだとか、あと受注する業者さんも文房具を

1,000個作ってくださいだったら分かりやすいのです。単年度で500個作って、次500個だったら分か

るのだけれども、建物を造るだとか、何か物を造るというのは数字では表しづらいです。だから、

受注業者さんのほうも単発で契約をしたほうが分かりやすいというところがあります。つまりそう

いった契約手続もそうですし、積算もそうですし、そういったところを事務とかも考えると、迅速

にやっていくためにそういった例外の方法になりますけれども、積極的に取ることが今進められて

おります。私の出身母体である東京都も、工事ですとか複数年度やる事業につきまして、債務負担

行為を例外ではあるのだけれども、積極的に活用せよというところの指針が掲げられていて、今ま

さにそういったことで迅速化を図っているといったところでございます。 

  先ほど髙田副議長のほうからもご提案というか、ご指摘ございましたけれども、まさにこの間、

建築工事のご質問多々頂戴いたしました。我々の島内の施工力ですとか、そういったところでなか

なか我々の思いどおりにならないところがあって、端的に言うと、人智を越えてしまっているよう

なところもあって、想像つかないところもあって、そういったところの対応を考えていくと、なか

なか迅速にできない部分もある一方で、早期にいろんなものを立ち上げていくという意味では、な

るたけ事務手続ですとか、そういったところで迅速化を図ることによって、できるところから早期

にやっていくというところは、まさに髙田副議長おっしゃられたように、メリットあるのかなと思

っております。ぜひ今回我々いろいろ工事をやらせていただいておりますけれども、この教訓とい

うか、成果というところで、有効活用について検討もし、進めていきたいなと思っております。 

  以上でございます。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 私の発言にちょっと誤解があるようなので、１度申し上げたいと思います。 

  債務負担行為について、私が異論を申し上げたわけではありません。債務負担行為をすることを

反対したわけではありません。債務負担行為についてご説明いただいたときに、４月１日付の契約

日なのですけれども、その契約をするに当たってちょっと期間がかかる。そのために年度いっぱい

でできないがために債務負担行為をすることになってしまうというようなご説明があったために私

は申し上げたことであって、それならば契約を速やかにすることで、結果的に終了しなかったとき

には債務負担行為はもちろんやぶさかではないです。だけれども、契約が済まなかったから、済ま

ないというか、契約をするのにちょっと期間がかかってしまう。そのために年度いっぱいでできな

いという事象が発生する。それが施工業者の負担を鑑みといったところのご説明だったので、それ
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で結果的に債務負担行為が発生するということになってしまったということだったので、債務負担

行為自体が悪いとか、そういうことのご指摘は私は一切していないということは明らかにしておき

たいということで、そういったところはもちろん事業を行う上で必要なことでもあるし、理解はし

ているつもりです。 

  ただ、契約に当たって時間が短縮することによって、単年度予算で組んでいることが速やかに行

えるのであるならば、契約に当たって時短をすることで、その行為をしないで済むようにするとい

うのができるならば、それがベターだということであるだけであって、その契約についてもう少し

時間の短縮ができませんかというふうなことをご提起申し上げていただけのことです。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 石野議員のご質問に、ご指摘事項かな、にお答えいたします。 

  ちょっと私の説明が不足していた部分があり、申し訳ございませんでした。今回の３事業に関し

て債務負担行為をするところで、例えば来年度いっぱいで建物を建ててという方向でいった場合に、

契約の時間がかかってしまって来年度いっぱい取れないというところを例えでお話ししたところで

あって、今回３事業上げさせていただきますけれども、複数年、今年度、来年度、工事がまたがる

ような仕組みを取ることで、施工期間も事業者さん側にとって長く取れるというところで債務負担

行為を上げさせていただいている状況でございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問はございますか。 

  ５番、髙田議員。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） 私からも何点か質問させてください。 

  債務負担行為のところになるのですが、サステナブル・アイランド創造事業の住宅建設事業にお

ける債務負担行為について、太陽光発電設備及び水循環システムを除くというところで５億円です

か、見込まれているかと思います。この５億円に関しては、部材の製作とか建設工事にかかるまで

というところですが、おおよそ、明確には先ほどもあったように、決まっていないかと思うのです

が、この５億円の内訳、おおよそこういう見込みですといったところというのはお答えいただける

範囲であれでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 髙田副議長のご質問にお答えいたします。 

  ②のサステナブル・アイランド創造事業で、今後予定している擁壁工事と建築部材の製作、組立
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て、括弧がここに入ります。ごめんなさい。太陽光と水循環システムは、ここは除きます。それ以

外は債務負担行為でやっていきたい。なので、擁壁工事と部材の組立てとかは債務負担行為の範囲

に入ります。 

  ５億円の内訳なのですけれども、これから調達に入っていくところでございまして、なかなか内

訳はお示しできないかなと考えております。申し訳ございません。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問ございますか。 

  ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 概要の16番です。繁殖保護助成金650万円のお戻しです。 

  今年度実施見込みに合わせ、減額補正を行っているというふうな説明ですけれども、43ページに

なろうかと思います。水産振興費の補助金のお戻しなのですけれども、これがなぜお戻しになるの

か、説明していただきたいと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  この補助事業につきましては、もともと漁協のほうが主体になっている事業で、様々な事業を漁

協のほうで行っています。それに対して村が支援をしているという形になっておりまして、今年度

の事業の見込みについて漁協にヒアリングを行った上で、今回の減額を上程したというになってお

ります。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） 一旦ここでお昼休憩といたします。再開は１時から再開いたします。 

          （休憩 午後 零時０１分） 

                                           

          （再開 午後 １時００分） 

〇議長（加藤大樹君） 定刻になりましたので、再開いたします。 

  午前中に引き続き、質問はございますか。 

  ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 引き続きよろしくお願いします。 

  午前中に補正予算の中の概要の16番、繁殖保護助成金651万7,000円についての質問をしてご答弁

いただいたところでありました。村が漁組のほうにヒアリングしてというふうなことで、そのヒア

リング結果でご予算のほうを返戻するというふうなことで、それのみのご説明だったかと思います
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けれども、もともと繁殖保護助成金だったり、近代化資金利子補助金、漁業振興事業補助金、海産

物流通対策事業補助金というふうにしていろいろな項目に分かれた項目があって、お使いになって

いる５万3,000円もありますけれども、この事業をやる目的というか、どういう事業であったのか。

また、それをヒアリングしてお戻しになるに当たって、なぜこの事業をやらなかったのかというこ

とをお聞きできればと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  事業の説明ということなのですけれども、まずうちのほうは申請を受けてから、それに対して受

理して補助金を交付するという形ですので、実際に補助金の枠としては用意している分があるので

すけれども、それが全額執行できるかどうかというところで事業の進捗を確認したということなの

で、全額を減額したと、そういうわけではございません。 

  繁殖保護事業の内容につきましては、例えば伊勢エビの漁獲があった場合に、サイズが小さいも

のに関しては放流するというようなルールがございまして、ただそれを取ってきたという行為に対

して支援をしているというところです。あとは、稚貝の放流をするために稚貝の購入を大島に栽培

漁業センターというところがあるので、そこから購入する際の購入費の支援をしたりとかというの

が繁殖保護事業の内容です。近代化資金については、船を購入した場合の利子とかがつきますので、

その分の補助をしていると、支援をしていると。 

  漁業振興事業の補助金というのは、漁に行く際に使用する機械、簡単に言うと魚群探知機だとか

巻き上げローラーだとか、そういったもの、船に附帯して使うもの、それを各従事者の方が購入す

るときの補助をしているというところです。 

  漁業の流通対策事業というのは、例えば船が欠航して、昔だとよく年末に伊勢エビを出荷すると

いうときに、大型船が欠航してしまったりとか、そういった場合に漁船をチャーターして内地のほ

うに運んだりというのがあったのですけれども、現行だと伊勢エビの水揚げがかなり今落ち込んで

いるという状況もありますので、そこに充てようと思った事業についてはやらない見込みだという

ところで減額をさせていただいたということです。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 繁殖保護助成金がお戻しになっている金額が、これがもとの予定額が幾ら

かというのがちょっと分からないのですけれども、650万円ということで何か大きい金額のように思

うのですけれども、これは見込みの額よりも少なく、年度末までに済みそうだというか、このぐら

いの金額になってしまったというのは、結構規模を縮小したというか、少なくしたというか、そう
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いうふうな減少があったということでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  そもそも補助金要望をいただく際に、漁協のほうから例えば令和６年度を例に出しますと、

1,500トンぐらいの伊勢エビを漁獲する想定で助成の要望が出ているというところで、実際に今年度

残りあと４か月ぐらいではあるのですけれども、その中でどれぐらいの水揚げが最大限想定される

かというところを鑑みた上で、繁殖保護だけでいうと大体1,400万円ぐらい補助として当たっていた

と思うのですけれども、そういった中で全額はなかなか難しいだろうというところで、漁協と聞き

取り調査をした上での減額をさせていただいたということです。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 規格外のお戻し、海に戻すということで補助、助成をしているということ

は分かったのですけれども、稚貝を放流といった部分では予定どおりはなさっているということで

しょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野産業観光課長。 

          〔産業観光課長（荻野 了君）登壇〕 

〇産業観光課長（荻野 了君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  稚貝の購入に関しては実施しています、今年度については。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問はございますか。 

  ５番、髙田議員。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） よろしくお願いいたします。 

  ちょっと縦断的にというか、時系列に沿ってお伺いできればと思いますので、テーマとしてはサ

ステナブル・アイランド創造事業の住宅建設のところになります。ちょっと補正で組まれている予

算と債務負担行為で組まれている予算等とありますので、既に回答されている部分とか、重複する

質問だったり等あると思いますが、おつき合いいただければと思います。 

  まず、補正で住宅建設に関わる予算を組む、この2,500万円程度の予算の中に住宅建設に関わると

ころが含まれているかと思うのですけれども、これ以前に終わった工区と申しますか、部分を確認

できればと思います。土地収用は済んだタイミングから、畑だったかと思うので、山を切り開いて、

先ほども指摘ありましたけれども、ここが住宅の用地として適しているかといった大枠の地盤調査、

まだ設計が固まっていない段階でのボーリングの調査等が行われたかと思います。この補正の前ま

での予算で既に完了している、または契約が済んでいるような工区としてはこのぐらいを思ってい
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るのですが、間違いないでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 髙田副議長のご質問にお答えいたします。 

  地質調査に関しては、昨年実施しておりますので、令和５年度に支出している状況でございます。

その後の工事関係の費用に関して、伐採、抜根は含まれている状況でございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田議員。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） ありがとうございます。 

  その後のこの補正予算の中で含まれている追加の地盤調査と擁壁の申請が完了したための擁壁工

事についての予算かと思うのですが、追加の地質調査は先ほどもあったように、基礎部分、詳細の

設計とか、建物自体が物が決まって、ここの位置に基礎が来るよとか、柱が来るよとかが決まった

際の追加の構造計算上必要な地質調査の金額と、擁壁工事の一部ですか、予算が組まれているかと

思うのですが、お間違いないでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 髙田副議長のご質問にお答えいたします。 

  追加の地質調査の費用に関しては、委託費のほうに含まれている状況です。現在土地の造成擁壁

工事に関しては伐採、抜根プラス擁壁工事の費用分になっています。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田議員。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） ありがとうございます。 

  そこから債務負担行為のところにお話を移せればと思います。擁壁工事建築部材の製作、組立て

等、ここから擁壁を組んで建物を建てるところまでというところで、太陽光発電設備及び水循環シ

ステムを除く部分ということですので、建物が建って、太陽のパネルと水の循環システムが残って

いる状態までのところで債務負担行為をされるという理解でよろしいでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 髙田副議長のご質問にお答えいたします。 

  ご認識いただいているとおりでございまして、擁壁工事、建築部材の製作、組立てと基礎工事も

含め、本体、太陽光発電、水循環システムを除く本体部分の費用を計上しています。 
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  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田議員。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） 擁壁工事と建築部材の製作、建築部門と土木部門に分かれるかと思うので、

事業者さん異なるかとは思いますし、契約も異なるかとは思うのですが、この債務負担行為に含ま

れている部分の契約に関しては今年度中に行って、来年度にまたがるであろうという認識でよろし

いでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 髙田副議長のご質問にお答えいたします。 

  お見込みいただいているとおりでございまして、擁壁工事部分と本体工事部分で契約が分かれる

見込みでございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田議員。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） ありがとうございます。 

  今年度に契約が行われて、それが債務負担ということになるかと思います。恐らく工期的に厳し

いという部分があって設定されている部分と、来年度に持ち越した場合については特に建築の部材

の発注と製作が来年度以降になってしまうと、工程に影響があるためというところで、このたび債

務負担行為をした上で今年度中に契約で部材の発注等、製作等には入れるようにという意図かと思

われますが、その認識でよろしいですか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 髙田副議長のご質問にお答えいたします。 

  お見込みいただいているとおりでございまして、今年度中に建築部材の製造を発注し、契約し、

部材ができ次第建て上げられるような環境を整えたいために、今年度にまた本体工事についても契

約ができればと考えているところでございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田議員。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） 契約タイミングと予算の計上のタイミングのところで１点ご確認させてくだ

さい。 

  補助金が多く入る事業でもあるかと思いますので、先ほど補助金の要件として大丈夫なのかとか、
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工期的なものとか、そこの制約のところを気にされている質問も出ていたかと思いますので、ご確

認したいのですが、このタイミングで債務負担行為をもって部材の発注だったり、擁壁工事等に入

っていくとは思うのですが、これ自体がもちろん大小関わらず不測の事態等とかで発注のタイミン

グ等が延びてしまったこととかはあるかとは思いますが、補助金の要件としてというところも含め

まして、進捗というか、設計等を照査する時間等もあったかと思いますので、それらが大きな問題

はなくというか、大小の問題は乗り越えたタイミングで最速でやった結果、今のこのタイミングで

今年度中に契約を取るために債務負担行為をしたいという認識でよろしいですか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 髙田副議長のご質問にお答えいたします。 

  補助金に関しては、東京都に都度ではないですけれども、報告の機会がありまして、そこで修正

等を行っているところでございます。そこで特にタイミング的なものに関しては問題ない認識でお

ります。ご認識いただいているとおり、施工期間を鑑みて来年度中に住宅を建て上げる必要があり

ますので、来年度中の竣工を目指すための債務負担行為ということになります。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田議員。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） ありがとうございます。 

  今後も大規模な工事と焼却場であったり、もろもろ控えているかと思いますので、複数年度にま

たがってきてしまう、または単年度で終わらせられる予定であったのにもかかわらず、立地的なと

ころと業者の手配、先ほどからお話出ていますが、宿舎ですとか、人の手配のところが難しいとい

った理由で、どうしても年度をまたいでしまうようなことも多いかと思います。その中で翌年度か

ら予算編成をしてということだと、進捗が取れなかったり、事業の見立てが取りにくくなったりと

いうことは今後も相当数想定されますので、うまくこういったことも、先ほど副村長からも答弁あ

りましたが、活用しながら、事業全体の進捗の見通しが立ちやすいように予算編成等をしていただ

けると、こういった質問を通して議会でもそこら辺に意図等を確認しながら、しっかりと審議して

いければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  それと、もう一点、これの事業の今後についてお伺いしたいのですが、今回の５億円の債務負担

行為につきまして、国庫支出金と一般財源の比率が２億円、３億円となっています。また、複合型

サテライトオフィス建設事業も2,500万円ずつとなっております。太陽光発電設備及び水循環システ

ムを除くということで、今後サステナブルな部分、サステナブル色が強い部分というのはこの後に

残ってくるかと思うのですが、基本的にはこういった予算計上される際の補助金の負担は比率で決

まっているものですか、それとも総額的なものがあるのでしょうか。補助金の比率、国等の支出金
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と一般財源のサステナブル・アイランド事業だったり、サテライトオフィス建設事業の比率、補助

金と一般財源の比率なのか、総額なのか、そういった取決めのところをお伺いできればと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 隅総務課主幹。 

          〔総務課主幹（隅 智孝君）登壇〕 

〇総務課主幹（隅 智孝君） 髙田副議長のご質問にお答えいたします。 

  補助金の補助率かなと認識してお答えさせていただきますと、東京宝島サステナブル・アイラン

ド創造事業に関しては３年間で５億円という上限が決まっているところでございます。複合型サテ

ライトオフィスに適用している３Ｃ補助の中の子供と居場所枠に関しては、３年間で２億4,000万と

いう内示を今いただいているところでございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問はございますか。 

  ４番、井口議員。 

          〔４番（井口 保君）登壇〕 

〇４番（井口 保君） 私のほうから何点か質問させていただきます。簡単なことですので、明瞭に

お答えください。 

  33ページ、地域交流会館管理経費として118万4,000円が減額されておりますが、これについて一

体どういったことで交流会館の減額がなされたのか、それともやられる方が代わったのか、それと

も違うほうに向かっていったのか、質問いたします。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 井口議員のご質問にお答えします。住民課長としての所管課とし

て答えさせていただきます。 

  年度当初予算計上していたときは草刈り等々も含めて、館内の清掃といったところも含めての予

算計上をさせていただいておりましたが、昨今の議会からのご指摘のとおり、契約に対する、委託

契約に対する厳格化といったところで私どもも見直しを行った中で、今まで実施していた方がご辞

退されたといったところで、急遽草刈りの部分については、以前多分議会でもご説明したと思うの

ですけれども、社会福祉協議会のほうに障害者雇用というような形で草刈りのほうを現在委託して

いると。そこの見積りのほうが社会福祉協議会の中で減らしていたといったところで、全額執行を

していない状況でございまして、ただ館内のほうで清掃が必要だといったことで、別途業者に館内

清掃をこの12月から業者委託しておりまして、そこの部分で実施していた差額分というのですか、

これまでの委託で計上していたものと社会福祉協議会に現状館外の除草で、草刈りで実施していた

分と、12月から今現時点で契約している部分を除いた不用額について減額させていただいていると

いったところでございます。 
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  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ４番、井口議員。 

          〔４番（井口 保君）登壇〕 

〇４番（井口 保君） 確かに草刈りのあれに、私も山にちょこちょこ行っていますもので、何回か

見てはいるのですが、そういったところで、いや、頑張ってくれているのかなと思っていたのが、

これだけの金額が減額されるというようなことになったもので、あれ、どうしたことかなと思って

いたところです。 

  それと、地域交流会館の中の台所の中の設備ですか、そこがあまり使われる、今は何年かもう使

っていないような状況です、台所のほう。あまり使っていないように。前は亡くなられた方や何か

のときに結構使われていたのですが、今はあまりそういったあれもなくしているもので、その辺は。

ただ、私が聞いている話ですと、中にゴキブリが出たりなんだりちょっとしているといったことも

聞いていますもので、そういったところでこれから消毒なりなんなりをしていただけるのか、お聞

きします。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 井口議員のご質問にお答えします。 

  交流会館の多分厨房のことについてご質問いただいたかと思いますけれども、こちらのほうの厨

房ですけれども、以前に比べて利用率は大変増えております。実際これまで使っていなかった夏の

サマースクールでの実績とか、そういったのを含めると、これまでの冠婚葬祭で使っていた、特に

葬儀で使っていた時期よりも、今結構ほかの団体等でも懇親会等々が、なかなか大人数でやるとこ

ろについては交流会館を使っていたりというようなところで、利用率としては非常に伸びていると

いったところでございますが、あと盆踊り等々でも準備のときに使っていただいているというよう

なこともございますけれども、ゴキブリ等不衛生な環境ではないかというようなご指摘であります

が、これまでも度々出ていたと。そのたびに清掃していただいていた方に対応いただいていたとい

うところもございますけれども、今後ともこの施設、利用した方にはきちっとした清掃をしていた

だくということは徹底させていただきながら、厨房の使い方についてもまた一度利用される方に周

知していきたいと考えております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ４番、井口議員。 

          〔４番（井口 保君）登壇〕 

〇４番（井口 保君） 私も住民の方から、こういったあれがあったよ、こうだったよということを

聞いているもので、そこら辺は衛生的にちゃんとしていただければと思っております。そこら辺、

よろしくお願いいたします。 
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  それで、引き続きまして、39ページ、工事請負費で684万3,000円の減額になっています。これ、

トラッシュバスター設置工事の関係であろうと思っていますが、今現在あそこへ設置してあるのは

私も見ています。これについて、果たして最初の見積りとして１台どのぐらいでやっていくのだと

いうような見積りがあったのか、教えてください。 

〇議長（加藤大樹君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 井口議員のご質問に答えさせていただきます。 

  生ごみ処理槽のほう、６基整備させていただいているのですけれども、当初予算の要求段階で見

積りを取るということができなくて、正直なところ概算で６基でこんなものか、200万円ちょっと切

ったところでいって、６基で大体1,000万円ぐらいかというところでざっと積ませていただいていた

というところが正直なところでございまして、実際に工事に当たって見積りをいただいて、実際の

額を出させていただいて契約に入ったというので、額が確定というところでございます。 

〇議長（加藤大樹君） ４番、井口議員。 

          〔４番（井口 保君）登壇〕 

〇４番（井口 保君） 確かに役場の前にあるものはもうほとんど満杯に近くなってきているので、

そちらに設置したということ、これはよく分かります。ただ、最初の予想では、こんなに早く満杯

になるとは思わなかったのです。それで、設置する場所としてあそこ、向こうへ、都道のすぐ横に

６基ですか、設置されています。そういったあれで、今度生ごみの満杯だ何だという心配はなくな

るのではないかなと思っていますので、そこら辺はよろしくお願いいたします。 

  次に、47ページ、委託料で305万6,000円の減額があります。これは、学校実践研究委託料とか業

務委託料、特色ある教育活動委託料というようなものもございますが、大分減額されているのです

が、これについてちょっと説明をしていただければと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 三室教育長。 

          〔教育長（三室哲哉君）登壇〕 

〇教育長（三室哲哉君） ご質問ありがとうございます。井口議員の質問にお答えいたします。 

  こちらも正直私も全てを把握、まだ現在できておりませんので、明確なお答えにならないかもし

れませんので、ご容赦いただければと思っているのですけれども、まずは当初予定していた金額を

今後残りの４か月間で使う予定が立たなかったというのが正直なところでございます。いろいろと

新しい取組をなさっていて、それに関してこれもあれもというふうに考えていたのですけれども、

日々の運用、それから学校の運営等もありまして、正直人手が足りなくなって回らないというとこ

ろもあったりもしますし、来年度に向けていろんな事業を精査している段階でもありますので、そ

れの整合性も合わせながら判断させていただいたというところでございます。 

〇議長（加藤大樹君） ４番、井口議員。 
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          〔４番（井口 保君）登壇〕 

〇４番（井口 保君） 私も大分給食の人材が足りないというようなことは聞いております。それで、

今後そういった形でどうやってそういった給食のほうも回していかれるのか。また、学校の計画づ

くり、そういったものをできる限りいいものをつくっていただきたいというようなことを考えてお

ります。新しく教育長になられてまだ日も浅いもので大変でしょうけれども、何とかよろしくお願

いいたします。 

  以上で私の質問を終わらせていただきます。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問はございますか。 

  １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） よろしくお願いします。大磯議員の質問とかぶるところもあるのですが、工

事の広報で島民に知られていないよという声が聞こえてしまうというところですが、工事を認識さ

れていない島民の原因は、ＩＰ告知端末の確認が漏れると、広報の確認が漏れてしまうところにあ

ると思いますが、島内には複数箇所に掲示板が設置されておりますので、島内の他の業者でも行っ

ていると思いますが、ＩＰ告知端末で行っておりますが、工事期間中、ある程度ＩＰ告知端末でこ

の期間工事していますよと流していると思うのですが、そういうような形で掲示板に工事情報とあ

る程度の工事期間を簡単に記載したものを掲示しておくなどして、掲示板の利用で周知はできない

でしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 木村議員のご質問にお答えします。 

  まず、１点ちょっと確認させていただきたいのが、掲示板というのはデジタルサイネージ。 

          〔「島内に何か所か立っている」と言う人あり〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 木製というか、あの紙の話ですか。掲示板ですか。ごめんなさい。

分かりました。 

  確かに掲示板ございます。掲示板の中でガラスがもう割れてしまってできないところというよう

なところも複数箇所見受けられます。掲示板の活用方法については、いろいろな今後検討も必要か

なといったところもありますので、今すぐにできる限りことは行っていきたいとは思いますけれど

も、ちょっと検討する時間をいただきたいと考えております。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問はございますか。 

  ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 総務課のほうの一般管理事務費のところで広告料というのがあるのですけ



 - 155 -

れども、ページが同じかどうか分かりません。23ページを私は見ているのですけれども。これが100万

円で計上があるのですけれども、これについてちょっとご説明いただければと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  すみません。ちょっと印刷用のページと実際に議案としているページが混同しまして、確認が遅

くなりました。おわび申し上げます。 

  一般管理費の中の今回の委託料の中というのは、100万円の計上の部分でよろしいですか。 

          〔「はい」と言う人あり〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） ごめんなさい。こちらのほう、職員採用に向けて役場の職員の募

集をかけたのですけれども、公務員に特化した無料の掲載サイトですとか村のホームページでやっ

たのですけれども、応募者のほうがいなかったと。いなかったと言うと語弊があります。少数しか

いなかったというようなところもありまして、今後村の事業、いろいろなことを進めていく中で、

やはりどうしても人材確保が必要だといったところで、有料の求人サイトというのですか、そうい

ったものを活用させていただこうといったことで、今回予算計上させていただいたといったところ

でございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 職員採用に係る経費としては、当初予算としては幾らかの予算を予定して

いた金額というのはあったのでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  当初は予定してございませんでした。ここで、これまでも無料の掲載サイト等々で一定数応募は

あったというところで予算計上していませんでしたけれども、今回実施してみて改めて人材の人手

不足といったところを痛感したところでございまして、来年度、次年度に向けててこ入れをしなけ

ればいけないといったところで、今回予算計上させていただいております。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 今まで広告料といった類いで見た覚えがなかったので、ちょっとお伺いし

てみたところでした。 

  次の質問をさせていただきます。ベビーシッターの関係です。こちらでいうと35ページになるの
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ですけれども、ベビーシッターというこの語句がつい最近から目にするようになったのですけれど

も、ベビーシッターというふうな、こういう事業はいつ頃から発生している、以前からあるのでし

ょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  こちらのほう、民間の事業者に登録されている方が利島で１名いらっしゃいまして、その方が事

業者のほうに登録していただいて利用できると。そういったときに、実際の利用料については全額

東京都の補助が当たるといったところで、ただ東京都の補助があるのですけれども、東京都が直接

サービスを提供した人に渡す、支払うのではなくて、村を経由して支払いをしなければいけないと

いったところで、今回予算計上させていただいているといったところでございます。 

  以上です。 

          〔「いつ頃から」と言う人あり〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） この11月ですか、10月ですか、ぐらいから。ごめんなさい。正確

なあれはまた後であれしますけれども、10月程度から登録させていただいて、やっていただいてい

ると認識しております。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） これは、何か制度のようなものがあるということでしょうか。ただ、この

事業者登録をすれば、こういうふうなことが受けられるという、都のほうのそういうふうな事業が

あるということですか。村でもこの事業が、どういったことでこの事業が成り立っているのでしょ

うか。村である程度の決まりがあるのでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  まさに東京都の事業というのですか、東京都で大枠というのですか、事業者、こういう事業者で

ないと事業者になれないとか、ベビーシッターはこういうふうにしてくださいとかというのは、東

京都のほうで指定を受けるというのですか、決められており、村については登録された方が実際に

サービスを受けられる人に支給する。言い方をちゃんと言いましょう。ベビーシッターを利用した

人が村に補助金の申請をしてもらって、その方に幾らというようなことでお支払いをするという制

度で、本来でいくとというとあれですけれども、東京都のほうから直接払っていただければよろし

いのですけれども、そこは市町村を経由して、村のほうでこの助成金を支払いなさいといったとこ

ろで、村のほうが全額一時立て替えて、村のほうは補助金の申請をするといった流れになってござ
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います。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 利用者が申請をし、利用者に支払うということで、村を通じてお支払いを

するというふうなことでいいということでしょうか。違うのかな。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） ちょっと私の説明がつたなくて申し訳ございません。 

  本来の制度、幾ばくかのお金が１時間当たり幾らという対価がございます、ベビーシッターを利

用するに当たって。東京都の補助事業としては、そこの部分の費用については利用者負担なしでい

いですよというような制度上のお話というか、仕組み上になっているのですけれども、その仕組み

を使うに当たって、実際の利用者はサービスを提供した方に2,500円支払うのですけれども、申請に

ついては2,500円、一度立替払いという形でするのですけれども、それを村のほうに申請していただ

くと、その2,500円については村から払った方に補助するというのですか、助成するという形が今回

の制度の趣旨でございます。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 分かりました。ありがとうございます。 

  予算のことではないのですけれども、そういったことが村のほうで１名、事業者登録をなさって

いるということで、ご利用があるということでこの予算が生じているのですけれども、そのような

事業者登録があるというふうなことは、どういうふうにしてご利用者さんが知り得るのでしょうか。

何かアナウンスか何かをしているのでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  語弊というか、あるのですけれども、事業者が村にあるというか、東京の事業者なのですけれど

も、そういった事業者に登録されている方が村にいると。なので、事業者がここで新たに開業しま

したみたいな形で取られてしまうと、ちょっとそこは違いますというところはまず補足させていた

だきます。 

  東京の事業者等々に登録されている方みたいな方が派遣というのですか、サービスを利島だとこ

ういう方がいらっしゃいますよというような形で事業所等々のホームページですとか、ほかのそう

いうサイト、事業者が当然利用したい方に分かりやすいところにインターネット上にあれしている

というのも一つございますし、あと利島村のほうで新生児の全戸訪問とか、そういったのでフォロ
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ーを、保健師のほうがフォローしていますので、そういうときにこういうサービスがございますよ

というような周知はさせていただいていますので、村内に広くホームページとかで大々的に広報す

るというような、使われる方が限定されていますので、そういったところは漏れのないように周知

しているところでございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、質疑を終了し、これより討論を行います。 

  討論はございますか。 

  まずは、反対の討論の議員は挙手を願います。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） 討論がないようですので、討論を終了します。 

  これより採決を行います。 

  採決はタブレットで行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（加藤大樹君） 投票を締め切ります。 

  投票の結果、賛成５、よって原案は可決されました。 

 

    ◎日程第６ 議案第５２号 令和６年度東京都利島村国民健康保険事業特別会計 

（事業勘定）補正予算（第２号） 

 

〇議長（加藤大樹君） 続きまして、日程６、議案第52号 令和６年度東京都利島村国民健康保険事

業特別会計（事業勘定）補正予算（第２号）について議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 71ページをお開きください。 

  議案第52号 令和６年度東京都利島村国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第２号）。 

  令和６年度東京都利島村国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第２号）は、次に定

めるところによる。 

  歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ228万5,000円を増額し、

歳入歳出予算の総額を8,314万9,000円とする。 

  詳細に関しましては、所管より説明いたします。 



 - 159 -

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） よろしくお願いいたします。 

  国民健康保険事業特別会計でございます。紙ベースのページ数でいきますと53ページからになり

ます。すみません。こちらのほうで紙のものでご説明をさせていただきたいなと考えてございます。 

  歳入歳出の内訳が分かるところ、54ページ、55ページを御覧いただければと思います。主に今回

の補正の要点といたしましては、国庫補助金、こちらのほうが245万7,000円というふうに増額補正

させていただいているといったところと、このものが何かといいますと、60ページにございますけ

れども、社会保障・税番号システムの整備補助金といって、マイナンバー関係に関するところの補

助金を国から245万7,000円交付が受けられるよといったところで増額補正させていただいていま

す。 

  それに伴って、歳出のほうなのですけれども、当初予算としては総務費の中で一般財源から保険

料等々のところからいただいたものについて支出する予定で予算組みしていたのですけれども、そ

こがこの補助金を頂いたと、国からの補助金を頂いたといったことで、そこの部分が余ったといっ

たところで、余った国民健康保険税で予算上補填していたところが余りましたので、積立金として

その部分について積み上げをさせていただいているといったところで、事業費としてはこの244万

7,000円が委託料としてマイナンバー関係のところの制度につく委託料として当初予算で上げさせ

ていただいているといったことになります。 

  以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） 執行部の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。 

  質問のある議員は挙手をお願いします。 

  質問はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、質疑を終了し、これより討論を行います。 

  討論はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、討論を終了します。 

  これより採決を行います。 

  採決はタブレットで行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（加藤大樹君） 投票を締め切ります。 

  投票の結果、賛成５、よって原案は可決されました。 



 - 160 -

 

    ◎日程第７ 議案第５３号 令和６年度東京都利島村国民健康保険事業特別会計 

（直診勘定）補正予算（第２号） 

 

〇議長（加藤大樹君） 続きまして、日程７、議案第53号 令和６年度東京都利島村国民健康保険事

業特別会計（直診勘定）補正予算（第２号）について議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 86ページです。 

  議案第53号 令和６年度東京都利島村国民健康保険事業特別会計（直診勘定）補正予算（第２号）。 

  令和６年度東京都利島村国民健康保険事業特別会計（直診勘定）補正予算（第２号）は、次に定

めるところによる。 

  歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額は増減なしとし、歳入歳出予算の総額を7,924万

8,000円とする。 

  詳細に関しましては、所管より説明いたします。 

〇議長（加藤大樹君） 長井住民課主幹。 

          〔住民課主幹（長井剛史君）登壇〕 

〇住民課主幹（長井剛史君） よろしくお願いします。 

  今回の国保（直診勘定）の補正についてなのですけれども、トータルの金額、歳入歳出の動きが

ないのですけれども、11月の時点で旅費や消耗品などちょっと余りそうなところ、不用額になって

いるところを削り、その代わり今年使用することが多くなっている陽圧呼吸療法装置、酸素の発生

装置なのですけれども、こちらの使用件数が例年に比べてかなり上がっていて、６月でも補正させ

ていただいたのですが、それよりもちょっと見込みを超えてしまうぐらい使用量があったため、そ

ちらを増額させていただいた。それの差引きを合わせてプラス・マイナス・ゼロになったという補

正になります。 

  具体的な金額としましては、旅費を６万円減額、需用費の消耗品費を10万円減額、あと燃料費、

車の往診車、搬送車のガソリンがいつもだと１回の給油で済むところが足りなくなりそうなので、

給油を１回分足させていただいて、それが6,000円。あと、先ほど申し上げました陽圧呼吸療法装置、

こちらのリースに25万4,000円増額させていただいております。 

  説明は以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） 執行部の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。 
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  質問のある議員は挙手をお願いします。 

  ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 予算の金額についてご質問等はないのですけれども、陽圧云々というのが

ちょっとよく分からなかったのですけれども、お教えいただければと思いました。陽圧何とかとい

うのにいつもよりも予算がかかってしまったという、その予算がかかってしまったものが何なのか

というのがちょっとよく分からなかったので、お教えいただけますか。 

〇議長（加藤大樹君） 長井住民課主幹。 

          〔住民課主幹（長井剛史君）登壇〕 

〇住民課主幹（長井剛史君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  陽圧呼吸療法装置というのは酸素の発生装置で、人工呼吸的な、人工呼吸まではいかないまでも、

酸素が必要な方に対して使用する装置になっておりまして、こちらふだん恒常的に使うものではな

いのですけれども、そういった症例の方が生じた際に使う装置になります。それが今年たまたまそ

ういう症例の方が多かったということになります。 

  以上でよろしいでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、質疑を終了し、これより討論を行います。 

  討論がございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、討論を終了します。 

  これより採決を行います。 

  採決はタブレットで行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（加藤大樹君） 投票を締め切ります。 

  投票の結果、賛成５、よって原案は可決されました。 

 

    ◎日程第８ 議案第５４号 令和６年度東京都利島村介護保険事業特別会計（事 

業勘定）補正予算（第２号） 

 

〇議長（加藤大樹君） 続きまして、日程８、議案第54号 令和６年度東京都利島村介護保険事業特

別会計（事業勘定）補正予算（第２号）について議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 



 - 162 -

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 95ページです。 

  議案第54号 令和６年度東京都利島村介護保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第２号）。 

  令和６年度東京都利島村介護保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第２号）は、次に定める

ところによる。 

  歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ99万7,000円を増額し、歳

入歳出予算の総額を5,335万1,000円とする。 

  詳細に関しましては、所管より説明いたします。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） よろしくお願いします。 

  こちらのほうですけれども、印刷ページで86ページ、87ページですか、87ページのほうをお開き

ください。こちらのほう、歳入のほうなのですけれども、まず国庫補助金でございまして、保険者

機能強化推進交付金というのと、介護保険の保険者努力支援交付金という、こちらのほうが例年数

万円単位でしか交付を受けてこなかったものが、今年国のほうの制度というか、補助金の交付要綱

が変わりまして増額交付を受けたといったところでございまして、こちらのほうが増額交付を受け

たため、補正させていただいています。 

  支出のほうなのですけれども、これがどういったことに使うかというと、翌ページの88、89ペー

ジをお開きいただければと思うのですけれども、地域包括支援センター、高齢者向けの総合相談窓

口である地域包括支援センターの運営経費等々に負担がいくものと、あとここの経費についてそも

そもが介護保険料が充てられた部分が、国の補助金が当たることになりましたので、介護保険料で

充当が余った部分について基金に積み立てさせていただくといったところの経費の設定となってご

ざいます。 

  以上でございます。 

〇議長（加藤大樹君） 執行部の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。 

  質問のある議員は挙手をお願いします。 

  ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 申し訳ありません。ご説明いただいたのですけれども、ちょっと理解でき

なかったのですけれども、補正前の金額が２万4,000円、２万6,000円で、例年は数万円程度だった

のが、今回は国のほうから何とかというふうにして言ったのですけれども、国のほうから急に今回
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はこういう額が来てしまったということですか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  国のほうから急に来てしまったという語弊というか、私の説明がちょっと雑であったところはお

わびします。国のほうでも交付に係る要綱ですか、どういった計算式で幾らですよみたいな形で計

算式が示されて、それに応じて市町村も申請を行うものでございますけれども、その部分で今まで

過去の当初予算のベースでいくと、２万4,000円とか２万6,000円しか、どんな事業をやってもそこ

までですよと、努力支援としてはこの額ですと、推進交付金としてはこの額ですという決定がなさ

れていたのが、今まで利島村としてはその額だったのが、今年の申請ベースから32万円と67万

5,000円というか、それに当然２万4,000円と２万6,000円を足された額ですけれども、そこは新たに

国のほうで制度改正ではないですけれども、補助金の交付要綱の改正を行って、増額の交付が受け

られることになったといったところでございます。 

  以上でございます。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、質疑を終了し、討論を行います。 

  討論はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、討論を終了します。 

  これより採決を行います。 

  採決はタブレットで行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（加藤大樹君） 投票を締め切ります。 

  投票の結果、賛成５、よって原案は可決されました。 

 

    ◎日程第９ 議案第５５号 令和６年度東京都利島村後期高齢者医療事業特別会 

計補正予算（第２号） 

 

〇議長（加藤大樹君） 続きまして、日程９、議案第55号 令和６年度東京都利島村後期高齢者医療

事業特別会計補正予算（第２号）について議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 
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          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 106ページです。 

  議案第55号 令和６年度東京都利島村後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）。 

  令和６年度東京都利島村後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところ

による。 

  歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出の総額から歳入歳出それぞれ132万6,000円を減額し、歳

入歳出予算の総額を1,010万円とする。 

  詳細に関しましては、所管より説明いたします。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） お願いします。 

  98ページ、99ページを御覧ください。歳入のほうでございます。まず、後期高齢者医療保険料に

ついてですけれども、こちらのほうは被保険者の方の異動があったので、そういった中で減額の補

正をさせていただいているのと、あとは一般会計からの繰入金ですけれども、こちらのほうについ

ては歳出のほうが下がったと、低くなったといったことを入れまして、そこの部分について減額さ

せていただいているといったところになります。 

  歳出についてですけれども、歳出のほうでまず委託料の部分ですけれども、システム改修に係る

費用が軽減されたことと、後期高齢者広域連合のほうに払う負担金のほうが減額されているといっ

たところが今回の補正の要因となってございます。 

  説明は以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） 執行部の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。 

  質問のある議員は挙手をお願いします。 

  質問はございませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、質疑を終了し、これより討論を行います。 

  討論はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、討論を終了します。 

  これより採決を行います。 

  採決はタブレットで行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（加藤大樹君） 投票を締め切ります。 



 - 165 -

  投票の結果、賛成５、よって原案は可決されました。 

 

    ◎日程第１０ 議案第５６号 令和６年度東京都利島村簡易水道事業会計補正予 

                  算（第２号） 

 

〇議長（加藤大樹君） 続きまして、日程10、議案第56号 令和６年度東京都利島村簡易水道事業会

計補正予算（第２号）について議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 117ページをお開きください。 

  議案第56号 令和６年度東京都利島村簡易水道事業会計補正予算（第２号）。 

  総則として、第１条、令和６年度東京都利島村簡易水道事業会計補正予算（第２号）は、次に定

めるところによるというところでありまして、詳細に関しましては所管より説明いたします。 

〇議長（加藤大樹君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 令和６年度簡易水道事業会計補正予算案（第２号）について説明さ

せていただきます。 

  議案書117ページ及び123ページを御覧ください。収益的収入及び支出についてです。まず、収益

的収入に関しまして、簡易水道事業収益について、営業外収益は一般会計からの補助３万円を計上

しています。 

  続いて、収益的支出に関しまして、簡易水道…… 

          〔「執行部が御覧になっているページと、私たちが見ているページが 

            違うので、ページ数を言って｣｢印刷のページを開けば」と言う人 

             あり〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 印刷用のページが分からない。 

          〔「すぐ説明に入られても対応ができないので、ちょっとだけ間を持 

            ってご説明に入っていただけると助かる」と言う人あり〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） タブレットのほうが…… 

          〔「タブレットの数字と紙のページ数が違うということですね」と言 

            う人あり〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 議案書のほうが117ページと123ページです。 

          〔「予算書だと108ページ」と言う人あり〕 
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〇環境建設課長（上野 崇君） 予算書のほうだと108ページだそうです。 

  では、繰り返しますが、収益的収入及び支出でございます。まず、収益的収入に関しまして簡易

水道事業収益について、営業外収益は一般会計からの補助３万円を補正計上しております。 

  続いて、収益的収入に関しまして、簡易水道事業費用について営業費用について、令和５年度の

予算において起債を行っている公営企業適用債の利子３万円を増額させていただいております。資

本的収入及び支出について、今回補正はありません。 

  以上、令和６年度簡易水道事業会計補正予算案（第２号）について説明させていただきました。

よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

〇議長（加藤大樹君） 執行部の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。 

  質問のある議員は挙手をお願いします。 

  質問はございませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、質疑を終了し、これより討論を行います。 

  討論はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、討論を終了します。 

  これより採決を行います。 

  採決はタブレットで行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（加藤大樹君） 投票を締め切ります。 

  投票の結果、賛成５、よって原案は可決されました。 

 

    ◎日程第１１ 議案第５７号 令和６年度東京都利島村浄化槽事業会計補正予算 

（第２号） 

 

〇議長（加藤大樹君） 続きまして、日程11、議案第57号 令和６年度東京都利島村浄化槽事業会計

補正予算（第２号）について議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） ページ数ですが、タブレットのほうで124ページ、紙ベースのほうで110ペー

ジをお開きください。 
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  議案第57号 令和６年度東京都利島村浄化槽事業会計補正予算（第２号）。 

  総則第１条としまして、令和６年度東京都利島村浄化槽事業会計補正予算（第２号）は、次に定

めるところによる。 

  詳細に関しましては、所管より説明いたします。 

〇議長（加藤大樹君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） では、令和６年度浄化槽事業会計補正予算案（第２号）についてご

説明いたします。 

  皆様のお手元ですと110ページですか、予算書のページを御覧ください。収益的収入及び支出につ

いてです。まず、収益的収入に関しまして、浄化槽事業収益について営業外収益は一般会計からの

補助４万3,000円を補正計上しております。 

  続いて、収益的支出に関しまして、浄化槽事業費用について、営業外費用は令和５年度において

起債を行った公営企業適用債の利子４万3,000円を増額させていただいております。 

  基本的収入及び支出について、今回補正はありません。 

  以上、令和６年度浄化槽事業会計補正予算案（第２号）について説明させていただきました。よ

ろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

〇議長（加藤大樹君） 執行部の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。 

  質問のある議員は挙手をお願いします。 

  ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 支出収入で４万3,000円ということなのですけれども、こういうのはどうい

うときに４万3,000円が発生するのですか。 

〇議長（加藤大樹君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 石野議員のご質問にお答えさせていただきます。 

  今回に関しては、令和５年度のところで公営企業適用債を借金させていただいているわけですけ

れども、そちらに関しまして実際の額が確定するのがお金を借りた後になってまいります。それが、

令和６年５月に起債、お金を借りていますので、そこで確定してまいりますので、時期としては遅

くなってしまったのですけれども、今回補正計上させていただいた次第でございます。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、質疑を終了し、討論を行います。 
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  討論はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、討論を終了します。 

  これより採決を行います。 

  採決はタブレットで行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（加藤大樹君） 投票を締め切ります。 

  投票の結果、賛成５、よって原案は可決されました。 

 

    ◎日程第１２ 議案第５８号 東京都島嶼町村一部事務組合規約の一部変更につ 

いて 

 

〇議長（加藤大樹君） 続きまして、日程12、議案第58号 東京都島嶼町村一部事務組合規約の一部

変更についてを議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） タブレットのみですか、131ページをお開きください。 

  議案第58号 東京都島嶼町村一部事務組合規約の一部変更について。 

  上記議案を提出する。 

  令和６年12月10日。 

  提出者、東京都利島村長、村山将人。 

  提案理由。東京都島嶼町村一部事務組合の共同処理する事務を変更し、東京都島嶼町村一部事務

組合規約の一部を変更することについて協議したいので、地方自治法第290条の規定により本案を提

出する。 

  詳細に関しましては、所管より説明いたします。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 次のページをお開きください。 

  こちらですけれども、東京都の島嶼町村一部事務組合、島嶼会館の中にございます島嶼の一部事

務について統括しているところの規約の変更を行うに当たって、各町村の議会の議決を経る必要が

あるといったところで上程させていただいてございます。 

  その規約の中はどういったものかとございますと、第３条に一部事務組合が行う事務についての
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ことが書かれてございます。その中で（９）、（10）、（11）といったところで個人住民税のところの

当初賦課に当たる部分と、10番で介護保険に係る事務と、11番として国民健康保険の事務といった

ところを、その下に記載されている町村の部分について、一部事務組合で事務を実施していくとい

ったところの必要性があるといったところで、今回上程させていただいているといったところにな

ります。 

  昨年度は、児童手当に係る部分について、児童福祉に係る部分について、一部事務組合で事務を

やっていただいているといったことで、毎年というか、この時期になるとこの事務のところが増減

するたびに議会の議決を経なければいけないといったことで、毎年の恒例の行事というような形に

はなってしまいますけれども、説明は以上となります。よろしくご審議ください。 

〇議長（加藤大樹君） 執行部の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。 

  質問のある議員は挙手をお願いします。 

  質問はございませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、質疑を終了し、討論を行います。 

  討論はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、討論を終了します。 

  これより採決を行います。 

  採決はタブレットで行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（加藤大樹君） 投票を締め切ります。 

  投票の結果、賛成５、よって原案は可決されました。 

 

    ◎日程第１３ 議案第５９号 利島村教育委員会委員の任命について 

 

〇議長（加藤大樹君） 続きまして、日程13、議案第59号 利島村教育委員会委員の任命についてを

議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） タブレットページ、135ページをお開きください。 

  議案第59号 利島村教育委員会委員の任命について。 
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  利島村教育委員会の委員に下記の者を任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関する法

律第４条第２項の規定により、村議会の同意を求める。 

  住所、東京都利島村。 

  氏名、森山武。 

  令和６年12月10日提出。 

  提出者、東京都利島村長、村山将人。 

  提案理由。教育委員会委員、森山武氏の任期が、令和６年12月16日をもって満了することに伴い、

引き続き同氏を任命するに当たり、村議会の同意を求めるものであります。よろしくご審議のほど

お願いします。 

〇議長（加藤大樹君） 執行部の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。 

  質問のある議員は挙手をお願いします。 

  ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 任命に当たって賛成反対という、そういうふうなご質問ではありません。 

  任期が来ることによって、何期までしかできないとか、永遠に、永遠にという言い方はおかしい

ですね。何期でもその方を継続的にお願いすることができるとか、その辺はどうなっているのか、

お伺いしたいと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 三室教育長。 

          〔教育長（三室哲哉君）登壇〕 

〇教育長（三室哲哉君） ご質問ありがとうございます。石野議員の質問にお答えさせていただきま

す。 

  教育委員に関しましては、議会の同意を得て任期４年ということで行っておりますので、再任に

関しても妨げるものはございませんので、こちらが必要と判断させていただいて提案した場合には、

継続は可能でございます。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 利島村の場合、教育委員は何名設置しているのでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 三室教育長。 

          〔教育長（三室哲哉君）登壇〕 

〇教育長（三室哲哉君） 石野議員の質問にお答えいたします。 

  利島村の場合、教育長並びに教育委員２名によって教育委員会を構成させていただいております。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 
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          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 教育長のほかに教育委員は１名であると。 

          〔「２名」と言う人あり〕 

〇３番（石野美由紀君） 教育委員は２名であると。もう一方についても何期かおやりになっている

のでしょうか。今回森山さんに対して任期が来たので、再任のご要請ですけれども、もう一方につ

いても任期が来て、再任、再任といったような形を取られているのでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 三室教育長。 

          〔教育長（三室哲哉君）登壇〕 

〇教育長（三室哲哉君） 任期前のことに関しましては、正確なことを把握してはいないかもしれま

せんけれども、現時点でお二人のうちの森山さんは令和２年12月17日から令和６年12月16日まで任

期ということで、今回上げさせていただいております。もう一方は、令和４年の10月１日から８年

の９月30日までの任期で、今４期目でお願いしているところでございます。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、質疑を終了し、これより討論を行います。 

  討論はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、討論を終了します。 

  これより採決を行います。 

  採決はタブレットで行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（加藤大樹君） 投票を締め切ります。 

  投票の結果、賛成５、よって原案は可決されました。 

 

    ◎日程第１４ 議案第６０号 利島村固定資産評価審査委員会委員の選任につい 

て 

 

〇議長（加藤大樹君） 続きまして、日程14、議案第60号 利島村固定資産評価審査委員会委員の選

任について議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） タブレットページ、136ページをお開きください。 
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  議案第60号 利島村固定資産評価審査委員会委員の選任について。 

  下記の者を利島村固定資産評価審査委員会委員に選任したいので、地方税法第423条第３項の規定

により議会の同意を求める。 

  住所、東京都利島村。 

  氏名、村上勝巳。 

  令和６年12月10日。 

  提出者、東京都利島村長、村山将人。 

  提案理由。委員の死去に伴い、後任委員を選任する必要があるため。 

  よろしくご審議のほどお願いいたします。 

〇議長（加藤大樹君） 執行部の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。 

  質問のある議員は挙手をお願いします。 

  ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） お願いします。 

  今回前任者がお亡くなりになられたということで、後任ということで新しい方をということなの

ですが、今現在任期を終えて選任がなされていないほかの委員というのはいらっしゃるのでしょう

か。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  こちらの委員につきましては３人いらっしゃいますが、１名の方がお亡くなりになったため、２

名の方は在任期間中といったことになっております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 申し訳ありません。言葉足らずで。 

  今回この議案は、固定資産評価審査委員の選任についての討議でありますけれども、この委員会

がほかにもございますけれども、欠員状態の委員会がございますか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  議会同意を経なければいけない委員会につきましては、今回のこの委員の同意をもって全員充足
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されているといったところになっています。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、質疑を終了し、これより討論を行います。 

  討論はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、討論を終了します。 

  これより採決を行います。 

  採決はタブレットで行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（加藤大樹君） 投票を締め切ります。 

  投票の結果、賛成５、よって原案は可決されました。 

  以上をもちまして、本定例会に付された議案については全て終了しました。 

 

    ◎閉会の宣告 

 

〇議長（加藤大樹君） お諮りします。 

  本定例会の会議に付された事件は全て終了しました。 

  したがって、会議規則第７条の規定によって本日で閉会したいと思います。ご異議ございません

か。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本定例会は本日で閉会することに決定しました。 

  令和６年利島村議会第４回定例会を閉会します。 

  お疲れさまでした。 

                                   （午後 ２時３５分） 
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